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軽くて美しい屋根葺彬

，会

11本では初めて製造された国級王I材です。

凡ゆる点で経済的です。暑 さを遮り 、寒さを防ぎ、耐火性であ

り而も暴風下旬 lζ も耐える軽量屋線材です。

アメ ｙ カの住宅は ＹＰ ｾ ぢがとの￬Ｏングノレ を 使っていま す 。

厚手のノレーフィシグ K 色砂を圧着して上図の型 lζ 切断したもの

で色彩は赤 ・緑 ・白 ・空色の4色あり、素人でも施工出来ます 。

年生よキ竺f宇閉ざ了面史笠! て二哩Lと竺旦かヨ必目慢さと竺土工J

三塁アスフアル トタイノレの

田 島 応 用 化 エ 株 式 会 社

点京 ・足 立 区 小 台 町 633 Tel. 代表 ・王 子 ⑧ 5171

大阪 ・西区京町堀上通1- 14 Tel. 代表 ・1-- 佐掘 @ 0810
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設計恥削減lーはくM1 m)

レールの長サ
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9 尺
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用 途

ガレヂ絡納庫

倉庫間仕切等

ゑ 求 馨ti 三 谷 製 作 所

文化的手ｾ［舌 φ 先づ ー一一

リノリf ム

リノタイル

の使用から-

女御用命は下記代理庖へ

お願いします

株 式 会 社 石 倉 商 庖

小 野 藤 金 物 株 式 会 社

合 資 会 社 和 田 末 商 庖

月 虎 金 属 株 式 会 社

株式会牡中村多喜弥商庖

松 本 金 物 株 式 会 社

株 式 会 社 丸 喜 商 庖

深 見 金 物 株 式 会 社

湯 浅 金 物 株 式 会 社

清 水 金 物 株 式 会 祉

株 式 会 社 日 垣 本 社

株 式 会 社 平 尾 商 庖

ｾ＠ .J・

本 社 工 場 伊 丹 市 伊 丹 五 五 八 電 伊丹 ( 代)河35臼31

東 洋 リ ノ リ ユ 一 ム 株 式 曾 社 東H 京 支 庖 中 央 区銀座西 . 三珂和 ヒJルレ電 京橋恥1げ170初0

大阪司. 務所東区瓦町ニ . 三和ピ Jルレ 電北浜37布5. 3幻76
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議 続 淀 川 製 鋼 所

社 大阪市東 区 博 労 町 4 の30 電話⑧0351

東京支社 東京都中央区西八丁堀3の8 電話⑧1171

立エレベータ

球 部 化 粧 板

波 ・ 平 ・ 厚 ・ 黒 板

特 徴 ・ 軽 く て 美 しい

- 耐 火 ・耐 水 で 永 久仕 上

- 汚 れ は す ぐ取 れ衛 生 的

- 施 工 迅 速 で 経 済 的

用 塗 ・ 平 板 は 建 築 物の 外 装 ・間 仕 切 ・天 井 壁

庇 下 及家 呉 ・船 舶 ・車 輔 l乙

- 波 板 は 工 場 ・倉 庫 ・プラ ッ トホーム 等

の 屋 根 ・壁 l乙

- 厚 板 は す ン ドイツ チ パ ネノレ等 と し て ビ

ノレ等の外装仕上材 K

- 黒 板 は学 校 ・事 務 所 ・官 公 庁 ・家 庭 用 lζ

Ｈカ タログ 御希望 の方 ｬ 主 誌 名御配 入の上 御申込下さｾ ，)  

本機は米国でも完成されて聞もないｾ新式の

並列運転)J 式をがはな構想 と技術によ って製

作したものであります。二台の全 IJli)J エレベ

ータ はそれぞれ附床の泣ーう乗客:のH予IL答えて

サー ビスするもので，たとえ一台に間に合わ

なくても ，他の- fi が前ちに運転してくると

云う ，殆んど待たずに乗れる非常1ζ 便利なI l

動エ レベータであ りま す。

仕 様

型 式 u"l :iIi[ギ ヤード 型

速 度 105m/min

Ilj リ街] 方式 II V:  i/ ュッ プレックス

ν グナ ノレ コレクチプコ ソ トローノレ式

東京 ・大阪 ・名古屋 ・福岡 ・仙台 ・札幌

日 三 主 裂 f丘 病

ぇヘ

且
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コンクリートでも

E二7

藤 森 工 業 株 式 会 社

持、;
社

大阪営業所

東京都中央区日本橋通 1 - 5  ( 巾内ピノレ)

専 用 電 話 東 京 (28) 6 2 7 1  - 2 番

大 阪 市 西 区 上 佐 釘l .iill 1丁 目 1 帯 地

大 同 ピ ノ レ 7 0 9 号 室

電話 土佐郷 (44) 0 2 2 5 ・7 5 6 9 (n:T.iill) 

3  1  3  1  ( ピノレ交換〕

穴をあげる白蟻 .

家 が倒れるまで被害 {ζ 気づかない，おそ

ろしい 白蛾K 対して，アントックスは絶

大 な偉力を示しま す。ア ントックスは ベ

シタクロロブ ェノーノレ ，多 塩 化 ベ シ ゼ

:Y ， ')' ，BHC な ど を 主 成 分 と し 防 腐 ・

忌避剤を配合したものであります。

無色の油列lで，使用法も簡単，効果は長

時間持続し ，変質もなく ，防蛾，殺様，

l釣腐なと、の作用を強力に兼備 しておりま

す。価絡も低廉です。

大 阪 化 成 株 式 会 社

本社・大阪市南区心斎橋北詰 包 (25) 631- 635 

支社・東京都cl : J 央区西八丁堀I の3

4:t ( 55) 2300 ・5055

Il <，僻 )

③ 
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(金具マーク)

( 衛陶マーク)

弊 社 は本 社 ・茅 ケ崎 の各 衛 陶 工 場

及 び金具工場共に J 1  S の指 定 を 受 け

た 唯一 の 衛 生 器具総 合 メ ー カ ーで す

品質管理の優秀な

東洋陶器製品をセ ットで御使用下さい

新 製 品

S - 170 

スミ付ロータンク

茅ケ崎工場

神奈川県茅ケ崎市

T E  L  2 1 0 5 - 8  

間器抹式奮東洋
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東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社

発 売 元 亀 井 株 式 会 社

大阪市東区南久宝寺町心斎栂筋 T E L(25) 1353  

東洋レーヨンの

+イロシ

② 

東洋レーヨンのナイロン鍛

通・械室主は 100 96スパンナ

イロン糸を使用したもので

女弾力性に富んでいま す

* 驚く程摩擦に強い

合 I庇鹿件が非常に少ない

会虫の筈を全く受けま せん
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会 館 利 用 に つ い て

-、

建 築 士 年 次 届

建 築 団 体 合 同 新 年 交 礼 会

明けまして ，おめでとうどざいま す。

さて，本年年頭 lζ 際し，建築関係団体相計りまして，標記の新年交礼

会を催し ，新たな年への出発をお祝いしたいと存じます。 下記次第 ICよ

って開催いたします。

記

日 時 1月 7 日午前111時半一一 1 時

場 所 今橋クラブ 5 階大ホーノレ

会 資 ￥300. 00 

共-f. w. 団体 日 本 建 築 学 会 近 倣 支 部

大 阪 府 建 築 士 会

日 本 建 築 家 協 会 関 西 支 部

大 阪 建 設 業 協 会

関 西 建 材 協 会

日 本 建 築 協 会

A

A

Z

 

館 を 御 手IJ 下 さ
い /1用

会舘は ，御承知のよう lζ 大阪市内の交通至便の中心地に位置していま

す。集会 iζ 会議室，集会室を。お待合せ，懇談に談話室を。お気経lζ 精

々御利用下さるようお願い申します。

使 用 料

I  Ｎ ， ｟ｾ ，＠ ｾ＠ I 使 用 料

室 別 | 収容人員 I"""t fM I 下 一後 | 夜 間

| 椅子のみ使用I 500 I  800 I  1.200 

4 階 集 会 室 I 60人 I  ｾ ｾｾ ｾ ー Ｏ 、ｾ ノ

卓子使用25人I 1. 000 1. 500 

I  400 I  600 I  900 

3 階 会 議 室 I 15人 I  ｾ ｾｖ＠ ...... ー ゾ . _ / ' - - v - - - ' "  

800 1. 200 

地 階 談 話 室 I 15人 I  I  I  800 

午前は正午迄 ，午後は 511寺迄，夜間は 9 時迄とする。

Ｔ 階集会室 ｬζ は｛ｊＭ￬ｾＧｾｾの設備がありま すから ， スラ イドの映 写も

できます。

建 築 士 年 次 届 に つ い て

大阪府では ，一級建築士および二級建築士の方は，来る 1月15日まで

に， i建築士年次届」をしていただくよう要望さ れています。ま だ届出

されてない方は至急「年次届」をされん乙とをお願い します。

j冨出用紙は大阪府建政課 lζ 準備してありま す。なお詳細については，

同建政課へお問合せ下さい。
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佐 野 利 器 博 士 逝 去 さ る

佐野利器| 等士に は， 12月 5 日午前 911寺50分逝去され，告別式は同月 8

日築地本願寺で営まれた 。

長 崎 市 役 所 新 庁 舎 建 築 設 計 懸 賞 入 選 者 き ま る

古 宮 節

一

梶 タト 美 男

郵 政 省 建 築 部 設 計 課1 等

藤 フE 保 彦

奥 山 孝

増 回 友 也

京都大学工学部建築学2 等

外 4 名

早 大 理 工 学 部 建 築 学

3 等 武 基 t並

ｪｦＮｾ＠ 研 究 室

ヰ1 村 欽 哉 建設省中部地方建設局

佳作

外 4 名 営 繕 部 建 築 課

中目 田 祐 弘

坂倉準三建築研究所員
11 

外 10 名

ift 種 虫H

自 営 ( 浦和市)
11 

外 2 名

大阪， 京都， 名古屋 3市に建築部， 課 新 設

地方向治法の改正lζ 伴い ，去る 11月 1 日より標記 3 市にそれぞれ下記

の通り建築部，課が新設されました。

大阪市建築局建築課 課 長

情l 建築指導課

長

長

長

課

部

課

氏

氏

氏

氏

勝

平

郎

市

正

英

俊

金

問

袋

岡

野

越

布

水

京都市建設局建築課

名 古 屋 市 建 築 部

• 

謹 賀 新 年 昭 和 3 2 年 元 旦

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 事 務 局 一 同



謹 賀 年新 昭和32年元旦

( 受イ、J-)I慎)

尾 崎 助 民
=ι. 、

，ロ久

大 阪 市 東 区 北 浜 5ー13

日建設計工務株式会社社長

井 上

大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 2 丁 目 4

井上工材株式会社代表取締役

宇 es 正賀

大阪市北区若松町28 尾 崎 ピノレ12号室

藤 木

大 阪 市 東 区 両 替 町 1- 1 7  

株式会 社 藤 木 工務信社長

青 友 田木

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 3ー1 2 5

東 洋 洋 瓦 株 式 会 社 社 長

若 久 作

西 宮 市 津 門 綾 羽 町 5 1  

. : .  

邑 克 田飼

明 石 市 人 丸 町 匂 ノ 水

卓

文 繁 男

大 阪 市 北 区 堂 島 上 通 3 - 1 0

株式会社 松田平田設計事務所大阪出張所長

浅 平 es 海
と'.1..>.

，ロ

宝塚市1; 1] 畑 長尾山2 - 161 (屯 池町 1162)

池 上 勝

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1- 66  

池 上 建 築 設 計 事 務 所

es 口梯
: .1..>. 

'ロ
笠

大 阪 市 西 区 京 H汀 卯! 上通 1- 14

出島応用化工( 株) 大阪出張所内

佐 藤 太

大 阪 巾 北 区 l判 扇 町 12

保井 晴

東 洋 D ノ Y ユ ー ム 株 式 会 社

、

j

 
'

 

西

大目立市泊i 1孟 京 間J 拘i ;並 3- 3 0

問 中 小 西 建 築 事 務 所

岬

山 E

ロ
es 

豊 中 rlJ 栄 通 2 丁 目 5

キサ 石 事火 士
ロ

大 阪 市 浪 速 区 幸 町 通 3 - 2 0

浪速合板株式会主) :代表取締役

友 田 俊

大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 6 丁目 4 1

友 田工業株式会社代表取締役

夫

志 士亘 正 ;欠

株 式 会 社 i珂 正 社
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東
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＿ ｾ 、 新

辺 鎮 太 fls 

:y jj ; { レ イ ヨ ン 株 式 会 社

崎 甚 太 fls 

兵 ｦｮＮｾ vよ川 凶 市 公 j投下 豆 阪 l- 11

畑 謙

神 戸 市 東 灘 区 住 吉 町 純 手 ド1680

井 ｾ￟＠ 彦

大 阪 市 北 区 品 垣 III J 3  0  

耐酸化学工業株式会社取締役社長

林 清

大 阪 市 北 区 ' な Jゐ上 2 丁 目 1 1  

作 式 会 社 新 住 宅 社

本 武 雄

)( 19Ji ( 西) 凶 ツ 橋

株 式 会 社 11 J 本 !if:・4オネ上

田 喜 一 fls 

大 阪 市 西 成 区 橘 通 9 丁 目 2 4  

年ｾ式会社 工英字上代表取締役

ヰす 芳

尼 崎 市 長 洲 字 稲 川 新 任1 4 4

ォy エジタノレ メタノレ製造株式会社

木 繁 =，uthr 、

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 1 f 目 25

株 式 会 社 八 木 て 務 席

年 昭和32年 元日

( 受利 11回〕

神 田 正 平

大 阪 市 点 淀 川 区 三 津 屋 南 通 3ー7

株式会社 ロノド ジヤッタ - j1j!!作所

辛 木 貞 夫

大阪市北JX悔 附田J 2i ( 産業会館ピノレ 3 m)

*  i11，' 興 業 妹 式 会 社 大 阪 支 庖

藤 本 圧 之 助

大 阪 市 川 東 区 西 q'!J !l! H 丁目 4 3

株 式 会 社 工 品H1 : 代表取綜役

奥 村 太 平

大 阪 市 阿 (ff '] l- y . 区法的 |町 l- 5 1

株 式 会 社 奥 村 組 社 長

栗 原 信 虎

大阪市北区永楽町8番地( 日新生命館。

柴 原 工 業 株 式 会 社

佐 藤 四 自H

名 古 屋 市 東 区 東 芳 野 町 l ー7 5  

栗 林 カ日 1朱 万

和 歌 山 市 和 歌 の 浦 5 2 7

工 藤 寿 男

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 5 4  

工総 ｈＡｾ 正妹式会社取締役社長

岩 住 幸
，z h 口

fls 

大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 東 2 - 3 1

株 式 会 社 岩 住 鉄 工 所



謹 賀 新 年 日行和32年 元 日

( 受付)1頂)

福 岡 庄 一 El s  樺 田 藤 f! s  

滋賀県甲賀 lNI : f ' I 部町大字行部2.J. i 6 大 妄 市 西 区 阿 波 座 中 . i ! i l 1

日本スタ y コ株式会社社長 淡陶( 株) 常務取締役支庖長

一 国 手リ 道 白 キ多 嘉 明

大 阪 市 点 l三 安 土 i町 2 丁 目 2 2  

株式会社 安井主主事設日| ・事務所

神 戸 市 東 灘 区 本 山 町 野 寄 19 - 1

中 西

....... 

f! s  竹 内 さ く/ ¥ 

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 C朝日ヒソレ) 神 戸 市 生 田 区 再 度 筋

ヰ: 附/ ， nll 往 祭 事 務 所 神戸山手女子短期大学教授

干 原 大 五 f! s  芦日向

谷
一 f! s  

東 京 都 千 代 田 区 三 年 町 1 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 南 通 1- 3 7

Ｉ，阪総策事務所Ｊ京 ー ｊｾ 務所長 株式会社大阪電気商会大阪暖房商会取締役社長

田 中 4酋 一 岡
一 f! s  

「

大 阪 市 東 区 備 後 町 4 - 1 5  大 阪 市 北 区 堂 山 町 8 9  

1:1本住宅公卜H大 阪 支 所 支 所 長 株 式 会 社 岡 組 社 長

一 一

t恵 力く 正 一
斉 藤 光 夫

一

大 阪 rli - ' ヒ| 丘中之島 4 - 3 3 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 1 4  
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吉村邸は， 天正宮l より文、! r - に見える 。占 くから ，南河

内の黛肢の家で，桃山1I!i 代前後の庄屋の性械を知る fHI!

な資料である 。平而は何度 も変遣し て来たが. 2. ＳｾＱ 主 的解

体修 理Ａを行い ， 特 Ｑ ＱＺ ＢＱ ゆと居 室 首都 が 制強 当初 Ｑ ＱＺ近い Ｉｾ ｉ ＱＺ復

原された。II{l 和 12f l. 悶宝指定の折は ，西方'4!t当証書官中心

11:. その倒的を認められたのであるが. 低限して むし

ろ巾央部にその真価が認められるように伝った。<J! 立量1

代は残念1.; がらはっきりし I' ;l 、。恐 らく居室部は江戸事w

即1. 客室部は中間頃でゐろう 。

院議郊と ，東11: 述与る土問< : 需! f ! . 納屋) 部の屋厳か

iui 底を持つ大和隙のltt 大きを示している 。居室部の舛堕

は，口が何条も 通 り，化粧 I1:JTjい られ， 縁K は吹放たれ

た倫子のカーテ ンが，不思E遺伝新鮮さを凡せる。 内部へ

入って，土|削より路舗の方をみると. ) I 剛氏吊部屋があ

り，恨付卵子が，而臼い忍庇をもって，・佐々にる土|国' 夕

刊に アクセン トを持たせている 。 (林野)

士

ロ
村 邸 古 建 築 分 科 委 員 会 撮3 影
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吉村 邸 内 部 古 建 築 分 科 委 員 会 織 彫
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1. 西 面 外 観

設 計 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

設計JI I . 当 小 川

JI: L 竜 』且

桃 IJl ｴｬｾ 介

神 戸 国 際

..:.. 

:z:;; 館
|持 ii!:i "，(: 王国 iE 

村 UI 、ド之助

革主 11111 鈴 木 俊 男

監 理 株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 稼 式 会 社 竹 中 工 務 1苫



神 戸 国 際 会 館 設 計 に つ い て

/ 、巾.i!l!山の総と瓦i港の踊t ｉＧｊ ｾ＠ rζ はさまれてi I f 状の発展を続ける神戸市の

このー 併は かつてはボンベイ ・ 々ウシと 呼 ばれる ￭ｾ ｬ 易商 社 のブロソヲで

あったが，戦火 IC鋭れ壊れ た後を f ーストキそシづとして妓収され. つ

い先頃迄 は ＱＱ｜ 入の自由主え｢ｉこ ＱＢ かった ･ 兵 ｆ ｉｬ ｙｾ 神戸市は この区 JTI を

新 しい文化貿易交流のセン々ーと寸ベ< rli 庁舎を東部へ移し往年のポ J

ベ ｦ ・ クウ ｊ の 復 ｲ ［ｲ ｩ ｾｊｈ 酎している 。 この会 館は このブロソウの 肉 入 口

の- I(J である

見I側は 阿国{ より lti 巡する新しいi目的 と，J..R:阿 {ζ 延びる， 1 ンゲ f ト

の路線 と丙側伝来の貌関連 1>1<: 而し，そ の北側の - 'l ¥1 ! は情地にはしてい

る」型の 1，015 J平の敷地である 。

ｾｊＭｩ函 は県， di ，会館 と私j 七を合めに建 築安 民会を銅成 しておを進める

方針を取 り， このf J ti はない公会堂. 大小m会議を '1' 心IC貿易の発展上必

要な血s;役， すなわら . パ f アーズホテル . -t告伺1道府県貿易怜旋irr 通

商TIl 務所， 各国領'JI !!l'{， I，占送他殺 ( N H K) ，国際m々 t'FJJ 必所， 銀

行， 乙れ IC地断へ峡間劇場 を 白1という l付i作である。

投31計画の_t n l 立，見I同の線 IC南而 して本館 を制限ーゴL、Ic il! て.J 1¥'1

の北部に大 ホール，劇場のブロックを東W IC沼恒 しこれらの延4，000の人

l

 

j

 
、
l

 

'

 

正

区仰lは本館とホールとの 区 IPI とした 。

本館北側 大ホール ｉ｟｜ｾ而 ｉｃ 接 する 部分は作業， サ ー ビス 部を ｗｲ ｬ Ｇ するこ

とはL、うまで 4 なL、。ホテル階に到って両国採光が可能 となる 。

京商の大ホール地下 アーケードの主要階段上市は耐熱ガラスの全日目般

而の喫茶塙及符BI!司I務室を配凶して立而!の公定. " a ? 枯盛河i分を本問。f全rlJ

IC延長してホー ル部分 との容訓のバランス を計った拭策である。

大ホールについては延 2，200  ｫｬｾ を持つ市民 ｉζ 組める公会堂 であり ， 一

万冗略1" 音響特性を もっ回i炎会場で 色あり ，叉舞台を生かすIi i i 劇場で L

めりに t 、。 己の用途 IC対して可能な限 りの[ 設備 をも って転換 をJ I ること

より万 倍、 を持た伝いので，百 ｾ ｈ 動反響仮， :111咋オー ケストラピット ，え手持

Ｗ ι ＿ 機 ｴｾｉｃ 特 ｉζ 訟を払 っ ている 。 ＷＺ ｦ 智特性については向原 ｉｅ 男氏指 導 の 下

に突出11を数理して報告をす る予定であり， :eliii 者J J 1 M1 i 般について志 この

HI のホールでは段刊のものと 思われる。

地下劇場については G L而 1<: 床を持た ない ため大ホール床 までの岱聞

を利用した光分の枠 制 を 持つ己と Ｎ映Ｇ 弓設 備 室の ｾｪ ，合 西 日伯 ｾ ｉ Ｇ ｃＮ 特色を ＧＱＧ

力、している 。

の流れを 階 と地附で点阿の附段 1<: 品" び，ー附本館のヱ J トろンスをI判 外装色調については先取竣工した. ｾｉＧ 戸 新 聞 会館Ｈ村野 ｊ 帰行氏 Ｉ Ｎ現
北の制 Ic n; 面 し，二れらと ¥'1. (4' 交叉をるってその混乱を処FI! する己と に Ｑ Ｑ Ｚ 工事中の ￯ ｬｩ 庁舎Ｈ日 建 設日 ｬ 工高 Ｉ ， 叉 ー宮駅そ とう百・ ｊｾ 脂ｾ の 色淵 ･ 泊幣
あった。

によってこのブロックの淵和 とこのiJ'.j の玄関であ る市上より nl l l への パ

本tlil 階刊はその) l j 途 l己より t消殺をして ，jlil ilii 及側面lは*'16m後辺 吉せ ランスについて b ｾ Ａ ｬｬ 出来た ζ と は良 ｉｃ 耳目しい ことであった 。
て車mと側而 ホール，ハニ 1 ＺＺｲ ￬ｩｬｩ 怖 を 磁 ｩ 保 寸ると ｊｕ｣ 引ＧｊＱＱ スペースｾ事 建設については県，市吋貯1・;;{ 大綬教綬， M! 州 減 i 先生の御力添 IC対

4充分取れる出まれた敷地である 。地徽の優禿信条fl t 汚胞に入れ梢迭 して可Iねて謝訟を去する次第でゐる 。 (1956. 11. 25) 

2. 本 館 南 側 詳 細
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3. 本 館 下 部 詳 細

勉 築 地 pll ド rli ti= fi 区 御 率 通 八 丁 目

敷地而獄 2. 022呼 100

建感商品'1 1， 015T!' 606 

ｉ ，ｾ＠ 巡 鉄 材 鉄 筋 コ ン ツ リ ー ト 治 副 民構 造

街 高 地下 1 階 ， 地 上 B 附 ， 地 昼 3 階

尚 さ 傑畑地盤 より ハ ラペッ ト迄 3J . 0 0 m 

ベノ トハ ウス迄 40. 90m 

H  煙 突 JJj i Il l迄 55. 00 m

深 さ 娯都地銀 より 法礎下縦揺届 8.50 m 

工 血1 附和29年12月15日よ り附和31年 10月24日

神 戸 国 際 会 館 設 計 施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖
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7. 大 ホ ー ル 客 席 と 壁 画

8. 六 階 ホ テ ル メ イ ン ロ ピ ー



7  

8  



地 下 中 1 階

国

白 白

場 化 .

神 戸 国 際 会 館 平 面 図

2  

階

、

.  

地 階



神 戸 国 際 会 館

断 面 図 卒 面 図

‘ .  ， .. 

2・ •• 会

食

.

，

.

h

-

R

.  

3 階

時奇 jJ lJ ifii 車 ｾｬ

1<. 3  附 7  5.  9  7  1  

R  2  断 1  4  5.  1  1  5  

比 階 1  2  7. 5  5  9  

8  附 3 6 8 . 5 1 3  

階 3  6  3. 7  4  3  

階 3 6 1. 9 3 7  

略 6  1  2. 6  9  9  

再奇 7 5 2. 6 5 5  

3  断 7 5 1. 1 7 2  

2  附 1，2 3 7 . 9 5 5  

断 1，0 1 5. 6 0 6  

M II 1 階 ，1  3. 1  7  7  

1.  

B  断 1， 4  1  O.  9  0  0  

延 而 有l 7，2 6 7 . 0 0 2  

ｾ よ ｬ Ｎ ｾ ・
.  .  • • • " =ョョ=畠‘

. ， 

.. ｾ ‘＠ ｾ＠ "  .‘ 

.  .  .  • .  
--_ ...... . .... --・晶圃b・・ E

2  階



神 戸 国 際 会 館 平 面 図

5 階



• 

， 

設 備 の 概 要

1. 冷暖防換気後悩

ターボー冷凍繊350噸 x 370.l活力 ， :; ーポー冷

凍機250噸 x 270! 唱力. レシプ ロ型冷凍機 ，50k w

セク ν ヨナルポ t ラ- S612 x  2，司H菌室，大 ホ

ール ホテル， 地 下映画館， N. H. Kースタヂ

オ，銀行並に庖舗等 白系統K て，泊温度調墜を

す。 綴械 室 ， 阪 窃 ｾ ＡｃＮ は ， 給排 気 を 行 う。

2.  ffi 気 投 l柑

特高変圧器時 1250 K V A  x 2， 停ffil l告発ffi 機デ

イーゼ J レ450.1唱力， 宛包 爆 375K V A 1全ro{豊

光 灯照明， その他火災報知， ｭ ｾＱ 時 ［Ｑ 十 銭 Ｑ ＱＱ を般

itt す。

3. 給排水衛生股I柑

市水，チ1ニ水，消火. 給i昂， 冷 水i没i位をす。オ

テル各室 ICは， パスタブ， シャワー を;役l立す。

4.  エ レベーター設備

客J I j エレベ ーター. I直流可変ffi U，(，晶11¥なし.

倒，fa1it 1噸速度毎分120米 >: 4台人rr Jll エレベー

タ ー ， 交 流 二 段 ｩ 車 ｬ 立白勤務床式， 硝 ｾ ｩｴ Ｚ｟， ｴ 1噸.

i車度毎分 45* 1 台 給仕用 リフト 交流一段

速 度 1台

5.  大 ホール舞台H(1I珂

舞台問調光磁 . U型20k w ，4 0 A 6.4>: 立 6t守

客席議光I l f f 12. 5k w  3台ボー ゲー ライ ト3例.

フットライト 2例， その他両側投光室，鍔台上

部 IC 5∞W - J l t w スポットラ f ト90 t 1 を設備

す。

6  大 ホール映写設<<n

シヰマスコ ープ式 . スクリ ー ン 51尺 、21尺

7.  大 ホール 白響設備

客席前方両側K ，ハ f フイ メンユヒ ーカー3台

を設i置し，立 体音響方式 とす。 他ICI I"相事政送設

備をす。

8.  大 ホール舞台技術

舞 台，1削口 ，72尺 ，奥行 ，48尺，フ ロセ ニア

ムア ーテ，荷主 30尺， 廻 り舞台 ，I直径 36尺 x l カ

所 ，申廻 り6尺 12尺 1ヵ所 ，両 袖廻 り4. 5尺 x 4，5

尺 2ヵ所

オー ケストラピット 昇降装凶 9尺 56尺 ，行

程舞台ifiii 孟5尺，音 響調強飯，r I l 72尺， 奥行 。36

尺 ( 吊上式) ( 鉄11浩代仮仕上) ，仮設11: .iU巾5尺

長 さ，80尺

神 戸 国 際 会 館 卒 面 図

塔 屋 3 階

ｰｮ ｵ ｬ｟ ｾ 措 Ｚ ， ｾ 晶凶目［一 Ｚ｢ 同
I苔 屋 2 階

塔 屋 1 階

階

-C2:S二l

6 階
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A  '* :  OF F I CE  B UILDI NG 丙 而 外 観

設 計 山 崎 実 建 築 事 務 所 (米国)

神 戸 米 国 総 領 事 館 構 造 坪 井 善 勝

施 工 株 式 会 社 大 林 組
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A  IJI! :  OF F I CE  BUI L DI NG 

B  tm:  S T AF F  AP ART ME NT  

C  IJI! :  C AR P OR T  φ S E R V A NT S  QT. ' RS 

所 在 地 神戸市生 出区加 納 町 6 丁目10存地

工 即J Iffl 和 30 年 12 月~岡; [ t131 年 11 月

敷地而f ，' j 1.  1  1  2. 4  0 坪

m 坪 延 9 7 1. 1 2 坪

A  IJI! (事 務 所) 鉄筋 コン 9 リー l

地下] 階，地上 21緒 延 545. 44坪

B  IJI! ( 宿 合) 鉄筋 コンクリート

地 上 3階 延 313. 601平

C  IJI! ( 怖 貝 f首会 な ら びに 自動111雌)

地 上 1断 延 112. 08坪



A  

S ム 景 ( 西而より)
A 線 北 而

2 階

'‘ 1' " 

1 階

地 階

a

カ・

4
n

λ

?

，

 

.. 

q

s

'

H
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A  t束、 OFFICE BUILDING  

m造大要 基礎・梨石地形( ベタ基礎J

主体 鉄筋コンヲリート; a

往栄 ・ー郁夫弁 . ｾｉｾ＠ コン

クリ ート打政し

地階 ア ス 7 7  J レト 防水

外部仕上 柱 ・1話・庇 コノタリート

打放而グライダ- l i J f

日望 モ ゲ ( 7 タイル (2分5

阻 ) 貼

ＺｩＱ［ＨＺｾ殺しサツ ｊ ユ金網 ｽｩ

H  

庇陥 ホワイトブロンズ製

的子( 日除 プラスチック

仮 l配込) 取付

正 而 入 口 稲 岡 芋 ; 敷



c tm 珂E司隣の居間i草食堂側面
c tm f.il 1m . l I ，食堂

B 転U S T AFF  AP AR T MENT  

f持i自大正E :Mi ｾ盟申 ｊ !車i 地 形

主 体 鉄 筋 コ ン ヲ リ ー ト i立

Ｎ ｦ ｊ ・ 盟 ｾ . 天升 . ｕ ｉ ｾ 一 部 コンクリ

ート打紋し

外部仕上 住 ・:.+?: ・版 コ / ? 1) ート H政し

グラ f ング一日f

:宰 ｬ 配殺サ ｙ シユ Ｎ引 迎硝子 ｉｾｾ 子

2  階

( 鋼製)

壁 崩l 智 石 ( 細 石 ) 洗 111

l応 ・予知 鉄 事足 手 m 

内ｾｬｉｦ ｬ Ｚ 上

J，
i
}IIU・寝 室 床 コノクリート綬押下地 アス

フア ｊ レ Ｑ ・ｾ f) レ貼

r! J，j C 木製 ( 納)

S鴨 有孔耐火 ボード下 地プラス

ター

天井 コンタ ')ー 1. ，プラヌター

ペ ンキ 11:上

同 ｾ ｩ ロ
|  匡ヨ

主

階

C  ，W 

C A R P OR T  &- S E RV ANT S  QT. ' R S  

f即位大安 基 礎 ;!iII  東 地 形

主 体 鉄筋 コJ クリ ー ト 1附

ｎ ・ Ｇｩｾ ・ 天井 Ｎ u慎一部.

コン Y リー トm放し

1  I続



1 階 ロビー

ー トljl 「Ill - - ←

ト一一一一

け

ハ

ハ
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」tJ 一一千4 d

弓主主主主主君主君 u  

芋

一



1 階 ロ ビ ー

床 テラゾー( 自 サノゴ) 災j醇

［ ［ｾ ホワイトブ ロ ンズ 白 地 入

柱 自 大 型 石 ( 伊太利iilD

盟 大 型D 石 ( 内地産自鷹)

天 井 鉄 筋 ラス地 プラスタ ー仕

上

建具 : ホワイトブロ ンズ枠 ，木

製フラツシキド 7 ー( 階)

路面: 大理石( 白球) 鈍消仕上

ステンレス製上付 l艇込

踏込・大型石 ( 自慢) 飽消仕上

手街。鉄製 ラッカ ー仕上. 笠木

チータ材取付

1 階 ロ ビ ー 詳 細 図

階 段 廻 リ 詳 細 図

O FFI CE BUI LDI NG  

正 而 階 段

主〔関 ロビー

頁:

図:

前

下

1

1

1

1

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

l

i

l

i

-

-

1

1

l

i

-

-



神 戸 米 国 総 領 事 館

A 棟 OF円CE= BUILDI NG 

窓廻リ・サ ッシ ュ 詳 細 図

パー且ピス判 ーン主将制国又付詳細

吊
申枠詳何

時
下ｾ 詳細



A Iil! - 中央階段手持1 ( 戸綿製)

株 式 会 社

神 戸 米 国 総 領 事 館

製品をよ り 美し く ｦｉ上け Ｇる ｉ ｃｉｾ 極々の 工作法 が ｊｉｬ ｴ 、ら

れ るが，製品価値を高揚するには材質を遺沢し .1詰る多く

のIlh而を持つ型材( 引r! i 等機械加工品) を部分材として

使J円す る1fTでゐり，亦全ての作業工作の方法をも指示 IU

来 得る施工図を作るＨｦｊ が 極めて ｭｾ で ある 。

いろいろな作業上の問題は，経験により! ! . ! 品別K. 説明

的な胞工図を作 る司Iが11¥)*る が. i ' I 然の力が製品 IC与 え

る影響は， かづかづの! 民験 と長11在日の実験結果によ って

のみ詳しい舎が得 られるも のである。

外部金物工事は金属の持つ強度((') な性賢岳充分生し得

た設計であ ると 思 主。 した がって，主要材料であるホワ

f トブロン ズ材は指定配合率を地Bj !( (，K ｴ，Ｑｑ蝕 ｋ 耐え ｬｾ

るよう 考雌され，特製された材料でめ るが，各 々部分材の

内部を 色潮風雨K 認されぬよう ，亦冬 . ! !WJ における jrlr 鮪

作J I l K より金物の耐久均が減ずる かの如きI / l の 無 き よ

フ，特別な工作法の研'先の結製製作された 志のでゐ る。

高 橋 拡 厚

議

A Iil! - 外 袋 金 物 { ホワイ トブ ロンズ製)

j掌 製 作 所

取締役U長 久 保 英 次

A Iil! より 盟むβ 紘一ーギャ ラリー干m ( 円網製)



建

桂 離 宮 に 寄 す

築

の

di 汐IJfJ パクテリヤの J11; 'ない ( 1く光る計九t は

眼

上属と仰の開花ー) J のl味と干? を与へ

必は lil t く7] <(( tちを孫し冷徹たる処

担

苔むすれ イiをたどりて

当

Jえは; j よむ，xiーへの '.1'

2  測熟の桃山を他所 ｬ 乙比百 ｩＺｊｾＱ の主体 ｉ を係り
五

食人の1)、す最少の川絡をテ. モクラ ν ーに表し
十

式11 をのがれてl嵯11械の野にを1を求めしなどり 音

十品fl は畿重lζ も影をヨ'.;r i'ζ うつし
l頓

なだらかな屋桜の ＱＱＱＱ おｾは樹聞に［ｮＺなる

告にうづまる燈官官のわびに我は jl ，(1され
足

巡り見る機能主義の造形

立

司 ｉ 必の ｌ ｩｚ はあでやかに名所に倣うｾ［立 法

1I!f{ーにlζ 光る杉の糸1愉は! よi くlζ ぶ く

孝

令物のたくみ lζ 戎はi以す

4  心ゆく 系統ある芸術の粋

岡

村料の ｉｬｱＡＮｾ を白び ｮ 然を愛し 橋

- -.，1， ' (1'( の心 やりも生き生きとして 作

人工を 11%1ζ とかして 11然とし
太

f  Ｑ 汁 Ｔ を 犯 しみ 愛 せし， Ｑ ，・ 人を似ひ Ｇ てｾｾなし ( S  0 )  

.fl s  

91:! 日持 域

絵 の な い 漫 画

- ペレー HII 与でも Illol':jlpHを下欣さないノレナーノレ骨村長。

* 仏fl 不 ， i ノレナーノレの 11 記」

佐

野

正

精 徹 と 雄 大

久しぶりに航路へで、かけて ，お城の中白紙で141ノくな夫し

さに Ji たれた。 ζ んな建物は勿論今 11 では J OILl ーの:也、l味

- ライト Ｂ伏 ｾｉ 伎の名似 ， マ ッ カーす一的ポーズが Ｑｾ ＲＺら ・ はないし，今後につくられることもなし、 。 お守や庇 ｉｾ と

せる ，いや "J 愛らしい 深 ちが ってお J)主の場令は今口の1 <1会機桝との断絶がは っき

- グロ ピクス 寄 ｉ ｬｩｾ H:jili れて行 司て，その顔をはていた 尾

ぃ。 実

- コ/ レピジエ しぼまない「功、ぃ }!E¥脅;工作

..  

本最近の位、九).編 11央Illr jを :I: U起あれ

・ニ イ マ イ ヤ - ｦｊｊ、辺 ＱＱ Ｇ Ｈ 下の λ［ 防 ｬ￬ ｾ

・ガ フ A 物のコムパスをj Mるペレス ・プラド持

ド足でm仰する ' 7: / ボの_1-.総

) J .  " 乙の占ー初j めを} : . 先輩に見つけられたら ， 11本人

らしく 「桝の | のよJi J ですますつも り。 それよりもむし

ろ ， 乙の ー ヵ ｩ ｬ すら ｩｬｬ ｾ から解ｊｬ ￄ され Ｑ Ｑｊ な い ， おたまじ

ゃくしは ｈ の了の以れさに創 ｬ 問 ｗＧ ｊｲ ＡＨｩｾ 、たい処

( T K )  

りしている 。 それにもかかわらず，テ. サ' インとして私述

をひきつける何物かがあるのは何故だろうかを考えてみ

.fl s  

Tこ。

陶

浪

貞

彦

議論はいろいろ分れる だ ろうけれども ，多分それはF白

紙とm大という il 年通には111立しにくい でつの感、wをよび

起すと乙 ろにあ って，私達が平素デダインで迫; ; : j ( : してい

るのは多分どちらか』ζfl"i している Jぷt r ' i だという乙と，そ

してそのどちらかというのも殆んと‘ が村紋のプj で‘ はなか

ったかという乙とである 。

あまりP，i FFな初切り )j はいけないけれども，と lζ かく

20111 紀の' 烈%を吸 っているうちに ，何か私i主はデヂイ γ

の卜で大きな忘れものをしているのではないかと思 っ

た

建

築

の

( S  y )  

眼



1  9  5  7 年 と 1 8  5  7 年 (新ゴシック論時代〉

新春に当って「十九世紀の折衷様式から現代をみよ」

とい う注文をうけた。なんだか当人は墓のなかにいるよ

うで妙な呉合だが，事のおとりはもっと威勢のよいこと

であった。 i おどろくべき題で，おどろくべきことを沓

け，現代は折衷| 時代なりがいし、」 というのが，つまり足

立編輯幹事の話である。しかし正筒にそんなことを往い

たら註に註を重ねる ζ とになり，とてもおどろかすわけ

にはゆかぬ。それでも，新しいということは全く突然新

しいことだと信じ，しかも新しいことの模倣をやってい

る人は，足立君の諸にすこし位はおどろいてくれてもい

い。私は現代を折衷時代という勇気はないけれども，そ

の頃の新ゴジック時代ぐらいなら当らぬとともないとお

もう。ともかく，歴史号にふさわしく百年前の1857年に

ダ イヤルを合わせてみよう。

それにしても，もう少し今のととを訟いておきたい。

十一月の美術批評に，中原佑介が註だらけの気の利いた

批評をのせている。それは，絵の新人が一向に新しくな

くて ，モダニズムの固定した枠のなかで概念的な; 模倣か

ら出られないでいるという訴で，伊j のわめき声になりそ

うな ととろをうまく笑わせてくれる。 題は「概念の概念

ということ」とある。 i 鐙築家は民衆をどう肥えるか」

という特集と一緒だから，再読をおすすめする。

これを読んで笑いながら，私はやはりすぐ百年 liij をお

もい出す。この一世紀を隔てて，もののイメージは全く

変ったが，言葉や態度はどう もあまり変らないからだ。

処築では，民衆・伝統・創造などがこのー年話題になった

が，それも音と似ている。くもっとも，変った点もある。

それは論理が ・そう装飾で拘われるようになったこと

だ。あ i りに芸術家である建築家の論説は，伝達という

機能を無視してー穫の装飾芸術になっている。それは判

らぬ絵ー一一絵は fnf も判るというものではないーーと同じ

く判らない。先 U の週間朝 |オの占評欄に「ペダンチック

は治人の特権」とあったけれども，すこし若すまるよう

鳥 田 家 ヨム

だ。鉛市でなくペ γ で伝える概念は，もっと大事にする

必要がある。またそこに打出されている新しそうな新穀

も，反訳してもとに反すと，ずいぶん古いものがある。〉

いま，日本も l曲り角にかかろうとしているともいわ

れ，そこで真に評論が必要ならば，新燥さや絹介な差別

立てを争うのでなく，もう少しのんびり した広い視野が

必要だとおもう。また，現代建築の内部に能って前向き

を志しでも，その位置を明{ 確にすることはむつかしい。

そとで，むかしの曲り角のむとうをのぞいて見るのも有

用だろう。

百年前の英国の II! Iり角のむ こう ，それは日本にはなく

て通れなかったし，そしてそこを通らなかったというこ

とは，今の日本の l出り角に来て大変m' 安な問題だとおも

う。

さて ダイヤノレを廻してゆとう。途中， 1897年の声が

人る。リパプーノレの協会長ν γ プソ γ が喋っている 。「今

世紀初Jめのゴスは偏狭な冗舌をやった…… 中期の様式論

争はすさまじく救いのないものであった。 一… しかし，

新世紀を銭えた今日の苔々もまた，そのととを忘れてそ

れ以上のことを争うおそれがないであろうか ? J われわ

れもまた，閉じ 11l 介な論調をむし返してはいないだろう

台、 ?

しかし，もっとダイヤノレを魁そう。当時の社会主義者

であり機能主義者の Dヂー ピー。グォイゼイ ・マッキソ

トッ 4ノュ。労11J: 見; ・フェピア γ 協会。回闘都市計画。ア

ーツアンドク ラフト運動。都市不良住区の問題 ・街路建

築。クエップ ・ノ- - : { ; / ν ョク ・ポッド ν ー ・モ- 9 ス

・ラスキン。地方のおやしき ・教会 ・官庁。下水問題 ・

鉄道駅 ・官庁 ・教会 ・大学。 ドナノレドス γ ・タイト。ス

トリート ・スコット。コッカ ーレノレ ・パ- 9 一。そして

ノ，- 9ー卿の監理中であった国会議事堂の| 時計搭から鉱

がIl r J えはじめると， 1857年である。
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一一 1857年の憧築エユース一一

ピノレダー誌から大ニ ュースを二，三拾っておこう。

1. 国会議事堂 もう工事は二十年もたちー上院など

大半は開院したが，今年は通称 ビッグペ γ という大時計

のついた搭が完成した。子供映画のピーターパγ がこの

周りを飛んでいったのを御覧になったとおもう。その鋳

鉄の屋根i勝進と 仕上材とで，屋根の鉄監実に 3∞ト ン。

玉jL簡はせいぜい30J ; ¥f ヲ立だから，まことに不経済なもので

あった。( ついでに，議事堂全体の屋根ト ラスには英大

な鋳鉄が使つである。造闘技師パクス トンが，工業博の

建物( 水晶宮の前身) の公募締切りのあとで急にその設

計をはじめたのは，彼がこの下院の鋳鉄工事を眺めてい

てパ- ;J ー卿の鉄の使い方はいかんと思ったからだと，

彼自ら ｾＱｉｩＱＮ￘Ｎｩ で述べている。ところが，この工業博で故も

すばらしいと好評だった鉄とガラスの半円形の屋根は，

突は技師パ クス トンの原案にはなくて，逆にパ- ;J - J)f!I I

がスケッチして，その原案を変更したものである。この

辺のことは建築史の概説訟では飛ばしてあるから，別に

oc書いたが繰り返しておく。ついでに困る誤りがある。

議事堂をゴν ック綴式と沓くのはよいが，一絡にパ- ; J

ー卿までゴジ Iノクの大家 と書いた本は間違いである 。封ii

折って一人_ .f F 位しか挙げないから間違うので，彼は当

代第一の古典派である。当時なら，彼を今日いう: W:I床の

折衷派としては，やはり当らない。議事堂にはゴジッ ク

派のビュ ージンが協力していて，なるほど表に出た装飾

.  .  .  
は政府の;安 求通りゴν ックらしいも のだが，だからゴジ

ックだといい切るには一寸問題がある。今日，装飾をfT

定する人は，装飾iあるものの背後を透視することも出米

るだろう。)

2.  ローヤル・アカデミーの教損交替 病いl協ちとな

った古典派のコッカ ー レノレ教授に替って，ゴV ック iJit の

|崎将ス コ ットと折衷的なおとなしいν ドニースマ ー クと

が講演をはじめるようになった。この古典派からゴν ァ

ク派への交替はアカデミ ーはじめてのことで，次の論争

と絡んで大ニュ ースである。スコッ トは問時に R I B A

の副会長もっとめていた。

3.  世紀の論争を引き起したロンドン官庁衡計画公募

集の発表 建物でい えば外務省と軍事省( あとでは印

l支庁舎) の絶物であるが， J よけじのス コ ットがその立役才;

であった。これをめぐる論争は彼のアカデミー識がi など

とあわせて ，あ とで述べよう。

との|時代の懸賞設計のやり方は今 とちがっていた。ま

だ審査が決まらぬうちに，応募案の全部が一般に堂々と

公開され，大展覧会の形となり ，雑誌の多くの頁にその

展覧の模機，案の約介 ・批評などが掲げられ，下馬評 ・

ゴジップの投苫ーまで1.1¥ている。: 海' i ! f ik :，t 前にこ うして全

採が公IJ 目されるのは，一見如何にもガラス強りで公平な

42 

ょうだが，突は驚ろくほどさまざまの面倒が起きてお

り，国家的な大設計で審査から着工まで悶着なしに済む

ことは，ほ とんどない。その上との官庁計画問題は，景

気の変動や内閣の交替，印度の成りゆきな どが響いて，

足掛け四年に亘る政治問題となり ー層面倒であった。建

築界はその被害者の方であって， 別に建築論争が原因で

解決を遅らせたわけではない。簡単にいえば，当年秋の

不対気が廷深論争を引起したといえよう。( そういえば

1:1 ;本で建築言平論が急に出はじめたのは，少し前のデフレ

不景気が原因だ と何かに書いであったようだ。)

4.  その他 建築界の内部にいろいろの ニュー スがあ

るが，分統治 ｅ 良すぎて建築論の狭いｾむ闘しか聞きとれぬ

のでは，その時代が判らないという雑音好きの人もいる

から，もう少し riJ をひろげてその当時を一覧しておこ

っ。

当時，大陸の後進諸国の工業力も次第に英国に追随し

はじめており，上記の工業博はそれを振り放し て管の貿

易上昇の率を とり戻そうとする目的に出たものであると

とは周知の通りである。鉄や機械にもそろそろ長気 ・不

景気の波が立ちはじめていた。 しかし 何と いっても尖IJ，1

は世界ーの工業国であり，その販路も世界中の植民地に

及び「地球上，日の淡する所なき」大柴常国を誇ってい

た。時の首相は愛称オ ーノレドパームという，外交だけが

自由主義で内政は吉閏さんに似た頑闘おやぢであった。

その ゴV ック嫌いも有名である。外交だけの自由主識と

いうのは，それで競争した方が先進国英国には得だから

である。本年，印度に暴動が起り，ｾ年にはムガ ー ノレ干 Ｇｲｦ

1l ! 1 が演され，遂に印度は英国の直jl鴇統治に変った。これ

は建築論争に大関係がある。 というのは，不況による大

成省の緊縮政策でとりやめとなった軍事省の替りに，こ

の直轄統治のための印度庁舎が建つことにな ったから

だ。この庁舎は，国内予算を一文も使わず一切印段: から

しぼった金でまかなうということにな った。

しかし建築界は平和を愛するのが常であって，前年の

ｉ ｾ ｊ 度の大疫病には，印度民衆の環境術生の改善を皇室む博

愛的な記事がピノレダー誌に散見される 。植民地印度のこ

とは，しかし末の話で，当時全く過密になった園内大都

J! i の貧民住|選.: OHJ J 者・住区とも者かれ，この二つは当時

hil <?: 免訴であった) の改良ということは，見) e に大間i泌d

つであった。その対策は当時出米てきた換気王理論によ る

'1' 路通気の改良とド水処茸I! である。( 医学が換気理論と

いう社会的視野を開拓する前の貧民住区対策は逆であっ

て，急にふくれ上った貧民区に地区教会を建てることが

第一の問題とされていた。) ロパートオク エユノ式の地方

住区の計画はまだ一般化されず，大都市の住宅問題が主

である。チ ャーチス ト運動は下火になっていたが，労仇

ｷ は十時間労仙 ｬｬｾＱ から九時間労仇を闘い取れという段階

にあった。



そのほか，都市の街路計画( 道路だけではなく，その

両側面に並ぶ建物を同時に考えている 〉・無数の教会や都

市建築の公務 ・鉄道新線の開通一ーその都度，地方古建

築紹介一一 ゴν ックの流行 ・その都市一般建築への進出

などなど。まあその位にして，建築論に重点を移そう。

一一嫌 式 鎗 争一一

スコットが外務庁舎の実施設計と監濯を依唱されるま

では，公募作公開後二年近くかかっている。経費削減で

大蔵省がもっと安手の旧楽( ペ本ソ ー γ が昔，立案した

もの) を持出そうとしたり ，それに対して R I B Aが入

選者を無視するものだという抗議を申入れたり，入選l順

位の変更を見たり，その間，恰好な小説の種になりそう

な，いろいろのことがあったが，とても書ききれないか

ら省いておく。ともかく， 首相をは じめ下院議員が大騒

ぎをしている。しかし索人談議だから，そこには後世の

いうようなつまらない様式模倣論争がずいぶんある。だ

から事件として見れば， ν ンプソ γ がいうように救いの

ないものだし，このように政治に採み苦315にされた作品

が世紀の傑作にならなかったのも止むを符ないf土俄だろ

う。

様式論争は，古くは国会議事堂公若手の際にもあり，ま

たビュージンが気の狂う直前J 1850 年にも， ピュー ジン

やス コ ッ トと功利主義の素人評論家ブァガ スン との聞に

もむし 返され，今度は三回目であ った。しかし，その都

度次々に論点は移って来てい る。はl _ j . めは後世のいう )lli

りに様式模倣の聞の争いであり， 二回目は功利主義の岩手

入。その結果， 三回目は単純な模倣様式の争いだけでな

く，何が現代性をもち民衆の常識と結び，かつ創造を他

いうるかという論争になってい る。

もっとも，議員間の紫人論争の '1'心は，ゴν ック案が

不経済であること，その窓は11青くて採光 ・逃光 . ｾ換 気に

不便なとと ，イ凶院には よいが事務所建築の目的に適わな

いこと ，世上伝えられるような 11¥1民建築ではな いとと .

などとその反駁とに集中され，その議論は，類型的に古

い様式をイメ ーヂt吋措いてや るからどう して も妙な模倣

綴式論に墜ちてしまう。スコットは窓の採光問題をはじ

めから t監視して，自分の事長とロ Y ド/ ' '.1.'の古典風の官庁

やクラブの実測結* を比較し，臼分のプJ が大きく! 日j るい

と主張する。それでも，反ゴν ック議員は|剥くだけ/ l f lく

と，ゴジックの窓は狭くてH語いという。( 明るい感じと

いうものは，単に ｬｬｾ 度や向 ｩ ｂｩの問題では片付かぬ。Ｉ従

来，古典主主築に比して北方ゴν ックこそ窓の建築だと自

負して来た潟識からすれば，ゴグヲ ク派はあいた口が塞

がらない。首相はゴν ックの利点は採光にあるという説

を否定せず次のようにいう。 rしか し，ν ャッターが取

りつけにくい。羽三時にやっと肢ょうとすると，すく勺初

日がさし込んで* て，ゆっくり休めない。」

こんな論争だけが当時の論争なら， i可も今更書くと と

はない。しか し， とんな論争だと思っている向きが多い

ので図るから，書いておく。もっと 重要なのは，創造に

関係して，古典派とゴν ック派の根本的な論争点は何か

というととである。

スコ ッ トは，上認のような論争に閉口して ，i 窓の形は

アーチでも四角でも椛わない。 現代の要求 と材料が求め

るj 彰の通りにすれば よい。状況によって方立があっても

なくても構わない。われわれの時代，現代の洗練と工夫，

窓の豊かな採光，現代の美術をもたらせばよい」といっ

ている。 ピノレダー主主管のゴッ ドイ ンは これを引いて， i 今

のととろ中世建築の単純な再製に反対する人々は，彼の

言を理解していない。一一ーまたスコ γ ト派のうちの多く

の人も古例に固執 していて ， そ の ため却 ってス コ ッ ト ｉ ｾ ｉ

身を悩ましている」などといい，低俗な機式論争を笹し

めている。ま た公募案公IllJ 当初の彼の批評を見る と，ス

コ ッ ト祭に一応フラ Y ス ・ゴV ックとかイタ Dー ・ゴν

ック とかいう犠式名を挙げてから ，次の よう にいってい

る。 i こうした命名をスコットは否定するだろう。彼は

- ・・・・・

ある特定の国の一機式を求めるのでなく， 抽象的意味で

のゴν ックを求めているのだから。一一ー」そして， 彼の

作が イタリ- ) i l l i に見えるわけを推測して i それは，イ

タ 3 ーに宗教以外の 中世鐙築が多いためか一一ス コ ット

が今日の官庁街に多いノレネッナンス様式との不調和を避

けようとする幾分ましな努力をしたためかー一一あるいは

またースコ ッ トのデダイン上の性格が，国内に閉じこも

るより . もっとイ タ P一的もしくは，大陸的な 11J をも っ

ているためか一一それらの何れかだろう。」 といってい

た。裂するに. 流行するゴν ック模倣を否定し，類型的

な織式論争を封1，し， i いま問題なのは，様式の何等. か

の新発展ではない。ゴν ック運動も ，もし美術を問題と

し，ー般に考えられているよりもっと高い ところを問泌

とするならば，それは俊れた建凍美術のもつ真理とし て

共感しう るようになる だろう。 」 という。

とのゴッドインの希望は正しいが，しかしスコ ッ トを

も合めてゴ ν ック派はやはり 狽 介 な和怜ｾから Ｚ抜け出すこ

とは11: 1米なかった。ゴッ ドイ γ のいう 抽象的意味でのゴ

ν ックーーすなわち，その構造 ・用途 ・気候の: 3J . 視， 地

Ｉｪ 的伝統の ｪ 根源世ＱＺの」に立つ現代ＱＢ Ｑ Ｚ などは ，級王 ｜ｾ英倣 と

は市｜ｾ縁の内谷主総として，建築の基 礎 的反省を 促が す長

所をもっていた。けれども何よ り不具合な ことに， それ

は他と相対して差異を立てようとする偏狭な党派性と自

己主張に結びついて離れえなかった。しか し結論を急が

ず，その ゴν ックの合理性というものを聞いておとう 。

一一新 ゴ シ ッ ク 諭一一

スゴットは，アカデミーで数年におよぶゴν ック論を

述べている。第一識は '.1.'1止ゴ乙ノック論だが，その結論で
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は， i コ・ν ァク運動は過去のものを正維に復興するとと

ではない」として，新ゴ ν ック派のとるべき態度が，ｾ

約次のように述べられている。

「むしろわれわれは，自らの民族と自らの時代に属す

る建築をノレネッナジス以来久しく持ちえなかったという

事実を，深く感じとるべをであり，そして現代の要求に

適うわれわれ自身の美術のがf しい発展を望まねばなら

ぬ。J rそのための基盤には，われわれ自身の民族 と闘と

に間有の建築を鋸えよ J rζ の固有の原理の研究は，や

がては，古典の伝統から来るも のより 一層苔 々自身のも

のとなる将来の建築を創造しうるであろう。 」

その研究の結果，ゴν ックの原理は構造 ・Ii! fJ 用 ・自然

な態度にあるということになる。 rゴ乙/ γ クの合理性」

という誹淡から引こう。 rコ・ν ックの様式は神秘的なも

のから作られたのでない一一それは当り前の実際的な要

求に応じて，平明なコ γ モンセンスを用いることから来

ている。 J r建築の目的が，コシモンセシス ・自然の法

則 ・材料の性質などにI ' ! I l した方法で架されているかどう

か，ま たその結果が不釣合な労力 ・資材の支出なしに出

米たかどうか，が問題である。 J rこのコシモン センス

の原裂が示す道は，平面計画が全く自由であるこ とにあ

る一一内部の実際的要求に外部のグダ インが全く従うこ

とにある。 J r不整がよいか均斉がよいかは，ただ実際

上の要求からきまる。ゴν ックの不整のj彰そのものを求

めることは，吾々の潔 しとし ないものである。 J .  

ζ うした内容主義は， 1840年前後のピュ ージジのゴ乙ノ

ック論にはじまり， 50年前後のラスキ Y の七灯 ・ペニス

の石にも見られ，ス ゴ ットがいい出したわけではない。

ただ，教会や地方住宅から進んで，都心の一般建築にま

で，このゴν ック流行を強引に押しひろげて来た点に

彼の特徴がある。教会 ・官公庁 ・事務所をは じめ，彼は

730 件に およぶ当代第一の仕事訟を惚えて図面の近代的

泣磁をやってのけた。彼の事務所は当 JI寺ゴν ック派にと

って私設アカデミーであり，党本部であった。彼は出張

先で，どの現場にゆく予定だったか忘れ，氾報で問合せ

るほど多忙だった( 電話はまだない) 。古典の異教仮設ー

や初 ｊｾ ｉ 浪 漫主治の中 世仮 袋を組ん だゴ ν ック派も，こう

して一度流行に呆ってしまうと自らを失なう ことを lfi み

えない。ス コットは，ゴν ック運動が趨えねばならぬ

附害として r競技設計の探湯の務判のような不合理」

と「雄策室長の不自然な迎合的な流行便乗」とを挙げてい

る。しか し，後者を超えると とは特にー|・九世紀の都会で

はむつかしいととであった。

ドナノレドソン教授は， ゴν ック流行を「商業建築の一

種の広告」だという。自由競争の商社商庖は，都市の秩

序統ーという エチ ケッ トを守っておれなくなり. 自己を

他から際立たせて広告するためにゴν ァクの対比の強い

ものをJ日いるようになったのだという。 ・般の定評のよ
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うにゴジックは賞狭の反動なのではなくて，近代資本主

義の自己主支 出に応じるわけである。しかし，まだ 当時の

街路建築は三世紀の長い都市伝統一一古典の秩序統ーを

失なわず，結局 ゴV ックは控折 した。中世都市の ような

自然さの代りに，商業的な看板広告としてしか受け容れ

られず，そのゴν ック理論は後の機能主義や構造派と通

じたものをもちながら十九世紀では挫折した。むしろ古

典の長い伝統が，者ns汁i 往築のエチケットを支えるものと

して都市建築の広告化を救っている 。( ニー|ー世紀の lヨネ;

の都市は，そうした伝統をもたず，そのエチグ γ トがI放

れたのちの外国都市建築を輸入して来た。いま問題の社

会的機能を担う とい うピ ロチ も，本当に側々の P R とい

う広告を脱するには，まだ考えるべき点が多かろう。)

一一要 す る にーー

もう 引用するひまがないが，結局ゴV ック論には，低

俗な様式i模倣や広告看板を除けば， 二つの面があった。

一つは，平面の重視 ・構造 ・即用 ・内的なものからの造

型( つまり後の機能主義の ようなも の〉。 もう一つは地

方的伝統に創造の基盤をおき 民衆と結ぶというこ と( こ

れは今日もよくいわれる。民衆の意味がちがうだろうけ

れども，しかし民衆は民衆だ) 。そしてこの二つは， 三

世紀筒] の古! l 1 ! の伝統から断絶しようという狛介な村神で

支えられている。 創造に関わる根本的な問題という のは

この粉利!の可否である。

古典派が秩序 と統一と美をねがったことは，別の機会

に二-， 三述べたから，くわしくは書かない。 r古典の伝

統は普遍性を刺lにして来たが，ゴV ック 派の地方的伝統

は分派の末にかかわる狛介な差別立てであり，それは常

に他の価値に引きずられて自らの塗り替えに心を奪われ

ている」 という主旨は，コッカ ーν ノレやタイトがよく述

べてい るこ とである 。広五tな精神 ・普遍性ということと

狭い粉相1
1・派生的な地方性 ということ は，われわれにと

っても考える べき問題である 。そしてまた， 美なるも の

は一々特妹であっても，それを生むものはやはり広い村

神だとおもう。

われわれが今，社会的機能などというと き， 少なくと

もあの11¥介な新ゴν ック論を繰り返えさぬようにしたい

とおもう。ゴν ・ノクは小石を無数に積む構造，われわれ

のはギ リ ν ャや 鉄 や ｐ ｓ や木造真壁のような構造で大 ｺ ｾＺー

がありながら，その評論が似通うのは残念である 。 ゴッ

ドイ γ は当 時共存ということをよく説いていた。足立; 若

は現代は折衷時代なりといえという。そうなるか，新し

い別磁の統ーを回復しうるかは， こうしたゴν ック論に

似た狭さを超えてからであろう。

Ｈｾ王 者 ・ 神戸 大学 工学 部助教俊Ｉ



日

本

の

古

建

築

' 現干1: ，瀞j'しい建築界においては，建築生産における以

準尺度として，または美的構成の数学的な解法としてモ

デュ ー ノレ ( modul e) の問題がとりあげられている。果し

てとのようなものが，かつて日本の建築界において存在

したことがあったか。実はそれは，ある意味では工匠の

便宜的な目安であり，しかもその用い方が限られた局部

的なものではあるが，日本の歴史的な建築において，切

らかに規格基Ｑｖｾとなるべき寸法が存した ζ とが認めうる

のである。通常これを我々は「木剖り」なる訴で よんで

いるが，この「木剣り」は観方によれば，甚だしく綿密

な計阿によりおとされ，また，まととに見事な実績を示

していたものともいいうるものなのである。

突はとの 「木割り」や，日本の古建築における技法的

な問題の調査や研究は，まわめて初歩的なものであって

一つの建築技術史 として通観しうる体系は未だ出来てい

ない現状のようである。との調査に闘し，もっとも便宜

的な位置にいる古建築修理技術者として，この調査研究

をすすめ得ない筆者としては，まことに汗顔の至りであ

るが，ｾｕＵ 思いつくまま表題に関し ，あ らまし述 べて み

よう。

炉と与に線維な斗・挟〈マスグミ〉構成をもち，判は地極，

ヒ エ ン グJ レキ

飛槍極の二磁の樫により支えられる深い粁出となり，し

かもその根が緊密に，ぎっ しり打ちならべられた建物が

ある とす る。実際は，現存する寺の本堂か租: のような肯

い建築は必ずといっていい程そのような構成をもってい

るものであるが，初めてこれを観る| 時は， 一体どのよう

な基準により，いかような技術がとれの完成を支えてい

るものかと考えさ. るを得なかったものである。

この彼雑な構成をもっ斗棋に対し，一定の方式を定め

ることが可能となったのは， J ' ! f J ち斗ー棋のみについていえ

ば，所前「六校掛斗棋」の技法の完成したのは， 日本建

築史の位向からみて，そんなに早い時期のものでないと

とが明らかにされている。実は斗棋の構成に際し， 一定

の基準なり規格が出来上っていく のは，斗棋と極割り と

が密接な関係を持ちはじめてからであって，現存の実例

から案ずるに，その時期ですら，鎌倉中期をのぼるとと

が出来ないのである。厳密な意味の「六校掛斗検」の如

きは，更に降って，逃例からは鎌倉末以上には三考えられ

ない。日本建築史上からみて，斗. " W; 剖りの技法の完成は

お

け

る

基

準

寸

法

大

森

健

• 
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同宇一 B一一→

J圭だしくおく h たものといい千写る。しかしながら 「六中立

掛斗棋」は建築生産または計画における局部的な規矩に

すぎないものというには，あまりにも計耐性のすぐれた

ものでありすぎるというととが出来るものであった。

ｾ ￦ｴ に御承知のように「六校掛斗扶」においては，

A = C となり，悶!侍に B = D の例係が必ずまもられ

る。ここで A = 2C極の IM + Ci慢の|際問〉

であり，また普通 ζ の時J切における( 穫の| 刑制) は(

極の成い) に等しいから，上式は次のように考えても支

障はない。即ち

A =  2C極の巾) + ( 極の成い〉

ζ とで，極の成いは巾の二割り憎しとの J島根寸法の常1)

りつけ法を適用すると，更によ式は

A =C極の l) n x 3 .2

となる。ここでは ｩ 慢の寸法さえ定めれば，ゴ ｉＮ ｾ の 寸 法

の如きは，自動的に算出されるととになる。いわゆる江

戸木書1) でいけば，大斗は肘木巾の三倍であり，大斗の rlJ

はれの太さに等しいのであるから，との因果関係をたど

れば， ' 慢の巾を決定するだけで，間に本l の寸法まで定め

ることが出来る。更に斗棋の出の如きも，また中Tの出も

粁必の木負か茅負の反り上り iEも，その寸法も同様の方

式で求まっていくものなのであって，逆の而から見れば

建築の 三 ｉＮｩｦｦｩｩ に当つては建築家のＮＱＦＮ ｾ ［｜立の如きは，全く押え

つけられるが如き感さえ抱かしめるものなのである。

' 普通，木由lり技法のもっとも進歩した江戸|時代の主主採

が， lI il 代のものと比較して，甚だしく見劣りのする理由

として，木割りそのものが， ftfli とした美的尺度の基準. と

なるものでなく，いいかえれば誤った建築規準尺度であ

ったということと，今一つは木書1) りがあまりにも村密に

なったため，設計にあたって. もはや身勤きのならない

1¥[j;'( に建築家を追いこみ，との結果，作家の創造的意志

を全く捨てさせるようになった点があげられている。こ

のうち後者については，これ以外に刻現家そのものの質

の低下か， I時代的にみて美術生産の不振をあぐべきで，

必ずしも木剖りそのものに立を負わすととは出来ないで

あろう。前者の木割りそのものの影響については，筆者

は更に別の事由を考えている。即ち，それは，建築のあ

り方そのものに，建築の芸術的な価値を傷うものが存す

るに至ったと考えるのである。
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P上代の建築においては，斗棋は勿論のこと，地緩や飛

機極も明らかに構造材であり ，それは深い市1出を支える

にも. また展根の荷重をうけるにも必要欠くことの出米

ないものであった。平安時代に発達した野小屋の構造は

まず地極飛機極の有していた構造的役割を一部開放する

ハヰギ

ととに成功し，ついで鎌倉時代に発展する枯木構法及び

更に徹底的な小屋組構造は，終には化粧極をして，全く

構造的役割から解き放し，あたかも地極飛機緩は，化粧

屋根裏なる名称が適確にとれを示すように，天井に類す

る形式のものになってしまう。ここでは極は，荷量を承

けるものでなく， 実は荷量そのもの自身となり，強固な

1;' i木により，とれにとりつけられるに至るのである。化

事1:綾の勾配が緩くなり ，その表現的な耳元抜いが向自にな

った裂には，格自身が構造材としての使命を放mし，J主

にr，ir ' 1"i : となって472木にぶらさがるようになった工作突をみ

とめねばならない。このととは斗棋についてもそのまま

当限る o -' 1. 棋はその構造使命としては， 一番外側の桁で

ある丸桁を支持するものであったのが， 丸桁そのものを

はね上げる丸桁枯木の発生により，全く無怠l床な構造材

におちてしまう 。このため丸桁は，もともと斗棋と均一

のものであ ったのが，"'E < 不釣合が大寸の部材となりき

丸桁と斗棋が外観的に見て別のものになってしまうので

ある。この状態においては］斗 ｾｴ 主単に中 ｵ こ と桁との ｾｮ

をうめる袋飾的なものと考えても支附はなかろう。

ｾ＠ Il 本建築の美の要因として， 7品' に軒先や尾根の張りの

ある力強い構造的な美しさがあげられるが，軒先架構に

おいて. 純粋に構造的な要求から力学的に定められる緊

張感のあるものと，単に装飾物としておp l - ¥なりに配置さ

れた構造とは，向ら差異の生す' るのは当然であろう。木

.，Ifl )り校法の発注をとげる l時代や，当時木訓りの規準尺度

の探究のために採り上げられた建築の属する l時代が， IIIi 

述の如き，構造物としての本質から遊離し，純粋さの欠

ける建築が一般化されている時代であるとしたならば，

その木 l
l
flj りの示す処は自ら明らかである。

ー勿論，木割りによる基準尺度の存在立にあたっては，ノレ

・コノレピジェのモデ ュローノレの如く. 審美的な立場から

または美を創造しようとの意図のもとに行われたもので

ないことは認めねばなるまい。今まで述べた式の木訓り

の目指しているものは，後雑な各部材を総合的に配置し



それに一つの統ーをもたらすためのものであったろう。

各部材の比例寸法の如きも，工匠の現場における目安的

なものとして定められたものとの感も深い。しかしなが

ら一方，単に斗棋やとまかく打ちならべられた極に対す

る配慮からのもの以外に，建物の全体的なプロポ ーν ョ

γ についての5考祭の結果に基く木;1iリりも，また別に存す

るのである。例えば観世jEな斗棋士千を有しないt!3院等に対

するものもある。これについては既に藤原義一氏が「訟

院造の研究」の内に詳細を述べておられるが，以下若干

とれを引用してみることにしよう。

ｈ ｾ 院造の木剖りでは ，各部材の寸法比を次の如く定め

てゆく。J i ll ち，中1 : の太さは「新編武家雛形」によれば，

6 問に 71聞の建物の場合は 6 X  7  = 4 2坪で，中1 : の太さは

4 寸 2 分と定めている。との定め方は必ずしも実状に沿

ったものでなく，こ の外にも天井市さによる制り つけ濯、

もある。 Ii!藤原義一氏は，正面の間数に係数として 6 を掛

ければ，適当な寸法が笑伊lで符られると説いておられる

が，とのような木: t i IJり法が用いられたとすれば，務美的

にも一つの合ｊｬｉｬ ｾｉ Ｚ を有するも のと考 ・えられないこと もな

い。書院の木書IJ りでは，キt の太さが，次に述べる柱の而

とあいまって，各部寸法決定の基準尺& となるのであ

る。れの而は柱太さの10分の 1 なり ，{ii[ 分の 1 とい うも

のを定めるのであって，前述の雛形では，村:1怖を 7 分し

それを両方の而巾に定めている。とこでは而巾の見付は

中1: 1隔の10分の 1 となり，ねーの商内は10分の 8 となる。以

下各部寸法は柱幅または柱面隔により限定されている o

ｌｾ ｛ｊち 長 押の 太さは 雛形では林の ｩＱｩｩ内 としているが， とれ

は丁度柱輔の 8 割，他に商をいわず単に杵腕の 8 剖と初

めからうたっているものもある。以下Ｍｊ［ｾＺ羽 ｴ 形の字句に

ならって各部寸法を記すととにすると ，落縁J販のF子. みが

林市内の半分，縁: g の成いがれ:析という J!fl，に定めていく

のであって， 桁の下端は柱商内，成いは村: 幅，茅負の成

いは柱の片前おとしで lO分の 9 ，反り は茅負 1 本，哀甲

j写さは茅負半分，極の下端は本t而内半分，小舛の成いは

極成いの半分と軒先まで規準寸法で割っていく。なお大

三|の寸法は巾は村7二本，高さは一本と細いととろまで定

めている。

' 以上の岱院造り即ち広間建築における木制りの基準寸

法 というものは，その示すところは斗棋におけるものと

は若干の差異の存するととが判る。もとより，その体裁

は同じようなものを示しているが，そのねらいとするも

のに，別の而があるかに観察されるのである。前のもの

が複雑な細部に，あたかも振りまわされているかの状況

を示すに反し，後者には何らかの自立性がうかがえるの

である。それは紡局は単純なものに対する基ｾ，寸法の定

め方が，一つの方式をかlる上に比較的容易であり，複雑

なものに対しては現実に方式をあてがうのが精一杯の理

由もあろうが。

' 現在，日本の古建築における基準寸法としての「木喜IJ

り」は，死物化したものの如く考えられている。もっと

恐いととは，木制りの大系のほぼ完成したl侍JUJ， R[ l ち江

戸中 JUl 以後の建築に全く見るべきものがないということ

が，木書11 りそのものに何ら何値のないものとの先入感を

111' (えつけているととである。既に述べたように，タft 者は

木別りそのものを ｾｉ する気にはなれない。ただ，これを

結果的に見る場合は或は紙価値のものであるかも知れな

いが，その方法において，木 Ｚｾ ｉ ｊ IJ 完成への過程のi 1 n におい

て. はるかに学ぶべきものがあると信ずる。複雑な斗棋

をある一定の ti 式化された粋の内にはめ るには，確かに

校 ［ ｬｬｬｬ りを ｾｐ ｜ｬＡ尺ｂｲ として 考え た手法は賢明で あった。校

割| りの完成せぬ前にも，やはり建物に対する基準尺度の

存したことが認められる。 それは 1 尺なり 2 尺という

つの究数怖を基準とするもので，例えば肘木の長さの虫j ]

きも， ご Ｑ Ｍ 扶の ｲｾ 々を校書 ＱＱ で抑えて寸訟を定める以前は，

M木長さを一つの先数に定め て斗棋を組んでゆくやり プJ

であったため， Ｇ ｬ ｩ ｾ Ｚ に斗棋廻り極廻りに混乱した状況を示

していたのである。また議院造等の広間に対する各部寸

法の基準として . 宇1: の幅をとり上げているととも. 日本

総築の美的なifri における中「の役割からみても，また構造

ブJ 学的な観点によっても ，確かに当を得ているものであ

りｾ笹の部材と横の部材 との聞の比例関係の出し方も，

よく日本建築の本質をとらえているものといえよう。 i

木削り」はその体系において，基準寸法設定の技術的考

察において今日もなおその生命を持続している。新しく

建築の規準尺度を考祭するには，古い木割りの示唆する

ものは，決して捨てうる もの ではなかろう。

( 惟者 ・滋賀県技師 ・文化財保護係}
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明 治 以 前 に お け る 建 築 生 産 の 諸 形 態 に つ い て

建築生産は建築が土地に結びついて現場で生産を行わ

ねばならず ， また機械的多立生産が困 ｾｉ￉ であること，生

産品も流通性に欠けていますととなど，他の一般消費物

資の生産に比il 佼して制約される而がきわめて多いととが

特徴です。生産方式には現在は弘 ［ｩｾ 者において生産手段

をもち資材を準備して行います商営と，建築業者に註文

してつくる請負との二つが主として行われています。し

か し， 前者の直営は限られた場合で漸次減少していまし

て，計I負に よること が，ほとんど普通のことになってい

ます。請負という言葉は現在では土木 ・建築請負を代表

する場合が多く ， 請負業といえば土木 ・ 建築計 Ｇ ｬｾｾ 業を指

すほど までに建築生産の方法のなかで前負の占める比重

はきわめて大さい ことがわかります。

前負の定義を民法のなかによりますと ，それは「当時

者のー方がある 仕事を完成させ，他方がその仕事の結果

に対し報酬を支払う契約J ( 民法t ! l 632- 642条) と規程され

ていますように，別に建築生産だけに見られる行為では

ありません。土木 ・建築に代表される日i負生産は，わが

国ではどの ような発展経過をたどって今日に至ったので

しょうか。延喋請負の場合をとくに=考えてみることにし

ますが，わが国では娃喋請負をもってする事業が広般に

行われるようにあったのは江戸時代になってからのとと

で，それも封建制度の粋のなかで，きわめて制限された

状勢の下でのことですから，停滞的で大きな発展をみる

ことができませんでした。高度の資本が投下され合理的

経営が行われるようになったのは明治維新の変革を経て

からのことです。現在，斯界で十指の内に数えられる有

力業者もその草創の時期! は二， 三の業者をのぞいては殆

ん ど明治年間であることを考えますと，その) 庶史はまこ

とに浅いものであることが知られます。とのような近代

的経営の請負業が成立する以前の建築生産形態について

ここに考えてみる ととにします。

古代 律令と いう成文法が制定されて天皇を頂点にも

つピラミッド的中央集権体制が成立した奈良時代には主

ｾな建造物はすべて国の費用でつくられていました。そ
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のためにf : fl 刊による造営機構，例えば造営省や造寺司が

設けられて，その直営によって施工されていました。例

えば造東大寺司には木工所 ・造瓦所 ・鋳所 ・山作所の下

部組織に分れて木づくり ・瓦の製造 ・釘 ・金物の製造 ・

材木の伐探 ・製材などの間営工場を所有していますし，

また造寺司に配属された技術者は国家権力で駆り出され

た多数の役民を敗暫し指導して建築をつくり上げていま

す。これらの殆んどj f i : 営態勢のなかで，一部ではありま

すが前負が行われているととは注目すべきことと思いま

す。それは 762 年の石山寺造営のときに，様工として出

現していますが，槍皮の採取 とその葺工事にみられるも

のです。しかし，槍皮主主工は材料を支給されていまして

単なる手間だけを請負ったものですから，との場合は賃

請に しかすまません。

官営機械による造営は律令制が終1 i lil し，中央政府への

口納がスムースに行われていたときには順調に進行しま

したが，ひとたび律令体制がくずれてきますと機械は有

名無実のものとなり，経費に欠乏を来たして生産は滞り

11忠ちです。 平安時代も半ばを過ぎる l須には宮営機構によ

る生産は{ ザ止してしまいます。とれに代るものとして，

寺院などでは，それ自身に営繕機械をもつようになりま

す。つまり，寺院の内部に木工 ・瓦工 ・壁工などの技術

者をかかえて寺院収入によって生産をまかなうようにな

ります。つまり ，生産は国家による集中的経営 より，個

人による分散的経営に変化します。さて，日常の小修理

では. このような例々の生産組織や私経済でまかなえま

すが，大鋭校な生産になります と，その負担は容易では

ありません。その場合の国家援助の便法として平安末期

より鎌倉初期にかけて盛ん? と行われた方法に成功という

ものがみられます。これは，ある一国の国司に命じて宮

廷または寺院施設の造営を完成させるもので，国司への

任命または，ｭＺ任を許す代りに，国司はその任 ｊｾ ｉ 'P  i'L国

中から取りたった税金でもって建築生産を務負う方法で

す。したがって大内及ーの ように建物のおu数が多い場合に

は多数の国司によって分担されることになります。県関



政治の時代，諸国司が藤原氏一門で占めていたととろか

ら，藤原氏の氏寺である興福寺，ある いは一門の長者で

ある人の邸宅などは，多数の国司を動員するととに よっ

て，そのｾ喋の完成は容易に行われます。きて ， 成功は

国司が中央政府に対して箭負うのですが，国司がその生

産手段を直接に把握しているわけでなく ，朝廷や寺宇土に

ifi:属する技術者を便宜的に利用する程度であったようで

す。との|時代の技術者には政府に成して下級官人の地位

にあるものの数はきわめて少数で，寺社においては下人

に等 しい身分と待遇しか与えられていませんでした。し

かし，その校備に関しては高く評価されているものもあ

ります。京都東寺の大工為末はその一人で，彼は1149年

高野山金剛峯寺金堂のデ グイ シを していて ，東寺 と高野

山の木工77人，櫓皮工， 鍛治など諸工の惣大工として高

野山に出向いています。この場合，高野山に山上 ・山木

あわせて61人の木工が直属し ていながら，東寺の大工が

配下の工11人を引き連れて参加していますが，これは東

寺 と金剛峯寺 とは本来の関係にありますので，本寺であ

る東寺大工が俊位を占めたのです。支配系統が異なって

いる場合には技術者の協同，または交流は認められてい

ません。即ち，封鎖的なi庄悶経済の下では自給自足が原

則になっていました。したがって資材においても，商品

として流通し交換される度合はきわめて僅かでした。

中世 鎌倉，南北朝，室町の三つの時代を中世として

まとめ，との期の生産形態を損色( ソ - v キ〉と l序ぶ文

苫について伺ってみる ことにします。損色というのは奈

良 ・平安時代においては破損自 室長ま たは破守口調査主?とで

も見倣される内容をもった文告で，と れは一般に官営施

設に|刻し て破損状況を調査，報告し て修理のための準備

に役立てられたものです。 ｾｨ 雪期以後 には修理の他に建

物を新造する場合にも資材や経費を見積った書類を損色

とl呼ぶようになります。E ! ll ち，建築に着手する前に予め

銅色を作成し て資材や経費の準備に役立てるわけです。

南北朝期の例ですが， 13砧年，京都八坂神社の烏居を造

営したときの例をみま すと， 八坂神社に所属し ている木

工大工が，その職分である木ヱ とともに鍛治，丹塗，手

伝，足代など造営に必要なすべての資材の数益寸法，そ

して手聞を見知って煩色を作製し，造営責任者である奉

行に提出しております。この場合， その施工を木工大工

が一手に引き受ければ木工大工の諮負になるのですが，

施工は木工 ・鍛治 ・丹塗の各職に分けて，それぞれの職

人が担当していて，奉行が総括しており，木工と鍛治は

八坂神社に所属して いましたので，やはり直営と見倣さ

れます。しかし，木工大工は支給された材料に加工する

手間仕事の範閣を超えて，材木の入手に尼崎にまで出張

して奔走し購入の責任をもたさ れているとと，そして上

記の損色を作製していることなどをみますと ，業者 とし

て独立し自営する能力を具えていたと見倣すととができ

ます。当時の社会経済的状勢が未だその自営を許す段階

に還していなかったととが神社両営の大きな理由といえ

ましよう。

公家や寺社などの有力領主に技術者が隷属した状態は

中世においては座，または大工職といった形で示されま

す。座は建築関係では木工 ・壁 ・檎皮などの職別に組織

された団体で領主の許可を得て加入が認められ，路人の

他は領主の与える峨仕事に参1.mするととができませんで

した。大工般は領主 より補佐ーされる 一種の特権で， 互門的

人に比較して上初{ や峻工の際，領主が出す祝儀や機物の

わけまえが最も多く与えられますし，事実上，職人や仕

事を統制する地位 と身分を保証さ れていました。 室IIIJ 時

代には大工職は細分され，極端な場合には事u別に存在し

ていました。大工に よっては 1 人で多 くの大工械を独占

するものがみられ，そして大工l械の独占をめぐって大工

の附の争いが多く発生しました。 1435年の伊JI'1:. ，L . つの

建築工事の着手前J I'1:. 3 人の木工大工より 損色を提出さ せ

て 1 人の大工を選んでいる場合があります。これは指命

入札に相当するものですが，損色がこのような手段に抜

われている例は，との頃に多 く見受けられます。

上の ようにして選ばれた大工は指図をつくり，材木の

購入や点検を行い，そして配下の木工を指揮して造作に

もタッチしていて，今日のア ーキテク ト以上の広い職能

をもっていましたが，未だ奉行の権能を超えることは出

来ませんでした。ところで奉行というのは先にも記しま

したように作事の総指揮者であり， EL嘆主に代って作事

を完成させるための，すべての権力をもっていました。

建築主にとっては奉行人の選定は作事の完遂に大きく彩

符しま したので，普通は建築主=領主の有能な部下を任

命する場合が多い ようですが， その人を得るために， と

くに部下以外の適任者を選ぶ場合があります。例えば清

水寺や醍醐寺の造営恭行に相国寺や南符寺の禅僧に依頼

している場合がそれです。なお奉行には月俸や衣料が支

給されています。

近世 信長や秀吉に よって武家の手で封建制が完成さ

れますが，それは公家や寺社の中世的領主権力の解体を

意味し ，旧来の領主に隷属し ていた手工業者をそれらか

ら切り離し， 封建大名の統制l下に再編成していきます。

つまり ，上記の臨や大工職の中世的諸特権は否定され解

体されて，改めて大名権力のうちに務職の技術者をくみ

いれ，その技能を城下町や城の主主設に有効に役立てる態

勢をつくり上げました。そして江戸お府の創立，特務体

制の擁立はそれらが制度的に完成されました。幕府には

その営繕組織として御大工頭の支配下に大棟梁 ・大工棟

梁 ・肝煎の階層別に身分 ・家柄の固定した組織がつくら

れています。御大工頭は江戸と京都の両地に設けられて

いますが，京都御大工頭は中井氏が世襲 していまして，

畿内と近江の六ヶ国の大工 ・大鋸 ・刺・ 三峨の職人を支
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配していました。即ち，徽内と近江の大工l般人は地域毎

に組に編成され，中井家より鑑札が下附されて営業を認

められま した。これは宮廷や幕府の施設の営繕には無条

件に参加するととを義務ずけるための措置でしたし，ま

た職人の移動を禁止する目的をも持っていました。大工

組の内容を1695年の堺の例についてみますと，堺全市で

四純に編成され，一組は36人から70人ほ どの大工で組織

され，各組は組頭，惣代各一人で統制され，さらに全組

を 2 人の年寄りで統制しています。組への加入は相続ま

たは親方 と組頭の承認を必要 としましたので殺でも自由

に加入できませんで した。そして車nの定警によって職仕

事に関 し厳重に規制 されています。

次に生産形態についてみますと，初j切においては間営

についで請負が現われてきますが，次第に箭負によるも

のが直営に代ってきます。 1602年から着手されたこ条城

の建築作事は，所司代板倉氏を作事奉行 とする直営作事

で，資材は入札によって購入し，大工頭中井藤右衛門の

指図の下に多数の大工を京都 ・大和 ・河内の各地から原

備して行われました。設計 と現場の般理は中井支配の大

工事I ! 梁が行いますが，これは五五府直属の人々です。同じ

直営であっても 中世のそれ と比;1佼しますと，資材の入手

において当時の商品経済の発展に即応した情勢を巧みに

利用し，職人も広い地域に多数を動員しているととなど

に飛躍的な発展を示しています。

言背負においては1592年に寺院の門作事で楠皮大工が木

工大工の競争を しりぞけて諮負った例がみられます。従

来，諸職を指導する立場にいた木工大工に代って槍皮大

工が請負っている ところに平等な条件の下に鋳分格式に

とらわれないで作事に参加する機会を与え，適当なi搬入

の選択をゆるす諮負のもつ，より進歩的性絡をうかがう

ことができます。寛永年聞になると，幕府が実施する作

5s 

第 1 図 1670年，近江永原御殿修測のときの指図( 中井忠忽氏磁) 。本丸， ご

之丸，三之丸の各羽11t : 所在した建築の平前を紀し ，修日! と撤去の区別を彩色で区

別している。図の全両氏ヘラで方眼をひき， その ・目盛をもって住問1問=6.5尺

を表示する。

事に請負が目立って現われてきます。 1633年の京都知慰

院の造営は幕府の費用によるもので奉行に諮代の大名が

任命されていますが，材木の入手や務職の工事は入札諸

負で行っています。この頃の言i I 負の内容を詳細に知る例

には，やはり幕府が費用を出して造営した美濃南宮神社

の場合があります。江戸の幕府大工事 ｵ 梁が設計し た ｾ ｉ 而

と仕機訟をも とに， I諸職の人に入札させJ[i成別ならびに

式翁負で本殿をはじめ諸建築がつくられました。業者ーに

は各地の人が参加していますが，江戸 ・尾張 ・美濃に比

較して京都の人が大部分を占めていますのは，未だ京都

が中世以来の伝統をもち，諸Jt践の業者が集中 していたこ

とを示して います。なお，三重塔のみが一式前負ですが

議礼者は京都の石屋で，この人は同時にJ[i決別の石工をも

討i負っています。 m札者は奉行宛に詐i状を出しています

が，これが請負契約書に相当するもので，それには 2 1' ，

の前人( 保証人) が連判しています。その内容は材木 ・

木引 ・大工 ・屋根葺 ・石工 ・鍛治 ・手伝 ・塗物 ・かさり

金物 ・彩色 ・鋳物の各職の仕様を略述し，完成期日を明

芯し，材料の品質と施工の万全を保証しています。それ

に加えて，完成前はともかく，完成後においても施工の

不完全による破損の補償を ｾ Ｍ ＱＱ 負者が負十 ｈ し，そして落札

者が矧臼まで完成できないときには前人が代って完成す

るとと，落札者 ・211人ともに未完成で1氏支ーするときは，

両者の家屋敷 ・家財を召し上げられても文句を言わない

ことなどが明記されています。 Ｇ ｛ｩ ｾｪ 負主の損失保倣規程が

なく義務のみを強制し，建築主の利益のみを考えた一方

的契約に終始 していると ζ ろに封建制度下に行われた請

負の性格をよみとれます。

この伊! の他にも 1668年の比叡山延暦寺根本中常や大講

'i: そなどの修lHl. 1670年の近江永原御殿の修理などは何れ

も幕府経費による消負でJ て例と同様な契約内容が知られ

ています( 第 1 図参照) 0  1698年，大和法隆寺・の西大門

の作事も 一式訪負によるものでしたが，ここでは5背負は

これまでも，しばしば行われたらしく，どの工事にも適

用できる紛負見秘密の欝式が制定されて いました。そし

て上出の契約内容と同様のと とが決められていました

が，それ以上に物価の騰貨により最初の見税額より経貨

が上回っても ，それは諮負主が負担するこ とを明示して

いますのも注目されます。先の永原御殿の場合に物価の

変動を更11白としていませんが，経費が見税額より増加 し

「



第 2 図 ＱＸＳＶ 年Ｎ東大寺疋怠院 ｾｬ 担修ｉｄＡのときの地割 ｪ 図。大工普助の一式問ｦ＼で行われ ， この図はそのとき

の取智者中井氏所持の按図( 京都府庁磁) 。 断面と立而をー図で表示した当 11告の作図手法がうかがえる。

たときは追加払をしない. また減少しでも値引させない

ことを仕様帳に明記していましたととと比較して，その

間に契約内容が更に，細密化していることがうかがえま

す。とれまでの契約にみられますように， EL喋主が諮負

主にー方的な奉仕を強制していまして， 前負主にとって

は救われるところがありません。実際上，工事経t'i: を見

:h'l 傾より梅度に切縮めることによって利援を生みだすと

とができたのでしょうが，その問のν ワヨセはつまると

ころ，下mのl隣人たちの J 二に集中することになったので

はないでしょうか。( 第 2図参照)

江戸時代のはじめ，幕府の所在地江戸では町の開発，

住家の建設に多くの職人を必要としました。大名諸候の

江戸邸宅建設には. 京都 より，または閃元より職人をl序

びよせて職人不足をかとっていまし たが，その後， ー↑!十

紀を絞たときには，やはり江戸の邸宅建設に国元の材料

や職人をわざわざ送らせるよりも，江戸で有り合わせの

材料を使い， J般人を日傭で照った方が経!J.'i が安上りにな

るといっています。商品生産の増加，貨幣経済の発展に

ともなって大名その人ですら消針支出の切りつめを真剣

に考慮するようになった社会経済上の変化がうかがわれ

ます。したがって，日常に多数の工人を抱え，向家生産

の資材にたよる商営が減少して的負による場合が急激に

附加を示し てくるのも当然のととと三考えられます。市11負

ＧｴＮｩｉ 監は庶民のｲ，ｦＱｾも浸透して多くの例がみられます。 ｬｊｩＺ｟

出の堺大工仲間iの定警によりますと，入札に関して多く

の規程があります。大工i餓人は原則として ，その縄張り

範聞が確立していて， とれを得意出入といっています

が，相互に他の出入先を侵さぬように，いま しめ合って

いました。そこで，出入先の作事は出入の大工職人にま

かせるのですが，出入大工の承認を得て入札を行う場合

もありました。入札には作事対象が町内会所のときは町

の家持出入の大工，寺社のとさは，その但家出入の大工

町方では町表の出入大工，そして借家は家持出入の大工

のみが入札するととができました。なお，落札したもの

は入札に加わった人々に，その人々の見積作料として諮

負額の何分かを支払うことが定められています。その他

種々な入札に関する定めがありますが，とのこ とか らも

入札による前負が都市において広般に成立していたとと

を裏付けるととができます。

上のような大工職人の組仲間組織は11143年，幕府の天

保改革の令により，その所勤の停止 ・解散が命じられて

いまして，先出の ｦｦｾ 規則や拘束が取り除けられ， J[i )f(人の

移動や新規の営業が自由になりま した。 しかし， 天保改

革そのものが封建的支配階級の特権的生命をひをのばす

背肉の策でありました ように，職人の営業の全而的自由

を目標としたものでなくて，在来のf中間の特権的職人の

他に職仕事に従事することを許されなかった人々を新ら

しくその支配のうちにくみいれようとしたものです。し

たがって，新規の職人も ，やはり中井家の免許が必要で

ありましたし中井家の支配を脱するものではありませ

んでした。

上来みてきましたように大工組仲間で代表される峨仕

事の独占的判z絡は他職の屋根葺 ・左官 ・手伝にも共通す

るととろです。したがって， これらの J[i後イ中間に加入して

いない素人が，その職に従事することは禁止されていま

すので，建築前負業を営むには各織の営業者に限られる

ととになります。一般に27i 負者に大工J[i成人が多いことも

このような制約に由来しているといえます。したがって

請負業者ーには大工の親方または棟梁の枠外に出ないで，

その営業規模や，活動も小さいものであったと思われま

す。このようなところに封建制度下に行われた建築請負

業の停滞性や限界が考えられます。建築言背負そしてその

業者の大さい発展は封建制が打ち破られ，多くの拘束す

るものから解放されるところに期待されます。それは明

治維新の変革まで待たねばなりませんでした。

( 1956. 11. 26)  じ医者 ・京都大学工学部建築学講師)
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| ア ン ケ ー トl

世代 ( 第二次大戦の ii災前前期，1以前後期， ii 集中，Ji 災後〉

を異にする下記の建築家の方々に，学校卒業当時の思い

出のお話を左記アジケート の要領で13いていただきまし

た。これによって，現代建築の発展史の一端でも知るこ

とができれば幸いと存じます。

造

五

日

弓

三
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明
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藤
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謙
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立

安
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村
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束

尚

小

足

光

菊

羽

柴

ii 現前前期

ii ! 災前後j明

4表

ii 実

ii 災

卒 業 当 時， 感銘をうけられた建築

その感銘について

1.  

2. 卒 業 当 時，感 銘 を う け ら れ た書 籍

3. お考えになられた将来への

抱負・夢などについて

その感銘について

当時，

戦 前 ・ 戦 中 ・ 戦 後 と 世 代 を 異 に す る 建 築 家 は 学 窓 を 出 た と き 何 を 考 え て い た か

双J1' l .社 竹腰 建築す平務所々長現: ( [大 正 元 年 卒東 大 建 築 科造健腰竹

イタ Dーを旅行しながら読んだので，書中のイ夕日後，1. 突のところ，卒業後感銘をうけた娃築制 l 木にはな

ーの国状は実際とは迩っていたけれど，その中に tHてく
い。当時の教育は欧州の建築を基本としていたので， さr:

る風来，姥築と共に感銘を深くした。“ Maker s of Ve-
校の講義や写真で見せられた西洋の建築に憧れをもった

ni ce" は，ペニスの興亡と芸術とを巧みに織りなして訟
ことはある。大学卒業後， i直ちにパリ， つづいて ロンド

ンに行g . ，ノート ノレダム，クエス トミンスター ・アベー
かれた名帯で，感激をもって読んだ。

を見ては，さすがに人間の組立てた大きな芸術という深

3. 私の家庭が九州で炭坑の経営をしていたのだが，私い感銘をうけた。

はこの事業がいやで仕方がなかった。工科で炭坑に関係

のない仕事といえば，まず建築ぐらいのもので，仕方ーな2. 磁花の「思い出の言C j ，鴎外の「即興詩人」と

しに建築科に入ったので，別に大した抱負もなかった。Mrs.  Ol i phant の“ Makers of Veni ce" 

とくに私の周囲には，建築に関係のある者は皆無であっ

たので，将来はどこか官庁の営絡課長にでもなればと考「思い出 のr，eJ は私等 と岡|時代の人は読んで荒い血を訪1:

えていた佼だ。あとは，ただ運命の導くままに，採られかしたもので， 九州の田舎の中学から笈を負うて東京に

採られて今日になった。一度は建築界を離れたが，敗戦出で，一高，東大と進み，やがて卒業J切になった，多情

のため追放となり，また建築でなければ生きていけぬ破多感なその頃の私には，小説の主人公が九州の出である

自に陥った。 これも運命であろう。「即興詩人」は卒業前だけに，胸をうつものがあった。
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村 里子 藤
五

ロ 早稲田大学建築科 大正 7 年卒 現 在 村 野 ・森姥築事務所々長

1. 1: 1本の建築については，卒業当時とはいえないが，

ともかくその頃と記憶しま すが，中村順平氏設計担当の

「如水会」には感心しました。それより後かと思います

が， 長野先生の諸作，殊に正金銀行制l戸支Ji5。 ζ れは恐

らくずっ とあとかと思い ます。

Il 117.k会の縫物はその当時 とし ては自由型， ｾｾ乙内部に

感心しました。また家具が非常によいと息いました。徹

底 したノレイ風のデヂイ ンのものには当時の私 としては及

びもつかないもののように，今でも記憶しております。

2. ωハワ ー ドの田凶都市位) 中央公論誌上における問

中王堂の ヒュクマニズム詩論 (3)国朝報紙上における茅

j反撃山の社会|時評に関するもの (4)有尚武良11の小説の殆

んど全部を愛読。

(1) ， (2) ， (4) とも一連のヒュクマニズムに感流。

(3) は前，i己と共鳴する社会的共感に よるもの，かと忠わ

る。

3. 今のよ うに設計で飯を食う よう になる ，否，なれ

るとは自信を もっていえない状態でした。もちろん抱負

な どといえ るものは拶にもありませんで した。今だって

「どりむちゅう」ですが，当時の私としては生活するこ

とが車内ー杯，第ー次欧州大戦後の物価高の社会状態を見

て，ただ撫然とするばかりでし た。建築に興味をもつよ

うな気持- ちになるのは， ただ 自分のスケッチ に色を塗っ

て心ひそかに喜ぶ時ぐらいでしたでしょう。いくらか拶

らしい もの，建築家 として の機持を心の底に持ち得られ

たかと思われるのは，何といっても，佐藤功一先生のレ

ネナ γ スのレクチュア ーが心の底にしみ込んでいたから

であるように思います。先生一流の講義ぶりは非おに印

象的で，何かしら高速なものを，また否現実的なものに

対する興味を誘い，自然に建築的な形而上的な 位界とい

うものを心の目で見る ように教え込まれたことを思い出

します。 ζ れは今日迄 どんな暗い世相にあ っても，私を

建築に釘づけにさせてくれた力ではないかと患います。

とれが拶 とい えばいえない状態ではないか と思います。

抱負など当時はもちろん，今だってありません。

戦 前 ・ 戦 中 ・ 戦 後 と 世 代 を 異 に す る 建 築 家 は 学 窓 を 出 た と き 何 を 考 え て い た か

滝 沢 真 弓 東大姥築学科 大正 9 年卒 現 在 大 阪 市 大 教 授

1. ドイツ人の逃し ていった背烏の諸雄策。

ｾｾ ・ 次大戦は私どもが，高等学校に入ると同時に始ま

り，大学在学 中に終った。周知の如く当時の新建築はド

イツが Dード していた。が戦争 ととも に万事休すの形だ

った。戦後，青島に旅行して初めてドイツ人の作品に接

し「こりや本物だ」と 感嘆した。

2. Wor ri 昭 er “ For mprobl巴m d巴r Gotik"  ( グォリン

ガ ァ 「ゴν ックの形式問題J )  

戦後，新着の替 とし て読んだ。難解なところ多く閉 口

したが，その論jldl も文章も 1ドt1 < なのに感銘。 尚その後，

ν べγ グラアの「酋欧の波落」にも感銘。後日 顧みると

いずれも ，当時の表現派恩怨を反映したものというわけ

だ。

3. 伊川太先生の凶洋建築史の講義でセセバョン述

動の話をIJfI いたり，第一次大戦後ド イツにま たも新運! f j } j

が起りつつあるとい う報道に接したりして若い十市熱をか

さ立てら れた。卒業まぎわに石本喜久治，堀口捨己，山

l卦守，矢田茂，森田鹿ーなどと いう迷中に誘われてや り

だしたのが「分離派建築会」の運動。ま るで虹のような

夢を函iいたわけだが，それでもこ の夢は十年つづいた。

，lm. 口をいわれると口惜 しく て論戦もし た一一 今か ら省み

ると冷汗三 斗の思いではあるが。
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東 畑 謙 京 都 大 学 建 築 学 科 大 正15年 卒 現在 K K東畑建築事務所長

1 .  2. 3. 私の学生時代はクラ ν γ クの万能時代より

漸 くモダ- : / に移らん とする時代 といえ よう。こ とに計

画の方を教わった武田五一教授はこの方面の権威であっ

たので，ギ Dν ャよりゴν ックに至る まで大いにたたき

込まれた。今にして想えば先生はモダ- : / がきらいであ

ったのではない。クラ ν ックを素材として計画の板本で

ある構成の方法をしとまれたのであった。私は今では先

生の教授方法に感謝している。しかし若い学生にとって

は新しま思潮にどうしても傾倒する。丁度，大学の三年

のときに分離派の講演会が大阪の堂 ヒソレ中山講堂であっ

た。たしか森田，堀口，滝沢の諸先生の話である。有志

数名で，はるばる大阪まで聞きに来た。 世人はどう して

この運動を認めないのか，なん と聡衆は私ら以外にわず

かに凶名であった。こんな時代に旗あげされたこれら先

輩の意気たるや全く尊敬の限りである。

当時，これらの先輩の創られた京都駅前の郵便局や戯

場の門等に感銘をう けた。ク ラジ ックでは司大阪中の島

の図書館であった。外国雑誌では英米のものはクラ ν ッ

クばかり ， ドイツの ワスム ート や，モ デルネパクブォノレ

メγ 等がやや新 しき傾向のもの をのせていた。 ライト ，

ペノレチ ッヒ，メンデノレゾ- : / 等が園内でも，もてはやさ

れていた。スタ イルに対して懐疑的であるが，さ て，こ

れらの新しき建築家の作品も，その余りに造型的ないき

プJ にとけ込むわけにはいかない。私は，ゆきつまって想

いなやんだ。上記ワスムートの雑誌の大正13年頃の中に

好きな小住宅のスグッチがのっていた。作者はフラ γ ス

のLe Corbusi er と響いて ある。審物 Vers une Archi te-

cture  より， と紹介 してある。早速， 丸普ーを経てこの

毒物を とりょせた。書中， パリ ーの博覧会の L 'Espri t

Nouveau館や，ア パート の設計図がのっている。私はこ

れとれと 患って暗雲が一挙に開けた感がして ，フラン ス

万裁を叫んだ。仏語の未熟な私は幸いに Hi l bersei mer氏

の独訳本を見つけ，氏の思想の大要が理解できた。わが

国では当時 L e Corbusier が，いかなる人なるや誰も紹

介する人がなか っ た 。当 時 ，京都大学ｾ喋学教室の研

究発表雑誌「建築学研究」の第 3 号，昭和 2 年 6 月号に

"Le  Corbusier に就いてがとして氏の思想、と作品との大

要を紹介 した。おそらく，わが国で彼を紹介 した初めて

のものだと，今でも 小さい誇りをもっている。原稿を校

正している伝中にブラソスの雑誌が届いた。そしてゼヰ、

パの国際聯却の新官官の懸賞設計の当選集が発表されてい

た。その中に Le Corbusi er の名が出ていたので，これ

はなかなか偉い人に逃いないと思った。じらい三十年，

今なお世界の建築界のパ イオニヤとして 活脱する 氏を思

うと，建築家の生命も永いものだ と感心する。ただ個人

的には最近の作品より 20年ばかり前の作品の方が好きで

ある。 Le Corbusi er は年をとらないが，私は年をとった

関係かと反省している。当時，感銘をうけた書物は，上

沼以外に Gropi us の Bauhaus 波書があった。そのうち

Oud の H 才ランダ建築について ν とか， T heo  van Do-

esburg のか新 しき構成芸術の基礎概念H 等の書籍が印

象に残っている。ことに後者は物の見方の原理をわかり

やすく惑いた書物で，今でも座布に置いている。若き t

の感激 と夢とは今なお，なつかしいものである。

戦 前 ・ 戦 中 ・ 戦 後 と 世 代 を 異 に す る 建 築 家 は 学 窓 を 出 た と き 何 を 考 え て い た か

鴻 池 藤 早 大 理 工 学 部 建 築 学 科 昭和12年 卒 現 在 会 社 役 L:.¥

1 . 国際劇場( 浅草) ，東京宝駿劇場( 11 比谷)

古く より多くの人々に親しま れて きた東京の呼i 劇， 大

阪の中央公会堂が共に当時の施工上より して ，僅かな出

の「ギャラ Hー」さえも 支柱で受けねばならなかったた

めに， 1 階に死角席を避け得なかったものを， 1昭和に入

ってから構造力学， ｉｦ ｴｬｩ 工法ともに大いに進歩して，何 Ｎｉ ｾｴｻ

支住なくして 10-*=に及ぶ長一い片持梁の「ギャラ Dー」を

完成し得たことは，当時数学や構造力学に興味を持って

いた自分にとっては，なかなかに感銘の傑いものであっ

た。

2.  ＸＩ天沼博士 「 挨及記行 ｊ｀ 和田 ｭｾ 怠「雲助道中女」

｀建築史には当時，大分熱を上げていて飛 ｲｾＭ ， 奈良時

代は勿論，挨及やイ' i il 践の古代建築となると，丁B t 若い女

学生が舞台の男畿の麗人にｾ・中になる程度に，ただ文句
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なしに憧れを持っていたものであった。卒業直前にたま

たま手に入ったこ の本を， 卒業設計を毎日午前 2 11寺か 3

時まで響いていて も， ，*に入ってから半|時間ぐらい読ま

ねば絞られなかったJ己憶がある。

⑤ との!i!.1物は徒、}11i 時代における道中の制度や風俗につ

いて実際の資料に基づき ，実に興味深く脅かれていた。

今 1=1に至るまで道路交通に対して深い関心を持つように

なった動機を作った。

3. 将来の抱負勾というと漠然としたものはとにかく，

纏った考えの如きものは正直なところ何一つなかった。

素直にいって抱負よりも卒業して . やれやれと思ったの

が，正直な気持であった。自分のように型にはまった現

実的な頭の人聞には，忍1に類する美 しい想像や希望等が

入り込む余裕もなかったのかも知れない。余り色 と々ヨま

えていると 汗しまま' れに今頃になって無理に抱れ を偽造

する判官れがあるので，この辺で切り上げます。
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主 早大理工学部建築学 科 昭 和12年卒 現在 22竹中工務庖設計部長J  11 

1. 日独文化会館( 村野藤吾氏設計)

貧困な学生なりの感覚でしたが，そのアプローチ表通

りから見たあの風絡， 中庭や広間の木部の取敏いについ

て感銘を受けました。第二次大戦後，機を見てゆきまし

たが，京大の研究室となって全く荒れ果てているのを見

て，むしろ強い償 りさえ感、じました。

2. 建築様式論議

雷架の 中から取出して見ると ，扉には，学生の頃この

%1戎を見て欲しいと思いつづけていたが，絶刊になって

いた。 大阪の古本屋で これを見つけた時の熔しさから懐

中強かならず，定価の倍く らいの価械であったが飛びつ

いた思い出が残されていました。

3. 私事になりますが，亡くなった父が閉じ仕事をして

おりましたので，何の不思議なこともなく建築の道を進

むものとなっておりました。当時，父は住友か ら大林の

方へ関係を しておりましたが，私には竹中へ行けという

半ば命令でした。デずイシをするものが請負に行くのか

と級友からも，たしなめられたととでした。

しかし部内の空気や机をを並べておられる著名な設計

者の手伝をすることに，当時の低い条件など気にならな

かったのです。今もなお当時の朝日ヒソレはli災火に耐えて

なお若々しい姿を中之島の一角に毅然としてそそり立っ

てお りま す。こんな強靭な，そして美 しい建築が出来れ

ばと毎日，円型硝子の花屋の見える玄関の扉を抑しなが

ら考えつづけた ζ とでした。そして20年当時から経った

今では，更にその感を強くするのみです。

戦 前 ・ 戦 中 ・ 戦 後 と 世 代 を 異 に す る 建 築 家 は 学 窓 を 出 た と き 何 を 考 え て い た か

足 立 孝 京大建築科 昭和16年12月 卒 現 在 大 阪 大 学 助 教 授

1. 桜井先生 「住宅J ，村野先生 「比叡山ホテル」

古いも のと新しいもの を共有 している 京都，その京都

のような作品として記憶しています。 共に「 うまさ」に

ついて教えられました。実物を知らぬものでは，現代建

築創刊号に出ていた坂倉さんの「巴皇博日本館」が思い

出されます。

2. モンテーニュ随惣紘 ミ年間 Wj f g随筆集，森岡教授建

築概論議-I'I>1

モンテーニュ老からは「人生における物申j りの良さ」

を，寺田先生からは「新しい限のつけどころ」を，森田

先生からは 「建築の秩序」と「設計者の良識」を，共に

炉端でIUJ く話のように心のほにいつの間にか定若してい

るのを感 じます。

3. 伝学"'t乙学内で初めて の徴兵検査があり，丸幼主に

そぞろ干が! f I . を感じ出してからは何ん とな く落活けず，そ

れでもやらねばなる まいと 気持を締めて卒業設計を描き

出した トタ Y ，真珠湾攻懲でl践の夢どとろか心のどこか

に風穴があき，今さら図面がやれるかと専らラジオと首

っぴき，全くのお手上げだったのが，成績如何に| 剥せず

国策に順応すべしというわけで，有州tいのやら有OOIE くな

いのやら変な工合， 後 髪 ( 実は丸坊主だが) 51かるる思

いで校門を事p出されたものの， ν ャパには 1 ヶ月，初め

ての月給自IJ ち退職金で背広も着ずに制服から，また制服

へ大阪駅をたっ時はもうーベん，との灯が見れるやろ

かと，さすがに淋しかった。という具合なあわただしさ

に夢の，抱負のといったものは入る余地なく強いて思い

出すと ，な るほど都市集合住宅，，剤拓者住宅 1:1 本的ぷ

現等々，果ては当時流行の西国哲学流観念論に人並みの

関心を持って いたようだが，それも生死の問題，戦争の

成行き ，大東亜共栄圏の夢といったものの前には影が浮

かった。全く，あなたまかせの門出でした。
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光 安 義 光 東 京 工 業 大 学 建 築 科 昭 和17年 卒 現 在 兵 庫 県 技 師

1. 第一生命 ( G . H . Q ) 。岸体育館。

鉄筋の建物がなくなり，国際主義の臭いのする芸術家

にまで，政府の弾圧がかかった時に，不足な建築材料の

中に芸評と希望を見出す木造の岸体育館の造型は，私ども

へ弱気を与えてくれました。 』

2. 歴史的現実，風土，現象学派の美学，装飾論 o ー

グノレ)

第二次大戦に突入し，卒業と同時に銃を執らねばなら

ず，現実の把握に悩んでいたl侍， 80頁足らずの歴史的現

実は何か澄んだ確信を持たせてくれた。それは戦後の実

存主義のあり方に似ているかも知れない。

3. 機能主義に抵抗を感じ，建築は空間感情の抽象であ

ると考えて，学生時代は専らアブス トラク ト・アー トに

執心しました。との考えは現在でも間違っていないと考

えています。

デヂイナ ーとして立ちたい。事務所を附設し，一方，

若い人に接触するために学校の責任のない先生ぐらいに

なって，退歩しないように努めよう。そうして，生涯の

うちで一つでいい，多くの人に感銘を与える作品を創り

たいものだと希っていました。

村野先生，谷口先生のような風格のある設計が出来れ

ばと念願していました。

追而，今はお役所のー設計者にすぎませんが，ヨ吉き日

懐いた夢や希望を忘れたわけでもないのですが，自己の

能力に焦りを感じます。次第に怠、情ーになるからでしょう

か。反省させられます。

戦 前 ・ 戦 中 ・ 戦 後 と 世 代 を 異 に す る 建 築 家 は 学 窓 を 出 た と き 何 を 考 え て い た か

菊 竹 清 訓 早 稲 田 大 学 建 築 学 科 昭 和25年 卒 現 在 菊 竹 建 築 研 究 所 長

1.  rコクー γ ・ハクス」ラノレフ ・トクイチ ェ久 ポー

ノレ・ラドノレフ設計

60才と 32才の 2 人の男が，一つの設計に取組んだ有様

を想像して，まづ楽 しくな る。自然にふれあう生活の秩

序が，構造と材料を とおし て，これほど生き生きとして

いる秘管も案外こんなところにあるのかも知れない。

2.  ￭ｽ Ａｦｾ土」和辻哲郎著

払には風土は皮胞に感ずるものではあっても， ｾｊｩの 中

に風土条件としてたたみ込まれたものではなかった。そ

して「モ γ スーン的風土」として改めて迎解した時，自

然と日本建築との関係が容易ならないことを知らされ

た。

3. 払のl服に| 映った戦前派の主l ! 策家たちの作品は一般に
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弱々しく，ふがいなかった。敗戦という心理的拶轡もあ

ったかも知れないが，しかし何か私たちのとれからの生

活にはピン とこ なかった。私の生涯をかけて斗いとる建

築のあり方は，とれとは違うという気がした。

だから先づ私は自分の進路を探し出す必要があった。

そして，との模索は現実の仕事にぶつつかることだと考

えて，ひたむきに仕事を求めた。仕事のある所に進んで

行ったo. との頃の私は他の芸術部門と閉じように20代の

かくされた着想が技術的裏付けを得てω代に開花すると

いった20代建築家説をもっていたので，私のガム ν ャラ

さは真剣であり，一層深刻だった。当時，檎: t ! i ¥と 技術の

蓄積という意味では前川国男氏は披も建築家らしい建築

家にみえた。私のこうした仕事に対するどん欲さは. い

ろいろな意味でみんなに迷惑をかけ，誤解を生んだ。し

かし，またここから私は建築設計に当る設計態勢の問題i

も自分の道を切IJHくために乗り越えなければならない防

筈であることに気がついたのである。



羽 藤 文 男 東大第二工学部建築科昭和 ＲＶ 年卒現在坂倉準三建築研究所々 ｾｉ

1 . プPテッジュ ・フェア

これまでの鉄，ガラス等の現代主主築材料の使いプJ が，

素材自身の特性を充分生かし切っていなかったのに比べ

て，鉄によるナスペジ ν ョγ 構造が思い切ったアイディ

アで駆使されていて，まととに眼のさめる思いでした。

2. New  way of  the  bu仙 ng

鉄， コンクDート，木材， tJ14瓦，アルミニュームと各

材料傍にその沿革，力学的特性，施工法等について簡明

に，しかも，それら相互の関l際性に深い注意; を払いなが

ら，それぞれの材料特性が見事に浮彫りされています。

3. 構造とデずインの関係に興味をひかれ，型と力学的

性質に関する論文を漁って定性構造学一一ー在来の構造学

をA五i構造学と称してーーーを唱え，その試論ノ ートを提

出したり，卒業設計の追込み最中，構造アイディアを生

かしたデヂイ γ を思いつき，徹夜で設計変更したことを

憶えています。しかし，紙と鉛筆だけのデヂイ y に少し

も自信がもてず，早 〈仕事を通 じて 建築にふれたいと願

いながら，また一方，日本の現状で どれだけ思い切った

仕事にたづさわれるかという不安があったようにも思い

ます。しかし当時はオ フィス ・ブームの初期にあり， }1怪

:rt設;) 1ーが行われ始め，建築ジャ ーナリズムもようやく白

立し始めた頃で， それらが絶えず陽動し，混迷していな

がらも，そのことに却って作! となく希望をもっていたよ

うです。そうして建築が H 第ーの技術" A rchi- tect とい

われるように，それが人間の生活全般に技術的，感覚' 的

秩序を与えるものであり，古代から人間生活を支配して

きた哲学，政治，経済，科学に代って現代こそ建築が生

活秩序の創造者とし て諸学の王座につくべき時であり，

そのためには， どんどん地方へ進出して膝のすわった仕

事をすべき だというような意味を，卒業・謝恩会の席上で

高言し た無鉄砲さを懐かしく思い起します。

戦 前 ・ 戦 中 ・ 戦 後 と 世 代 を 異 に す る 建 築 家 は 学 窓 を 出 た と き 何 を 考 え て い た か

薬 袋 公 明 早 大 建 築 学 科 昭 和26年 卒 現 在，日建設計工務株式会社設計部員

1. なし。

考えてみると貧しい時代でした。何処へ行っても，新

しく建てられる建築はパラックばかり。そのパラックと

H ニラメッコ H しながら ;尽きに長えてデプロマを画き明

日を夢見て過していました。 ii 災火をまぬがれた古い建築

は郷愁と歴史的存在として眺められるだけで全て否定し

ていたし，当時，特に感銘を受けた建物は不勉強のため

ありませんでした。

2. 内村鑑三若「後世へのお( : 大逃物」

建築 : これが一生の仕事になるのだろうということに

正直なところ，当時嫌悪と迷いが心の奥にあり ，やりきれ

ない気持でした。そのころ読んだとの本は私にとって忘

れられない一つの救いだったといえるでしょう。記憶に

娩る文訟は「私の名誉を残したいというのではない。ただ

私がどれ程この世界を愛し，どれだけ私の同胞を思った

かという記念物を，この世に置いて往きたいのである。 fl f]

ち英語でいう Memento を残したいのである … 云 」々。

その Memento を現実に生きる人々へ真に利益と幸福

をもたらすものにする ために我々の仕事があるのだ と考

えたのです。

3. 建築の仕事とは何の関係もない私の育って7 f をた環境

から，建築家に対する一般の人々の認識の緩めて低いこ

とを痛感し，建築が よりよくなるためには一般の人々の

高1い認識と，それに対する協力がなければならない。そ

うするためには， どうしたらよいか，というととを真剣

に考えていました。その頃，戦後新しく生れた N A Uも

期待にそむいて ，建築界から浮き上った存在となり，も

ちろん一般の人々とは，会〈無関係な一つの集団に過ぎ

ず，結局実際の設計活動を通じて一般の人々に認識して

もらうととが一番いいだろうと考え，設計事務所に入っ

て我々の時代に建築家の場を医者や弁護士と同じような

社会的場まで高めようと ，たく ましいこ とを思っていま

した。

愛する人を得て，こんやの白足袋に終らないようにと

いう，ささやかな拶は当時から今も尚続いている私の変

らない拶であり楽しみでもあるのです。
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論

法隆寺の再往非再建論争というのは，その道にたずさ

わった人々だけのものではなく社会一・般にも広く話題を

提供したも のだった。しかし不思議な ことには，それほ

ど広〈知られたものにもかかわらずその結末をかいつま

んで述べたも のがないからであろうか，その点の認識が

案外務いのには驚くほどである。

無論との論争のなりゆきを記述した数種の文があるに

はあったが，それらのどれもが矧ってやはりその点が極

めてあいまいで歯がゆい気がする。ただ村田治郎先生の

名著「法隆寺の研究史J (昭24.10. 毎日新聞社干1]) のみ

が，適確にとの論争の遷 り変りと，それぞれの論旨を詳

細に正しく掴まれて，しかも一般にもわかりやすくはな

し言葉で説かれであるのだから，との筈さえ玩I沫熟読す

ればその問の論争の動きの全貌は正しく諒解できるのだ

が，との替があるのにいまでもまだこの論争の結末につ

いての認識が広くいきとどいていないのはどうし てだろ

う。私がいまいおうとするのは，との論争がどういう終

り方をしたかというととが主で，それはいまいった村田

先生の名著さえあれば全く駄足なのだが，先生の駿尾に

附してその筈を読んでいない人々の参考に，ともかく簡

単に記してみよう。

。
宅》

。

法

隆

寺

再

建

非

再

建

争

の

結

末

と

そ

の

後

栄

論争のなりゆきを述べる前に，一体と の再建非再建論

とは何を対照として，何 といおうとしたものか，つまり

その定義とでもいうものを考えておくのが必要だろう。

関野貞先生がこの問題に関して，明治38年に初めて出

された「法隆寺金堂塔婆中門非再建論」 という 論文の中

で，それまでの再建説を唱えた論者を再建論者と呼ばれ

自らのこの論文表題を非再建論 とされた。喜出貞吉先生

はすぐに「法隆寺再建非再建論に対する審判判決占」と

いうのなどを替かれたため，ここに再建非再建論という

1 つの名が完成している。 そこでその頃の両論者のいい

合ったととが，即ち再建非再建論ということになる。両

論者のいい分というのは，

非再建論者一法隆寺西院の金堂，塔婆，中門，廻廊の

大部分は，大化の改新以前の建築様式をもっているから

とれらは推古朝?と創建されたままだ。

再建論者一「日本替紀」な ど信じられる記録には，天

智天皇 9 年に法隆寺が全焼したとあってその事実は疑え

ないから ，いまの西院仰I墜は和銅年間の再建だ。

という主張であった。喜田先生は春にこの再建論を発表

され，その年末には早くも天智の火災は事実だが，和銅

再建などとは到底証明できないし私はそんな ζ とはいわ

ぬと変っていられるのは，先生の説が極めて不安定なと

ころから出発されているからであろう。それはさておま

ことではっきりいえるととは，両論者が論じ合っている

対照 という のはあくまで西院の主要堂塔についてである

から，要するにとの論の定義とでもいうのは「西院主要

山

本

吾
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伽l l ! i が推古朝に建ったままか 1 度焼けたものか」という

ことである。

喜田先生は「余の証せん とする所は法隆寺の催災にあ

り，再建にあり」といって 2 本建のようだが，先生の所

論を拝見すると実は再建論という看板の火災論に他なら

ぬようである。関野先生は様式論で抑しながら他方喜問

先生の主張である天智の火災を認めら れなかった。いず

れにせよ西院主要堂塔について論じ合っていて，火災に

しても との西院が焼けたか焼けぬかと 論 じているのがと

の再建非再建論というものだと充分認識 しておきたい。

。ｾ ｾ＠

関野，喜悶商先生の間にかなりの論争があったのち，

大正10年に関野先生は中門，廻廊，経蔵などを解体修理

してその地下を調べ，とれらの下には焼土がないととを

確かめて自 説を強化された。この観祭 と論証 とは，さき

に述べた再建非再建論の定義 ともいうべきものの範聞か

らは決 して逸脱してはいない。ととろが喜回先生は. す

でに明治から 多少の兆しはあったのであるが，関野先生

のとの発掘成果に答え て大正14年にははっきり した 1 つ

の線を打出された。それは，法隆寺の創立は聖徳太子の

宮殿である ととろ の斑鳩宮を改造したに過ぎず，従って

その位置はいまの東院の ところで，それが天智の火災で

焼失後その後身としていま の西院伽腹を再建したのだか

ら，西院の地下に焼土が出ないのは当然であるといわれ

た。つまり 菩問先生の火災論とは，いままでは西院伽草互

についてのもので，それをもって酋院伽監の再建論とし

て唱えていられたのが，その火災は西院ではないといわ

れだしたのだからも早やととではいままでの自分の再逮

論として唱えられていた火災論の範聞から放出して， 西

院伽藍そのも のについては非災論に変っていら れるのが

見逃せ まい。従って皮肉にも喜問先生の論 じだされた動

機が，純学問的な基盤から出発されたも のではなかった

けれども，再建論 と称して明治38年に自 ら求めて介入さ

れながら大正末年頃にはこ の喜問先生か ら先に論旨 を変

えて勝負なしに逸脱してしまわれたのはおか しなことと

いわねばなるまい。

H付和 2 年になる と関野先生の説にも大変化があらわれ

た。それはいま浩草伽藍祉と l乎ぶととろに聖徳太子のた

めの釈迦像を本噂 とした 1 寺があって，それが喜問先生

のいわれる天智 9 年の火災に焼失し，別に用 l児天皇のた

めに造った薬師1象を本尊とするいまの酋院伽藍である法

隆寺が捻古朝に建てられたまま にい まも巡っているとい

われた。即ちこれはいままで喜問先生の火災実在説を否

定 されていたのがその実在を認め られたわけである。し

かし火災が西院以外の地であったと いわれるととや，凶

院伽E ! i は推古朝のままだと依然主張されているところは

いままでどおりの西院非災説の線から何 ら泳脱されてい

ないととに注意したい。

火災論の書出先生がさきに西院非災説に変られ，い ま

また火災の実在を否定されていた関野先生が，酋院では

ないがその実在を認められたのだから，さきにいった再

建非再建論と名付けられた論争の本質は ζ とで完全に消

滅してしまった。とれが|昭和の初め頃である。

ｾ＠ ｾ＠ ｾ＠

このように再建非再建論争というものは消滅したが，

両者の学術上の論争はそののちもやはりおtいた。という

のは関野先生が最初に論文を発表さ れたのは商院主袈堂

塔の造営年代を出そうとされる意図から研究された成果

だったようだが， 喜田先生の火災論が再建論 として登場ー

したのは先生自身がのちに告白されているよ うに，先生

の恩師に対する助太刀から出ているのだから，いうまで

もなく喜問先生が特に法隆寺を研究されての成果ではな

く，単に関野，平子説の向うを張ったに過さf なかった。

ととろが喜田先生も統々といわゆる非再建論への抗論を

普いて いられるうちに，漸次と法隆寺ーに関した研究も進

んで，次第に再建論 と1かされる火災論から西院伽叢造営

年代論に論旨を変えていられた。そうしてその造営年代

は，焼けたものが再建されたのだから奈良時代の初め頃

だろう と匂わせておられたのだった。ことでま た関野先

生の推古朝創立のままだといわれる論旨と一致 しないか

ら両者の激突は依然と統けられた。このように笑は形が

変って いたのだが，論争が続いたので一般には明治38年

以来の論争がその後も継続しているように誤解を招いて

いる。

両先生の所説が大体にと の辺りまでき たととろで，関

野先生は昭和10年，喜閏先生は14年に逝去されてしまっ

た。ところがあとにのとったのはやはり西院伽藍造営年

代論であった。さてそれはどのようになっていったのだ

ろうか。

。 。 。

両先生の御生存中であったが，岸熊吉氏によって金堂

の現礎が古い礎の繰出円柱座を削り とって， 再用されて

いる と言明さ れた。また古瓦の蒐築家保井芳太郎氏が，

「大和上代寺院志」の中で西院から出土する瓦を他寺の

多くの例 と比較検討して，到底それが推古朝のものでは

ないといっている。さらに福山敏男博士は，突に劃期的

な名論である「法隆寺問題管見J ( 東洋美術19，I沼8. 10)

でもって，金堂内の薬師 ・釈迦像の銘文はi自主: uであると

と，若草伽藍祉にあった寺( おそらく斑鳩寺〉が天智 9

年に憐け，その後身として天武天皇の初年にいま の西院

の金堂が造営 され，そ の末年頃には搭が完成した( 法隆

寺〉と説かれた( との理路整然とした名論は，将来も崩

れるようなものではないのであるが，博士御自身は何を

思ってかとの所説のうちの多少をいま では変えて いられ

るようなのは甚だ惜しい〉。

との聞に小野玄妙，会津八一の両博士，源重量宗，問中
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重久氏笥}fーによっても論説があり，特に有名なのは足立康

博士の新非再建論というのがあったが，いずれも諸学者

に全面的に認められるに至らなかった。

石田茂作博士の若草伽: l ! f f 祉の発掘は，福山博士説を-

ｗｬ ｴ｣Ｎ ｬｾ 虫〈証明した結果となり，これで若草Ｚ伽ｾ祉の寺は

西院伽E互に先行するものであるという見解を決定づけ る

に至った。また若草伽墜と西院伽ｾ，それに浅野清博士

などによって発掘された斑鳩宮土止などの相互位置関係を

説いた方位説は極めて有力なものであって，と れも将来

ともに獲ることを知らないだろう。

次にあげたいのは村田治郎先生の「支那建築史より見

たる法降守系建築犠式の年代J ( 宝雲36，I沼21. 4 ，) とい

うこれまた名論考で，や〈は伊東，関野先生によって法

降寺系と中国建築と の様式の対比が示さ れたが，それを

さらに拡げて彼の地の多くの例をとりあげ，なおとまか

く検討追究された成果がとの名論であった。流石に先生

は中国建築の第一人者であるだけにとの所説が成ったも

のと大いに畏敬し ているととろである。さて先生は法隆

寺建築にみる中国の建築様式は，北斉から暗まで降る様

式が含まれているからそれがわが国への伝播した期間を

も考えると，とれらの造営年代はまず奈良時代の初めと

なるようだといわれた。この成果はとれまた侵し難い絶

対値であるといえよう。

。 < > <> 

関野， ｾ毎回 両先生の淡後に時折あらわれた高論によっ

て，漸次進歩した法隆寺研究の要点は以上のようであっ

た。そうしていまでの結論は，も早や西院の主要伽藍は

若草伽: l ! f f 祉にあった堂塔の後身として，その火災後であ

る奈良時代の初め頃に再建されたものであるという見解

が動かず，これが定説となっている。

建物そのものに対する直接検討は，塔 ・金堂の解体修

理が最もよい機会であった。とれによっては天井絵やそ

の落書などがまず奈良時代の初め頃だろうと思われ，搭

・金堂双方の様式や技法を対比しての観祭では，金堂に

ＪＺｩｾいて搭が造られたとみていいようである。しかし造営

年代を詳かに決定するような成果はえられなかった。

キ充

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市西区西長掘北通四丁 目ーO細野ヒソレ三六号

電話新町⑧九九五~九九八
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。 。 。

若Z許.伽E主主tにあった寺の本尊と， もしかするとその礎

石までも移して西院伽藍を造り，しかも前身寺院の由絡

をそのまま後身がうけついだのだから西院伽監は若草伽

磁の再建だ と いえよう。しかもその再 主ｾの 時期は大体に

喜田先生が早くからいわれた時期に合うようである。し

かしこれら現在の定説でもって「再建論の勝利に帰した

」 というのはどうであろうか。 ことにこういう人のいま

までの所説をみると，明治38年に始まった再建非再建論

がそのままずっと最近まで続いていて，その結果再総論

の勝利といっているようだからその点は到底承知できそ

うもない。

。 。 。

酋院の造営年代は奈良時代初頭の大化元年以降になっ

た。従って従来の| 時代区分ではこの年代が明らかに奈良

時代に入るわけである。またかっていわれたことがある

ように，たとえこれが奈良時代の造営でも その示す様討

は飛鳥時代であるという見解すらいまとなってはなりた

たなくなった。しかし村田先生がー提案として示された

時代区分法によると，西E完伽Mは飛鳥時代造営というこ

とになる。というのは，従米も建築史では大体に皇居，

常都，政権者の居地の名を冠して各時代称を呼んでいる

のに，飛鳥 ・奈良時代の区切にはそれを適用していな

い。ととの区切にもそれを用いたならば，いままで奈良

時代前期と呼ばれた頃はまだ皇居が飛鳥地方にあったの

だから，和銅の平城英都までを飛鳥時代とし，そのうち

大化元年からこの頃までを飛鳥時代後期とすることにし

たならば，西| 出伽Mはいまの定i況である造営年代頃でも

ってしかも飛鳥時代造営というととになる。

<> <> <> 

最初にいったように村田先生の「法隆寺の研究史」を

熟読すればこの拙稿は不用である。しかもこの稿では先

学の各論を詳しく述べなかった。それらは村問先生の名

著によって知られたい。いまも私は全く先生の この名著

に教わったととを謝す次第である。

( !1I者 ・京都大学建築学教室長)
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姫 路 城 天 守 閣 群 の 振 動 実 験 石 崎 溌 雄

去る 3 月( 昭31) ，姫路城天守閣群について振動実験

を行なう機会をえた。各種構造物の振動測定は最近随分

行なわれているが，古連築物に関するものは五重塔以外

にほとんと' ない J: に， 都! 路城天守|主!のような大規模な木

造建築について行なったのは，わが肉では初めてのとと

であり，おそらくは世界でも他に例がないと思われるの

で，とれがどのような模様を呈するかは，われわれとし

ても大いに興味のあることであった。

もともと振動測定というものは建物に外部から 加わる

ブ'J ，あるいは変位に対し，とれが動的にどのように応答

するかを調べるととであって，これによって建物のもつ

力学的な性質を知るととができるものである。この力学

的な性質を代表するものとして，固有振動週期とか，減

哀率 とかがある 。これらはいづれも建物に固有のもので

あって外から加わるカの性質によって左右されることは

ないし，これらの値が建物の耐震性とも関係するから，

通常きわめて重要視されている。目下のところ，これら

の備を求める方法は振動実験以外にはないから，古建築

についてもこれを行なうことはわれわれの宿望でもあっ

た。

ift! J定は 3 月中句，約 1 週間にわたり，京大の棚橋教授

指却の下に. 大天守，西小天守および渡櫓の一部につい

大 天 守

第 1 図 ( a ) 二 階 平 面 図

て行なった。 3 月とはいえ， 雪の降る 日もあったりし て

城内はかなり来く，とうてい 1 日中，内部にいられない

ほど冷えとみ，また城のととであるから，薄暗くて測定

もしにくかったが，参加して くれた人達は元気に昇りに

くい階段を 1 日に何回も上り下りして測定を行なってく

れたので，ほとんど充分に近い調査ができた と患って い

る。

振動測定の方法や結果については，すでに他で本 詳 し

く述べたから ，ととでは結果の概要 と，とれに もとづい

てどのようなことがわかったか，他の建物と比較してど

うかというようなととをやや詳しく述べてみたい。また

なる べく平易に述べたいと思う ので一部の読者の方々に

とっては冗長なものとなるかも知れないが御寛恕願いた

い。

第 1 図 (a)，(ω は天守閣群の平面と大天そJ ' の断面のi概

要を示すものである。ごく簡単な図面であるが以下に述

べる測定結果と参照して頂だくつもりでことに挿入して

おいた。

さて段初に測定を行なったのは大天守j であるが， 第 2

図は大天守の各階に振動計を置いてえた記録の- f ，il であ

* 額舗，石崎，金多，鈴木; 姫路減の援動測定について

建築学 会 研究報 ｾｴｩ Ｎ sR和31年10月 43Ti:i 

第 1 図 ( b )
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る。これの勤きを図示したものが， 第 3図で左か らl順次

0. 2 秒符の各階の東vlj )J 向の変枕を示して あるが，とれ

によって大天守のお よその運動を知る ととができょう 。

この関は自然の状態におけるも の，t! nち人為的には何等

の外力も加えず，風の力や地面を伝わる常時の微動のた

めに動いている状態を示すものである。南北方向につい

てもこれに似た運動を常にしてい る。 第 4図は 5 層自に

ロープを掛けてク インチで約 800k g のカで引探り， 念、

にこれを緩めて振動させたときの状態を示すもので，と

れから揺れている状態を想像して頂けると思う。ただし

これらの図は高倍率の振動計の記録から描いたもので，

後に述べるように笑際の振幅はぎわめて小さい。第 3 ，

4 図に表われている各階の相対的な変位から各階の剛性

が十検定されているのであるが，その説明はやや面倒にな

るのでとこでは省略する。大体についていえば各階の相

対変位の小さい部分ほど剛性が高いと思って頂けばよい

と思う。

つぎに固有振動週期であるが，とれはいくつも存在し

て普通はそれらの中で最も長いものを問題とする。との

大天守についても最・長の固有週期をとり上げてみると ，

東西方向が 0. 9 秒，南北方向が 1. 2 秒であった。 大天守

の高 さは石垣の上から棟まで約 31 mで，わが国で一般に

許可せられている最高のピノレとちょうど間じ伎の高さで

あって， これらのヒソレの固有週期と比較すれば若干長い

けれども，普通の木造家屋では 0. 5 ないし 1 秒位で，固

有週J切は建物の高さにほぼ比例することを5考えれば大天

γ の週期はむしろ短かいといえる。同1) 性の高い建物ほど

岡有週期は短かいから，姫路城大天守は剛性が木造とし

ては非常に高いものとい うことになる。

との剛性が高いとい うことは，上に述べたロ ープで引

張った場合の変位の大きさ からも わかる。 約 800k g の

$. .1 .  

.  1_  • 

よ

ι

: ; ec  

o  0.2 0.4  0.6 O.p  1.0  1.2 H  16 

第 3 図

62 

カで斜下方に引張ったときのロ ープが水平面となす角か

ら水平分力を求めると約 750kg で，との ときの 6 階床

の最-大接みは 0. 15m m であった。とれから計算すると

天守の頂上を 1c m動かすためには約 50t の力を要す る

ととになる 。また第 2 ， 3 限lに示す変位の分布から さら

にく わし く各院の岡IWI: を求め， }J I)に天守の市:llt から 現行

設計用反l支0. 2 として水平力を出し ，との両者か ら頂点

の変イ立を求めたところ 9.2cm となった。激震に際し必

らずしも震度 0.2 のような力が作用するかどうかはわか

らないから， 実際地袋を受けたときの天守の変位はさ ら

に大きいかも知れないけれども，以上に示した数字の大

きさからも とれの剛111 : の高いととがよくわかる。

とのよ うに木造の建物としてきわめて剛性の高い到! 由

は建物の周囲がほ E んど壁にかとまれており，しかもそ

の壁体は非常に厚い漆喰で固められているため， 鉄筋コ

シク Y ート造のコ ンクリ ー トと同様な役 目を漆l喰が来 し

ているようである。漆喰の強度はコンクリートにはるか

に及ばないけれど も今回の実験のように変形の小さい場

合にはその作用がコ γ クリ ー トに よく似てくるのであ ろ

っ。

大天守の振動の滅3誌は減衰比で表わすと1 . 12 であ っ

た。 ζ れは大天守を自由に振動させたとき，振動中 1 回

往復したときの振慨が，つぎの 1 往復の振幅の 1. 12 併

あるという意味であり ，換言すれば 1 つの振巾のつぎの

振巾は約9 0 %位になるととを表わしている。この値は鉄

筋コシク リート 造の建物より少し小さいから，振動の減

哀がおそいというととになる。この減衰のおそい1m自は

種々考えられるが，要するにエネルギ ーの内部損失や外

部の逸散が少ないととであって ，構造力学的には良好な

ことを示しているのではないかとも恩う。

とれで大天守の振動性状の主要な点は述べたが， 大天

守の運動を，さらに仔細に調べてみると非常に抜雑であ

る。 第 5図は 3 階の四隅に振動青|を 2 偶づっ向いて符ら

れた記録から四隅の点の水平市内の動き方をとら えたも

ので，関< 1 " に示す干骨号のJ i 頂序に各J点、が動いていくことを

表わす。各点の揃いている曲線はすべて巡っているから

とれらはいづれも巡った運動をして いる ととになる 。 と

且F官

.! ec  

1.0 1. 2 /.of ， Ｎ ｾ＠o  0.2  0.0+ 0. 6  o. p  

m4図



れは四隅の点が，ある程度は連関を保って，めいめい勝

手f乞動ま そのために床も種々な形に変形しているととを

表わしているが， どうしてとのような運動をするかは複

雑であって解釈できない。ただ床の対角線方向の運動成

分がいづれも多少目立っているのは，との建物が対角線

d .  3  

方/1'リに変形しやすいためである と考えられる。
J (  

以上は水平面内だけの勤きであるが，上下方向にもも

ちろん動いており ，第 B図は南東隅における上下方向の

運動と南北方向の水平運動とをー絡にしてf怖いたもので

ある。との関から天守は上下に動ぎながら水平方向に運

"  

勤していると とがわかる。
r  

大天守が南東方向に相当大きく傾斜しているととは以

Hi fに行なわれた調査で知られていたが，今回の振動実験

ではとれに基づく特長十土表われなかった。

J・
西小天守についても大天守とほぼ問機な測定を行なっ

第 5 図

た。各階の水平方向変位の分布を第 7図に示す。図では

0 .1 秒毎の動きを示しているが，地階床から 1 階床まで

i よ二

の昔11分は，石垣中にあるのでほとんど変位を生じていな

い。 2 階床は僅かに動いており 3 階床で急に振幅を場

， ｾ｜ｊｉ ゆｋ＿Ｍ
しているが，とれは 2 階床から下の部分が上部にくらべ

s 、

¥ d1I 
s N"  

て剛性が非常に高いためである。大天守については，と

のように振幅が急激に増している部分がないから，構造

.q 1" 

的には大天守の方がすぐれているような気がする。

西小天守の聞有振動週期の段長のものは 0 .6 秒で， 主主 2百6 図

物の高さを考相、に入れると木造としては週期が短かい。

振動の減衰比は1 . 13で大天守とほとんど同一で，とれら

については大天守と同様の性質・をもっているものと考え

られる。

渡檎については第 l 図中に記 した NO. 1 から NO. 5 ま

での 5 カ所に振動計を置き自然状態における東西方向の

変イ立を測定した。 ζ れの運動を図示したのが第 8図であ

る。これからわかるように各点は一様に動いておらず，

NO.3 あたりの点を中心 として明らかに探れた運動をし

ている 。この渡櫓のように平面形が比較的細長く ，北側の

。 。.1
0.'  0.3 0.4  。J 。s 0.7 .se

t; 

部分と南側lの部分との剛性が異なりしかも床が変形しゃ

鰐 7 図

すい構造では，全体として採れを生ずるのが当然と思う。

姫路城大天守の解体を前にして行なった振動実験の結

M色J

果はおおむね上に述べた通りであるが，天守の振動性状

を一口にいってしまえば，普通の木造建物と鉄筋コンク

1lo4  

リート 迭のちょうど中間の性質を示している。各階の床

#OJ  

はすべて簡単な木造であるため床が変形しやすく，その

ために床の四隅の運動がばらばらであるけれども，鉄筋

ゴ Y クY ート 造の建物では通常このようなととはない。

しか し壁体の作用は コンク 3 ー トに似ており，国有週j羽

#02  

は比較的短かくなっている 。大天守が解体せられ ，修理が

終るのは数年先のことと
#01  

ような実験を行なって結果を比較で含たらま た得るとと 。 。3 0 2  0.3  0.1  0."  0 6  0.7  
O，p  .;'ec  

ろがあるであろうと考えている。( ^ 医者 ・京都大学防災研究所)
第 8 図
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4. 日 本 建 築 史

東 洋 建 築 史

金 築 学 大 系 金40拳

5. 歴 史

建 築 講 座 金10巻

8. 材 料

建 築 講 産 金1ｏｾ 接

39. ギ ャ ラ リ ー

建築写 真文 庫第 Ｒ 期金 ＳＰｾ 惨

新しい照明と器具

建 築 写 真 文 庫 第1期金30巻

22. 欄 間

27. 庭 と ア フ ス

29.  看 板 の 意 匠

木ｾｾは， 日 ［木建築史を太 閃 博太郎 ・ Ｚ 稲 山 敏リ ｊ

・1長岡通夫 ・渡辺保JC、，東洋姥築史を村FHi 'f i

ｦｩ｛Ｑ と，この分野における最高の執 Ｂｲｾ ］ｲ［による

円本建築史 ・東洋建築史の集大成であります

A  5  ｾ ｊ＠ 504頁 特 製 画 入 定例 ￥1，250 〒50

f)¥慾 渡辺保忠 ・加藤角一建築機式の変化

及tt 築のっくり方の発達を図版を用いて兵科、的

に解説したもので，工高の教材として，これ

からの述築を考えるうえの優れた参考; _ ! J です

A  5  Ｇｉｾ｛＠ 2∞頁 」 製 定 価 ￥ 350 干 35

飯塚五位[1般若 加藤清作監修 工高の教材 ・

2 級建築士受験の原動力として執mされた本

舎は，各材料の一般的性質を解説すると共に

数多くの新材料を具体的に紹介 したものです

A: ;  Ｇｉｾ ｛＠ 200頁 上製 定価 ￥ 350 〒 35

彩国社編 との本は，国立近代美術館 ・鎌tr

近代美術館 ・根津美術館 ・プ Dジス トジ美術

館などわが国の代表的ギャラリ ーを写真によ

って紹介 したすぐれたり: 真関集であります。

B 6 判 88頁 総 ア ー ト 定価 ￥ 300 〒35

相1I 瀬 駿 者 との本は，光源の発達 ・建築l ! tt

I!tJの三方式 ・新しい雄策! 照明など，最近，7' (.

びあがってき た照明の問題を系統的にわかり

やすく解明し たものとしてすぐに役立ちます

A  :; !t1[  122頁 上 製 定 制TI ￥ 350 〒 35

彰国社編 この本は，あらゆる建築の諸相を

分類展示する目的のもとに編集されたもので

内容は，とれら諸建築の近代的 ・肯典的，羽l

風 ・洋j誌のものな ど，さまざまな傾向をもれ

なく取入れ，その外観 ・内部 ・名部詳細をl以

録し た住宅や庖舗など各種建物の計阿 ・設百|

- 新築 ・改装にすぐに役立つ好適な資料です

B  6  ｾｾｊ 各 ＹＰ 頁前後総ア ー ト各 ￥ ＳＰＰ 〒 ＳＵ

第 1 ｪ 切全 ｾ ｏ 巻 Ｑ 揃 Ｔ 守備 ￥ Ｘ ， ＱＰＰ 〒 ＴＰＰ
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l 設 備 原 論 Q ・ A 一一会|

この 1月号から ，木欄で ，空気. 熱，77，光などの，いわゆる設

備以論といわれる分野の問題についての解答壱行う ζ とになった 。

Ｑ 阿Ｑｃ Ｑ ｾＲ 問Ｎ Ｑ 関について ＱｾＲ 頁 の予定である 。符える のは ， 関丙

設備原論研究会である。ニ，三年目白舟B ら，おもに関西の学校関係の

者が集って，毎月 ，研究会をも っていた。それに名ずけたのが乙 の

会で，自然発生的のものである。

凡ゆる 1111胤に . 1ft ちに l則t J ，な符ができ るというほど . ウヌポレて

はいなL 、。で邑るだけ淵べ，研究し てお答えしたい と思っている。

ｾくの 問問 を守 寄せ ていただくと共 ｉ ｾ Ｎ 本 欄 ｉｃ 対する御批判をお願い

したい。また ，同好の士の，答える側すとEわち研究会えの参加 を飲

迎する。

回 壁 の 結 露 や 湿 り を 防 ぐ に は ど う す る か

1.  結露と湿リ 露がついて困るというととは，関西

では，特別な高温高湿の作業場以外では多く はない。し

かし，湿って因ることは，身辺にいつ も見受けられる。

材料は，周閣の空気の関係湿度に比例して含湿するも

のである。もっ と正確にいうと，周閣の空気の水蒸気圧

が高くなる と材料の含湿量が増し，温度が高くなると，

含湿短は減る。関係湿度も水蒸気圧が高くなると大と な

り，温度が高くなると小さくなるので，合湿立と関係混

Bi が比例するととになる。

材料の表面や内部の空気の関係湿度が高いと ，材料は

含湿E を増して湿り， 関係湿度が 100 % を超える ように

なると，結露が起る。結銘する場合でも ，材料によって

は. ! 汲水して，震の形では目につかないとともある。

温度の高い場所 と低い場所があり，その問を，水蒸気

が移動 し易いと きに ， 温度の 低い 場所で ， 結ｾや湿りを

生ずる。最近，断熱材や吸音材が多く使われるようにな

ったが，多くは空隙の多い材料であって，断熱性とと も

に透湿性も多く ，背後の低湿の場所で結館やi量りを生じ

断熱性の低下や，腐朽の原因 となるととも考えられる。

2  墜の結露や湿リを防ぐ方法 材料の表面や内部の

関係湿度を低く保つととが，鮮ffAやi毘りを防ぐ方法であ

る。その場所の水蒸気圧が，その場所の温度に応じる飽

和水蒸気圧 よりも低 くなるほど，関係湿度は低くなる。

放に，次のような手順で考えればよい。

(1) 温度分布を計算する。

(2) このi毘度分布に応じる飽和水蒸気圧を第 1表から

求める。

(3) 水蒸気圧分布を計算する。

(4) 水蒸気圧が，飽和水蒸気圧を超える部分では，関

係潟度は 100 % を超え るので結髭し，両手守が接近してい

れば，関係湿度が向くなって混る。

続度分布は，熱伝達率 日( k cal / m2 hOC ) ，壁を構成す

る各屑の浮き 1 ( m) ， 熱伝導率 A ( kcal / m hOC) を知

れば言j'z ; r . できる。実際の計算には，後で例をもって示す

ように，こ れらから求めた熱伝達抵抗 ( 1/ め ，熱伝道予抵

抗 (1/A) を用いる。

水蒸気圧の分布は， 水蒸気が熱と全く閉じような法則

にしたがって流れるもの と考えて計算する。すなわち，

iR度 (OC) と水蒸気圧 ( m mH g ) とを対応さし，熱と同

械に水蒸気に対して，湿気伝達率 α' ( gr/ m2 h  m m  H g) ， 

j暖気伝導率 J.' ( gr / m h  m m  H g) を考える。これらは，

l mmH g の水蒸気圧の差があるとき，何グラム の水蒸気

が流れるかを示すものである。ま た， 熱の場合の如く ，

実際の計算には，湿気伝達抵抗( l / a ' ) ， 滞気伝導抵抗

節 1 表 飽 和 水 蒸 気 圧 表

温-。CH一度寸I一水一m言蒸m73J気3f圧一g一

温。c度 I 水m蒸m気H圧g  温0(.;度 I 水m然m気H圧E  

6  I  6. 97 21  18. 47 

- 8  2. 51  7  7.47  22 19. 63 

一7 2. 72 8  7. 99 23 20.86 

- 6  2. 93 9  8. 55 24 22. 15 

- 5  3. 16 10 9.14  25 23. 52 

- 4  3.41  11 9.77 26 24. 96 

- 3  3. 67 12 10.43  27 26. 47 

- 2  3. 95 13 11. 14 28 28.07 

- 1  4. 25 14 11. 88 29 29. 74 

。
4. 57 15 12.67  30 31. 51 

1  4. 91 16 13. 51  31 お 37

2  5. 27 17 14. 40 32 お 32

3  5. 66 18 15. 33 33 37. 37 

4  6. 07 19 16.32 34 39. 52 

5  6. 51 20 17 .36 35 41. 78 
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置璽置園E 彊璽軍司E・E・
第 2 表 湿 気 伝 部 ! l l

村 料

|(」ω

静鉱低!母 押 J紙l:l，空!d締上周気(((圧219151給kk)g  g /m8) 

7  ＮＵｾ ＱＰ ｸ ＱＰ ＭＲ＠

7. 9x 10-
2  

1 品目3. 0x 10-
2

j m
3

)  
6.1x 10-

2  

コンヲリ ート (1:2:4)
Ｑ Ｎ ＶｾＲ Ｎ Ｓ ｸ Ｑ ＰＭＲ＠

石向 上 密 )

ＰＮ Ｑ Ｓｾ Ｎ ＹＴ ｘ Ｑ ＰＭ Ｒ＠

民プラ スタ ー
1. 3x IO-

2  

セメン トプラスタ ー
0.55x 10-

2  

煉

訟

同

瓦

材上 ( (繊繊維維に

IC
平直行角)

)  

1. 在日2.6x 10-
2

2. 5x 10-
2  

0.12x 10-
2  

コ ル ク 板
0.68x 10- 2  

( 1/  A' ) を用いる。 A' ，l/ J.' の値は， 第 2署長，第 H 隻に

示 した。その他の多 くの材料や構造について も，測定値

が報告されてい るが ，
1) ，2 )

熱伝導率ほどではな く， また

正確でもな いよ うである。

混気伝達率 が は， 対流のみによる熱伝達率を
α。と

すると ，00- 20
o
C の範囲では，

が =3 . 4a
c- 4. 3Cl

c  
(1) 

である。 Cl C を室内側6，外気側16とすると，湿気伝達抵

抗 ( 1/α つは，室内側0 .05，外気側 0. 02 で，第 3 表の

湿気伝導抵抗に比較して， 無視できるほど小さい。故に

壁の河表面の水蒸気圧は，それに接する空気の水蒸気圧

と等し いと 考えて よい。また， 壁の 中の中空層 も，水蒸

気の移動に対 しては殆ん ど抵抗を持たないので， 計算に

は中空胞は無いもの と三号えてよい。すなわち，中空層内

の水蒸気圧は，その両倶11の表面の水蒸気圧と 等 しい。

計算例 第 4表に示すような構造の壁について， 室内

が20

0
C ，60%  ( 水蒸気圧 10 . 4m mH g) ， 外気が

OOC ，

90%  (水蒸気圧 4. 1 mmH g ) の場合を計算する 。

第 1図 CA) のように， 壁の各層を熱伝達抵抗，熱伝

導抵抗に比例する厚さに捕を，南側の気温iを示す点を直

線で結べば，壁の温度分布が得られる。

このiR度に応じ る飽和水蒸気圧を第 1 表から求めて記

入すれば，破線の如 くなる。

次に， ( 8 ) 図の如く ，各層を，湿気伝達抵抗，湿気伝

導低抗に比例する厚さに摘さ¥" ，両仮.11の水蒸気圧を示す点

を直線で結べば， 壁の水蒸気圧分布が得られる。これを

( A ) 関上 l乞書きうつし て， a - b - c - d - e - f -

g とな り，こ れが飽和水蒸気圧を示す線 より上に出る 部

筋 3 表 湿 気 伝 導 抵 抗

m it主
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( A)  

館 1 図 温度および水蒸気圧布分を求める作図

分で結露する。とれは岩綿の部分に当る。

アス ファ ノレト紙 4 を，木箔プラス ター 2 と岩綿 3 との

聞に移せば，水蒸気圧分布は，く C) 図 の作図で求めら

れ， CA ) 図に魯き うっせば， a - b - c - d ' - e ー f

- g となり ，辛 うじて結銘は防がれるが，岩綿の外気側

は合湿が大となり， 混湿度の条件が少し惑くなれば結露

する。 アスブ 7
ノレト紙を 2 枚にしなければ安全でない。

般に空隙の多い材料は，断熱材や吸音材とし て用い

られるが，透湿性が大き いので，防混材を併用する こと

が必要な場合が多い。そし て防湿府は，高温，高淘仮Ij vz:.

設けなければならない。

(1957・1 関西設備原治研究会 ・前回敏男)

1)  M .  Bac kst r om K a l  t et ec hni k.  1953 K ar s r uhe  

S.  391  

2)  H .  W .  W ool l ey :  Moi s t ur e  Condensat i on  i n  

B ui l di ng  W al l s  (B ui ldin g  Mat er i al s  an d  

St r uct u r e R epor t  B MS  63 D ec.. 1940) 
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回 風があれば寒く感ずるが，その温感に及ぼす影響はどれ程か

E 置圏直司園圃. .  

1  人体からの風 ( 対流〉による黙繍失は風速の平方

根に比例する。1) ['.42，Z)P.91 

人体からの対流による熱加失は，風速の平 ￱ｾ 長及 び 人

体友商iffit ( あるいは衣服表面iffiD と気瓶との差に比例す

る。

、

したがって法本的な要素として，人休表面混( 衣)]111.<

而i鼠) ，bt J i 出部而宥1，平均気混および平均風速の 4 要拡が

あげられる。いま人体の対流による熱損失日; を He ( kcal  

/h， m2) ( 休表而積 1 m
2

当り 1 時間に損失する熱fiD

とすれば

Hc =ke' 、r;; (t s - t
a
) ・.... .... ..・・・・・・ ・目白 ・・ ・・(1)

ことに ｨ ｣ ｲ Ｚ 常数Ｈ姿勢によりｾなる〉

v 風速 ( m/ sec)

t.  . 人体表面温 ( OC)

ta  : 気温 ( OC)

着衣の場合には ら の代り に衣服表面温 (t 01) を入れ

る。との場合 kc' の値は約10程度となる。裸体の実験に

よる 1 測定例を示す。 ( 図ー1)

2. 遡感は対流による熱損失に比例する。従って温感

は風速の平方線に比例する 。

ω式の関係がそのまま体感瓶度を表わす式に用いられ

ているものに等値温感 ( Equi val ent War mt h) ， ミ手値温

度 ( Equi val ent Temper at ur e) ，効果瓶皮 ( Operat i ve

Temper at ur e) などがある。例えば イギP スで用いられ

ている等値温度2)P・51 は

E a  T =0. 522t a+ 0. 478t 叩 ー 0. 0207ゾV- C37. 8- t
a
) ( OC)  

ここに ら: 気温 ( OC)

九 : 周壁平均表面混 ( OC) v : 風速 ( m/ sec)

実効温度 ( Ef f ecti ve Temper at ur e) は が 75 に比例し

ていて 風速の影響が過大であるとの批判もあり ，なお検

討の余地がある 。普通着衣 ・軽作業時の E . T 図表から

湿度 と風速の変化に応ずる等値な体感を与える気i慌を示

す l 例を下表に I)P.I05 あげる。

皮

%

 

混

風 速

0.5  

m/s ec .  

0. 1  1. 5  1  3.5 

20 20.2
0
C  21. 4

0
C  23.3

0
C  25. 0

0
C  

コ-0 ｉ つ江 一「 三 ｾｉＭ 三 ＲＷＷ 一「 ヲ ｚＷ

100 17.2 18.6 20.8 22.8  

3. ドラフトとは何か

ドラフトは普通一般に H 温感に影響を与える ，不快な

気流H であ るとされており ，換気口 ，扉，間隙等ーから生ず

賊風と 考え られ る。数年前 H .P . A. C. 誌上でドラフト に

関する議論が交されたが， その定義について賛成の多か

った ものの一つは4) / f ドラフトとは身体の館出された部

分k 局部的な冷却感を生ぜしめるに充分な冷却カをもっ

た京|付の気I 1Itであ

るH であった。 }IIJ

l部的な冷却に関す

るi毘感の問題は殆

んど未解決である

カミら" ドラフト

の強さ H というも

のをill lJ る妥当なス

ケーノレはないが，

気流の速度 ，温度 ，

湿度， 周囲の熱的

状態， 露出の程度，

露出の時間および

何人の生理的状態

( 例えば風邪をひ

10 

の

7

a

U

ヴ

'

J。

ト

ラ

必

両

(

M

E

、ミ

3

)

J

I

Y

T
3  

Z  

γ ( 広島)

GI 0.2 0.3  0.4 0.)" 

o  i  i  i 4 t d 十6 タ10

ゾ子 (ft./ら・M)

図・1 風速と ，対d1i K よる熱加失との関係

いている場合などド ラフト に対して敏感になる。〉等・の綜

合されたものと考えら れる。しかし正常な状態 として ，

健康人，座業， ほほ一定の衣服，快適な暖房を考えれば

多くの条件は整理されて結局，気流の速度と混度の 2 つ

の要素がドラフ トの強さを左右することになる。

ドラフト による苦情調査によれば， 2) P.107 般大風速0 .5

m/ sec ，殆んど 0 . 25m/sec 以下の暖房室の場合には1 -

2 % の人が苦情を述べた。また頭の位置では風速と背w

との関係は( この範聞では) なかったが， ｊｖｾ のイセ ｩ 丙では

風速が 0 .2- 0 .25m/sec をこえる場合には許併が増した

という。

風があると感ぜられる限度は，気i毘によって異なる。

Baet jer の笑験によれば風を頬に当てた場合，次のよう

な結果が得られた。

長t iful 12.3
o
C  0. 15m/s ec 

15. 5-18. 3
0
C  0. 2 "  

30
0
C  0.6 "  

A. S . H. A. E.  "GUI DE" 3) P.31によれば Baet jer の実

験を基にし たと 恩われる が， 気温を指定せず一般に 7. 5

cm/ sec 以下では全くド ラフト を感じ ない。 0. 3m/sec以

上では感ずる。 12.5- 17 .  5crn/sec が適当だと して いる。

冷房の場合，吹出口か らの冷噴流はド ラフトの原因に

なるが，実用 として は噴流の速度が 0. 25rn/ sec に低下

するまでの吹出 口からの水平距離，垂直降下を計算して

その範囲に居住帯が入らな いように設計 してい る。

(1957.1 関西校側原総研究会 ・石原正雄)

参 考 文 献

1)  Wi ns l ow， Herr i ngt on “ T emper at ur e  and Hu.  

ma n  Li f e" 1949 

2)  T.  Bedf or d "Basi c Pr inciples of  Vent i l at i on  

and  Heat i ng"  1948 

3) A. S. H.A .E ， " GUI DE"  1956  

1)  H 目 P. A. C，J ul y  1951 P.71 
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( 11月 分 〉 一 一 一り便

L:::.. 

ロ

ふ

一

A
一

料の一部を修正変更して定決。 ( 4，) 什器類追加調達の

件追加調達するととに決定。 ( 5 ) 談話室の運営に| 期

する件関西建材協会に於て管理し，紅茶 ・菓子程度の

ものを1¥4備するように した。

定時評議員会

28日 1 時20分自一一 l 時40分 於会館集会室

出席者 河合議長外評議員出席者委任 状主 ｾＵ Ｒ 名

l ! l ¥事竹腰会長外 4 名

』 議 事 昭 和32年度選出評議員数確定に関する件を審

議して原案通り承認決定した。 編集委員会

10目 1 時半一- 4 時 於 会 館 会 議 室

出席者佐野委員長外 7 名 事 務 局 2 名

議 事 (  1 )  12月「地方建築」特集号経過報告

( 2 )  1 月「歴史」特集号経過報告 ( 3  ) 来年度表紙

の件岩本委員デヂインの案を検討して承認。 ( 4. ) 会

民の投稿歓迎を12月号に告示するととを決定。 ( 5 ) 米

ゴ|三度の編集方針の件各編集委員からのアンケートを "1'

心に協議した結果，来年度も一応特集主義でいくことに

し，特集テーマ約10項を決定した。 ( 6 ) 32年 2 月号の

具体企画構造の問題に関することをテーマとして，原

稿依頼先の具体案を決定した。

建材審査委員会

16日 1時半- - 4 時 於 会 館 会 議 室

出席者置塩委員長外 9 名 事 務 局 2 名

議 事 ( 1) ピニロ ーゼ及びピニロ ーゼ 制10 審査の

件 申諮者の担 当技術者から説明を聴取して質疑応答を

交わ した後，竹内委員等 5 委員を分科委員に委嘱して，

その審査を托した。なお近日中に申請者の工場を視察す

るととと した。 ( 2 ) スプレッドナテ y 梼資の件 ｾｉＧｩ ｎｉ Ｇ ｩ＠

者係員から説明を受けた後，質疑応答をなし， ピニロー

ゼ分科の 5 委員に その審査を委托した。 ( 3 ) スロ ーノレ

審査の件予定時間を過ぎたので，申請者から簡単な市

消品の紹介をして詳細な説明などは次回に譲った。

同ビニローゼ分科委員会

21 日 3 時半一一 5 時

事 会

14日 4 時一一 5 時 半 於 会 館 会 議室

11¥席者 竹腰東畑正開会長外 7 理事，吉田兵隊支

部 長 事 務 局 2 名

l議 事 (  1 ) 定時3平議員会開催のf ' I : 刀末に定時評

議 ｮ 会を開催して ｬ 別年度選出のｾｗＭ議只数を確定する議案

を審議の件を承認。 ( 2 ) 談話室使用規定制定の件 (  

3) 集会室外使用規定制定の件 2 件とも会館運営委員

会審議の通り承認決定。 ( 4 ) コジク Dー ト技能講座実

施のn 第 3 回同講座笑施を承認。 ( 5 ) 工高生設計 コ

ソク ーノレ入選者表彰式の件 実施案を承認した。 但し出

席者に対する旅資の補助はしないととに決定 ( 6 ) 忘年

懇親会開催の件例年に倣って行うこ とに決定。 ( 7 )  

その他会民増加に関すること， 学会 との協力体制確立

の必要などについて怠見の交換が行われた。 ( 8 ) 入退

会者訟術。 ( 9 ) 報告事項会計，事業について報告が

あった。

王室

会館運営委員会

14日 2 時一一 3 時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 東 畑 委 員 外 4 名 事 務 局 1 名

事 ( 1 ) 委員長選任の件榊委員を委員長に選

任 した。 ( 2 ) 談話室使用規定制定の件原案の通り決

定。 ( 3 ) 集会室外使用規定制定の件規定の条項は原

案の通りに，使用料表中 4 階の使用区別および 3 階使用

議

於大日本塗料工場

'
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民

で
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御
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包
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コンクリート建築物. 内外装用

京 社 式 阪 市 東 淀 川 区 三 国 町 一 一 一 宮業所・衆宗
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1 m'百者 百 庖 委 員 長 外 4 名 事務局 2 名

一同，会館に集合 したうえ大日本塗料の工場に赴く 。

工場で担当者の案内で製造工程を視察してその説明をEll

ｾ，なお試験室の設備なども視察した。休憩、室に於て工

場首脳者と質疑応答の上，種々意見の交換をした後散会

した。

住宅委員会

21 目 3 時半一一 6 時 於 会 館 誇 話 室

出席者中野委員長外 5 名 事 務 局 1 名

議事( 1 ) 委員長から前回迄の経過報告。 ( 2 ) 逆

瀬委員から最近の住宅問題について，郊外に於ける用地

ｩｬｦｾ のため者 ｦ￭ 心に住宅を引き戻して高層住宅を建設し，一

面，都市の耐火建築助成促進を計を計画がある旨の報告

があり ，各人の間で都市計耐と 住宅計画の問題に関して

意見のデ換が行われた。 ( 3 ) 斎藤委員から最・近の家具

JC情について，一家の団らんする場所として食事の場所

が散も利用されるので，最近の傾向として食卓のJ mlが高

低自由に調整できるようにしてあるものが最新の形式と

して見られるということなどについて報告があった。

事業委員会

27 目 4 時一一 5 時 半 於 会 館 会 議 室

出席者鷲尾委員長外 8 名 事 務 局 2 名

議 事 ( 1 ) 忘年懇親会の件小委員会の計画案を審

議 して諒承。なお設計事務所方面にも寄附金をお願いす

ることを決めた。 ( 2 ) 新しい建築材料の説明会の件

矢野主査から私案について説明し，とれを主主に答議 して

きナロ γ 型式と 一般説明会型式の 2 方法でやるとと，司会

者の問題，資料の作成に関する こと， 展示見本の併など

について意見の交換が行われた。なお第 1 固には塗料に

ついて採り上げるとととした。 ( 3 ) 若い建築家の訴さい

の件担当委員欠席のため次回に譲る。 ( 4 ) 12月及び

1 月の事業企画事務局より報告して了承。 ( 5 ) 友好

団体 との事業共催の件委員長から，学会，士会との協

議について経過報告があった。

忘年懇親会小委員会

B 目 4 時一一 5 時半於会館会議室

出席者山本主査外 7 名 事 務 局 2 名

忘年懇親会の実施案を審議検討して，会場，当日の委

員分11..: ，予算，会!fi， 後援依頼の件などを決定した。

12目 4 時半一一 5 時 半 於 会 館 会 議 室

忘年懇親会のプログラムを審議決定し，なお一部委員

に後援依頼の分担を委嘱した。

教育委員会

22日 3 時一一 5 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 竹 内 委 員長外 6 名 事 務 局 2 名

議 事 ( 1 ) 左官工事講習会の批判の件講習生の意

見を調査して，欠席の中原委員からは沓面で，出席の委

貝からも交々意見が述べられた。 ( 2 ) 夏期現場実習笑

態調査のア γ ケート について 犬東主査から詳細に報告

があり，追ってこの調査結果は会誌に発表するようにす

るとととした。( 3) 工高卒業生の技術教育に関するア

ンケート について 事務局から現在迄の回答について報

告したが，殆んどのものが，かかる教育施設の新設に積

極的の熱意を表明 していた。小委員会に於て計画案の検

討を進める とととした。 ( 4 ) 第 3 回鉄筋コシク Dート

技能講座の件実施笑を報告し て了承を得た。 ( 5 ) 第

2 同工高生デザイ γ ・コシクーノレ入選者表彰式の件 実

施案を報告了承を得た。なお記念品の日高貨は製関用具

を贈ることとした。

鉄筋コンクリート技能講座講師打合会

22日 6 時一一 8 時 於 会 館談話室

出 席 者 横 尾 主 査 外 5 名 事 務 局 2 名

講義内容の内，他の諮師 との関聯事項に関するこ と，

スライドの使用，実習の方法などについて詳細打合せを

了して種々懇談を交わした。

TRADE Ｇｖ ｾｬｾ 町一 ι

世界のヱヲ! ? 詩型社
関 西 販 売 代 理 屈

株 式 会 社 民 菅 薗
庖
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見 学 会

コマ・スタ ジアムとコマ・ミ ュージカルスを観る会

24日 10時一一11時 参 加 者 150名

小林ー 三 氏のｾを実現した，日本は悶より世界にも類

例の少い舞台構造を持った コマ劇場が竣功した。本劇場

は舞台のみでなく，館内前面にアーケードを設けてある

ととも稀らしい。一間は観客席に着いて，グノレグノレ廻っ

たり，上うたり下ったりする三重の円形の舞台を眺めな

がら，設計者竹中工務庖の小川設計部長から設計概要に

ついて説明を承わった。壁や床から出るスリ ー ・チャン

ネノレ式の立体音響，オ ート メーν ョγ による広角照明設

備な ど舞台の新機構と共に若者しい設備がなされて「明日

の劇場」への示さを投げている。説明後，一同は 2 班に

分れて館内を見学し，更に楽屋口から地下へ回って舞台

下の複雑な構造を見学した。最後に再び舞台上に巡って

三重の円形舞台を見下しながら種々と質疑応答を交わし

た後，見学会を終った。なお50名の人は，予め協会で準

備 した観覧券に よって 12時から閲淡の コマ ・ミュージカ

ノレスを観賞した。

工高生デザイン・コンクール入選者表彰式

29日 2 時一- 4 時 於 会 館 集 会 室

本年実施 した第 2 図工高生デグイシ ・コンクーノレ 「観

光案内所」 には東京 1 名，神奈川 2 名，名古屋，山田各

1 名と遠隔者から半数の入選者を出したが，表彰式には

東京の 1 名を除いて入選者10名の内 9 名の者が，遠路を

遥々と出席された者もあって感激の至りであった。ＯｬＱｾ 池

副会長が入選者一人一人に賞状と記念品「日高賞」を授

与され，入選のお祝いと，更に今後の努力を希望される

旨の祝詞を述べられた。次いで足立審査委員長が審査概

要を述べて表彰式を終った。引き続き入選者 との座談会

を開いたが，足立委員長その他各審査員の後進者に対す

る親切な助言や質問に対する懇切な説明は， 入選者一同

にとり 稗益する処多大のものがあったこと と恩われる。

なお当日の参列者は，鴻池副会長，足立審査委員長，竹

内，吉田審査委員，寺岡小委員会主査であった。

カ
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合名 l  塗 汚 力 士
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講 習 会

鉄筋コンクリ ー ト技能講座

コγ クDート 技能講座も本年は第 3 回を迎え，テキス

トを改訂する と共に新項目を増補して，名称も 「鉄筋コ

ソク Pート 技能講座」と改称し，下記の日程で実施し

た。開講に当って，横尾主査が本講座の趣旨を述べて聴

講者今後の努力と技能向上を期待する旨の挨拶を述べら

れたが，聴講申込者95名，各夜80% から9 0 %を超える山

町率で，昼間勤務者の夜間の勉学に対する熱意には感じ

入るばかりである。なお例年に倣って，終講者に修了証

主与を，また希望者には特製のパツヂを交附した。

1.  日時，科目 ，講師

11月26日 材 料 益 尾 辰 雄 氏

28日 試 験 法 奥 島 正 一 氏

30日 調
dロｾ＠

谷 口 尚 武 氏

12月 3 日 工 法 菅 田 盛 重 氏

5 日 エ 法 金子 盛氏

7 日 特殊工法 中 出 定 夫 氏

毎 夜 自 6 時至 8 時

自 10日) 自 2 時至 4 時

至 12日) 実習

於 大 阪 生コγ クリ ー トk k工場

1. 場所大阪府教育会館

1 後 援 大 阪 府 建 築 部 大 阪 市 建 築 局

近畿地方建設局営繕都大阪建設業協会

セ ラ ス ト ン 磁器告のテラゾー

セラプレート 陶 樹 脂 板

セ ラ コ ー ト 陶砂洗出し

セ ラ ス キ ン 液状タイノレ

製造.販売 . K K矢橋大理石商庖

製造 . ; : t ' ! ) エンタノレメタノレK K

商標登録 ・実用新案

山 本 窯 業 研 究 所

大阪市北区芝間町 ＶＳ ・ ｾＳＳＳＱ Ｍ Ｒ

タイノレは当所関西タイノレ商会( 山本窯業繭j苫改称〉に

て良品 と誠実をモット ーに販売致し て居りますから粉

々御下命の程御願申上げます。



ダ ン ト ウ タ イ ル

新 製 品

8 0 タイ) ! . - ( 8  0  - 2) 使 用 の

大 阪 市 大 病 院 の 大 手 術 室

• 
@  

.

一@

• 

内 主 主 権 タ イ ノ レ 製 造 販 允

淡 陶 株 式 会 枇

資 本 金 一 億 四 1' 1 万 円

大 阪 支 出 大 阪 "1 白 区 阿 波 州 q' .i!Jl - - T Id pq 八 蕃 地

電 話 新 町 (53) 4  3  2・1 2  4  7 番

京京支:J 苫 京 京 /;j iq，央 区 日 本 橋 j兵IIIJ 二 丁 目 pq じ番地

電 話 兜 町 (67) 7  3  0  9 番

本 主| 工 場 兵 庫 県 三 原 部 南 淡 町 f J t J l : 野

福 良 工 場 兵 庫 県 三 原 郡 南 淡 町 福 良

吉 永原料コ・場 岡 11 1 県 和 気 郡 子守 永 田]



駁石面 ｉｴｾ ヲィシゲ

@ 印 山 石 面 ノ レ ー プ イ ン グ に就して

第 4 0 6 8 6 4 号 第 4 1 7 4 8 5 号

実 用 新 案
第 4 0 6 8 6 5 号

第 4 1 7 4 8 6 号

第 4 1 7 4 8 7 号

第 4 0 6 8 6 6 号 第 4 1 7 4 8 8 号

特 許 番 号
第 4 2 9 2 7 3 号

第 4 2 9 2 7 4 号

第 4 4 4 2 5 4 号

今回弊社多年 lζ 亘る 研究、発明』ζ (友り 、以上各種の特許番号品を主体 となし理位、的文化

屋線材 として耐水耐火の性能を有する佐久間式石而ノレ ーフィングを完成しました 。

その 耐 火 力 については 800

0

C 以上の効力を発揮し発火は完全に認められず従って

本製品は全国各都市に 於け る木造辿築物K 対し耐水耐火の屋線材 として使用出来る事にな

りまし た。奮って御試用御用命願いま す。

用 途 と 効 用

(1)  外観は風雅 、夫廊、'Ijj :J 豆的で而もその ii: ｾ ｉ ｉＺは比 較的軽い 。

(2) 従而、木 造 建 築 の勾配属仙 ζ 使用 、施」二lζ 過し、台風等 l乙飛散する乙とがない。

(3) 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 建 築 の陸屋以及びベランダ lζ 使用 せば、従来胞] : の

防水押え (ν ンダ ーコン ク リート) 等不J f J である 。

(4 )  依而 、 スラ プの鉄筋も節約 ｬ Ｍ ｉｊ 来 、 建築 Ｑｾ が ＱｩＮ {ill i  1(， ｴ 卜上り 、 ｊｬ の上に完全 ＱＡｦｾ 欠な 屋 恨

防水が出来 ます

大阪市西区新町北通 1 ノ40 ・ 電話新町@l 5281 ・5282 ・5283

東 京 都 足 立 区 千 住 東 町93 ・ 電話足立(@0131 (代表) - 5  

山 形 市 小 白 川 町 3 9 ・ 電 話 山 形 2 3  8  7 ・3 7  7  9  



関 西 建 材 協 会

会 計 機 関 2 日4 時- 5 時

中山会計理事* 室，会計に関する帳簿収支状態検閲。

新材紹介パンフレ ット作成打合会 6 日5 時- 8 時

大阪建築事務所 井上機，金本賢治， 木村喬夫の三氏

を招じ， かねて依獄中のスヰート ・カタログ新材訴訳進

行方につき協議。

「建材を語る午餐会J 27 日正午- 2 時半

於今橋クラブ 本年第 3 回開催 西区，港区方面建設

業各社資材課長各位を招じ午餐後，自己紹介した後，来

賓各位と 建材につき意見交換をなし，盛会祖に 2 時予定

を30分延長・し有志畿な会を終った。因に当日の参加下記

の通り 。

銭高級， 1¥(1池和[ ，吉崎建設k k， 大木建設k k，各資材

関係各位と不二主主設k k 山口専務各位。 室谷理事長外31

名建材会員。

O各社の意見の姿約

新材普及に努めよ，吾々は知識に乏しい。

新しい良いカタログを求む。値段統一，同種類で異名

の材料名称、統ーを望む。規格統一。 ただ売込むための

宣伝のみに走らす，施工法や注意事項を親切にせよ 。

研究を常に怠ら ず新製品を造る時は事前に設計施工者

の意見を聞かれるととを望む。ダY ピY グを止め相当

儲け ること ，そのため研讃コス トを下げ多量生産を計

り一寸のブームに不足は不可，将来の建材軽量たると

と。等々

見学と秋季大会 ( 舞鶴日本板硝子工場見学 と天の橋立

観光一泊旅行) 13日

10時京占I l 駅発にて室谷辺事長外ー行34名( 日 本板嫡子

k k 木村総務部長，大東社n . 並びに事務局鹿内，間島共〉

は12時舞鶴工場到渚， 昼食後工場見学， 4 時発ノ4スにて

5 時半橋立旅館玄妙庵着，秋季大懇親会開催 1 泊14 日橋

立成相山等観光， 3 時発 5 時京都着解散。

参 加 商 庖 名

東日本化学工業，金剛商会，室谷商路，田島応用化工， 明正社， 泊' " セ

J レロイド ，内外土木. 水島商底 ，館事風呂工業， 山本建材社， 耐酸化学

工業 ，ナユワ瓦，サ ンエス商会， 平田タイル ， 三和プラ ステツ空 ，自国

工業，二葉属装備工業，閏辺工業東洋洋瓦， 川島織物， 日新工業，大阪

生コン空リート ，関西タイル，東洋リノリユーム ，河口I装飾， ケント P

fI! 洋陶BII ，大阪装飾，不ニ化学工業， 田中風呂製作， 事務局鹿島 ・内回

日本板硝子木村 ・大取

• 11 月 会 報

本見学に際し当初より絡別の協力を頂 ｾ，また当日は

行のために，わざわぎ総務部長外 2 日間随行，至れ り

尽せ りの御観待と案内の労を煩わ し た 日 本板硝子k k本

社並びに舞鶴工場関係各位に対し ，誌上を通 じ深甚の謝

意を申述べます。( 理事長)

表入 ロ ドア表示 6 日

展示場犯人り難いと の一般の芦あ りた るを以って表入

口突当り ドアに建材展示場随意入場 と開飴・時間を金文字

で表示し，なお外部に一般の方も入場観迎の立札を配置

した。

三重県大林建築課長飯田住宅係長二氏来会 7 日

津市博物館で関催の岡県建築士会主催に係る建築展に

材料出品斡旋方依額さ れ， 5 時まで会員有志に出展方を

協力。

日誌

9 日 事務局健康保険加入申秘書を大阪総康保険暑に

提出。なお本日よりガス ・ス トープ 2 個購入， 1 階 とl也

階展示場に備えた。

13日 会員能率風呂工業k k 繭様につき証明申出あり

前回同様処湿した。

20 日 旭硝子k k 大阪支庖新井社員来会， 目下計脳中

の スライド作成 の 件打 合 せ，会館 ト イレッ トほ か 岡 本ｾＺよ

り寄贈の鋭の配置個所にっさF打合せ。

22日 大和事務局長津市三重県建築課へ出張，開催中

の建築展視察。 明春，説明会I}ij 催の件等打合せ即日帰阪

なお会場に P R  (建材) 展示場案内等受付 に展開。 ( [ 1  

々 600 人入場)

30日 船津型事米会，事務同- j { と1l!i 会，一身上のこと

につき話あり， 役員委員辞職申出でがあった。

0 会員度

25日 k kグン トクにては予而東淀川区新宮南通に建設

中の同社営業所，工場，研究室，宿舎，講堂，倉日てさf，

結集工事竣功のため，これが披係会を同社関係者を広 〈

招待され，盛大に同社にて挙行された。本会々員も多数

招待に接したが青木副会長以下参列した。追而之 より先

事務局長は本会を代表して粗品を呈し祝意を表した。

謹 賀 新 春

昭 和 32 年 元 旦

会 長

関 西 建 材 協

中 村 文

会 ・ 同 建 材 展 示 場

夫 理 事 長 室 谷 山7.1< 

事 務 局 一 同
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¥"U@6270 

( 主主) 恒例の新年号掲載の五日会の分は紙面の都合上 、広告目次を剖愛させていただきましたことを御了承下

さい。
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安藤組大阪支底
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本 社 ・東 京 都 中 央 区 八 重 洲 四 丁 目 七 番 地
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支 町 ・ 札悦 ・ ＱＱＱＱ 台 ・ 新潟 ・ 横沢 ・ 名古 尾 ・ 広ぬ ・ 高 ｦＮｌｾ ・ 福岡 Ｇ ￬＼ ｕｬｬ
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岐阜市長住町二丁目 三番 地 福 話 岐 阜 (2) 6141 ( 代表) - 6145 

東 京 ・ 名 古 足

や1
1
戸営業所

本 社

支 居

③ 
株 式

会 社 竹 中 務 庖工

木 庖 ・大阪市北区中之島3丁目 3番地( 朝日ピノレ)

'，.j i ! 話大阪 26局、 代表 7591 代表 8591

世 荒 川 ・1L脱 ・1111fi' ・東京 ・tl' i浜 ・/市岡 ・名古原

京都 ・や1
1
戸 ・1ぶ

j
ゐ ・高松 ・制岡

④ 鉄道建設興業株式会社大阪支庖

取締役支庖長 西 義島 向

大阪市大淀区天神橋筋六丁目五番地( 天六阪急ピノレ七附) ' ，! J : 話銅川 (35) 883 ・2427 ・2693

本 ネ1: 東 京 初 千 代 田 灰 や11133 :二崎IOJ 二丁目六葬地

f: G 話 ( 九段) 代 衣 8 4 1 1 -- 8 4 1 5

⑥

 

株 式

会 社 戸 田 組 大 阪 支 底

常務取締役支庖長 石 丸 正 名

大阪市北区民砂町三二番地 ・屯話 (34) 8631 - 5番

木 村 Ｚ ・ 東京 都中 央ｾ京 精 一 丁目 三 番地
支 庖 ・札幌 ・flll 台 ・名古原 ・大阪 ・広島 ・制岡

大阪支庖営業所 ・京 総 ・や11 戸 . tM H. ・金 沢 ・為¥ 111 

5  



応阪 支大組
日

現

F

E

'

 

株 式

会 社@  

勝

大阪市東区横堀二丁目七O番地( 電話 北浜 (23) 代表 5035)

庖 ・東京都港区赤坂青 山南町一丁目一番地( 屯話赤坂48代表2171)

居 ・仙 台 ・名 古 屋 ・大 阪 ・制 岡

手IJ村牧
取締役支J苫長

本

支

底務工木藤

株 式

会 社@  

庖 ・大阪市東区両替町一丁 目 一 七 電 話 東 (94) 451- 4番

庖 ・東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 二 三 番 地

岡 山 県 倉 敷 市 旭 町 六 六 O

香 川 県 高 松 市 内 町 一 O 七 番 地 ノ 三

出 張 所 ・津 ・ 岡 山 ・ 新 居 浜 ・倍、 島 ・京 都

本

支

藤 田 組 大 阪 支 庖

株 式

会 社@  

E22 村 島 良 雄

大阪市北区堂島中二丁目三八番地( 電話 (34) 757 ( 代表)

本 社 ・東 京 都 中 央 区 八 重 洲 四 の 五

支 厄 ・横浜 ・仙台 ・名古屋 ・大阪 ・広 島 ・小倉 ・札幌

組本ず松

株 式

会 社。
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京
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東
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編

戸

-

水

山

広

庖

庖

庖

・

本

支

支

支

支

所

阪

京

幌

島

開

業

大

東

札

広

福

営

井 建 設 盟 大 阪 支 庖

-ー___..・

・ーー畠

一一ｾ晶⑥ 
取 締 役 J .:u. -;::::; - b  ｾユ
支 庖 長 伊 旦 ;居 武

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 二 O 番 地 電話大阪 (34) 代表3878

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 室町二 ノー ( 三井ピノレ) 電話日本橋 (24) 代表3261

支居所在地 札 幌 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 大 阪

大阪支庖管轄営業所 京 郎 ・神 戸- ・和 歌 山 ・ 奈 良 ・ 岡 山
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集且上井。
蔵

大阪市都島区東野 田町2丁 目15番地 屯話堀川 (35) 530 ・2823 ・4782

出張所 神戸 市 生 田区相生町4丁目 93番地 電 話 元町 (4) 4  8  5  

福上井

組岡
株式会社

@  
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内

4

U

4

T

J

f

L

生

4

f

u

崎

晶

阪

壬

枚

豊

一
一

一

大

E

話

話

3

話

電

電

電

電

岡

大 阪市 北 区 堂 山 町 八 九 番 地

京都市下 京区大宮通り松原上 ノレ

枚 方 市 伊 賀 七 七 五 番 地

大阪市大淀区 中津 本 通 二 丁 目

取締役社長

庖

庖

所

所

強

作

本

支

出

工

庖支阪大

株 式

会 社
設大 木 建@  

• 

大 阪 市 西 区 土 佐 掘 通 一 丁 目 一 番 地 ( 大同生命 ピノレ)

電 話 土 佐 堀 (44) 1  7  7 ・2 5 8 1 番

東 京 都 港 区 赤 坂 表 町 一 丁 目 三 番 地

電 話 赤 坂 (48) 8  2  3  1  - 6 番

大 阪 ・仙 台 ・札 幌

青 森 ・名古屋 ・前 橋 ・沖

社

支 j苫

営業所

本

高屯

宇土
A. .  

ｾ＠式株組JII 谷長@  

長 谷 川 為

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 町 四 丁 目 七 九

電 話 天 王 寺 (77) 4  1  4  8 ・7 3 2 2  

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 二 丁 目 三

屯 話 天 王 寺 (77) 9  0  4  4 番

取締役社長

社本

工 作 場

株 式

会 社

水 野 久

支 庖 長 梅 沢 正

大 阪市 北区 太融寺町120 電話大阪 (34) 2107 ・2816 ・(36) 3987  

工 作 場 開 北 区 鶴 野 町 71 屯 話 大 阪 (37) 1  9  2  1  

本 居 京都市下京区西七条市部町17 下 8 0 5 2 ・8 2  7  7  

営 業 所 横 浜 市 ・ 平 塚 市

水 庖支阪大設建

市
取締役副社長

野

7  



(34)  1575(代)大阪市北区堂島浜通1ノ80孟男山上尚 会

e=:  

ヌL星 屋 電株式会社

(77)  ｾｾ＠
8日6

(34)  4677(代)

大阪市天王寺区上本町6ノ1

大阪市北区神明町40

{有

勇

唐住

平 山

会

妹式会社 東 亜 電 気 商 会

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 出 張 所

商屋株式会社 紅

大阪市北区神明町23影久 ヒ・ ノレ内 (34) 5751 ( 代)正男姉川

(34)  8131 ( 代)大阪市北区曽根崎町上1ノ41j捻今 村

(44)  5231 ( 代)大阪市西区江戸姻南通1ノ37三 郎菅谷

代}大阪市此花区恩貴島南之町73 (46)  465 古 谷 庄 太 郎

771 ( 代)(23)  大阪市東区北浜3ノ47野 上 清二郎

大 阪 電 気 商 会

大 阪 暖 房 商 会

太 陽 電 設 工 業 株 式 会 社

野 上 工 業 所

栗 原 工 業 株 式 会 社

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

株式会社

株式会社

(34)  1234(代)
大阪市北区永楽町8

日産生命館内
信虎栗原

(36)  2891 (代)大阪市北区太融寺町54寿男工 藤
株 式 会 社

e=:  

ヌ藤 電工

(34)  3056(代)大阪市北区西郷川IUJ l 5山本 竜 太 郎
ト 電 気 商 会

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

-?'  ヤ株式会社

大阪市東区森之宮東之町高架下 (94) 6531 ( 代)秀 毘梶本

(34)  8374(代)大阪市北区曽根崎上1ノ10義夫山)11
所業工)11 山

株式会社

(23)  6951 ( 代)大阪市東区今橋2ノ16松本芳太郎

(73)  4035(代)大阪市生野区勝山通9ノ72猪飼幸次郎

(臼) 1713 大阪市西成区東四条3ノ3義明近 藤

株式会社 松 重 電 機 商 庖

江 東 電 気 工 業 株 式 会 社

近 藤 工 業 株 式 会 社

浅 海 電 気 株 式 会 社

5273 ( 代)

(23)  4241 大阪市東区北浜2ノ69治平浅海

(35) 3378(代)

3274 
大阪市北区東郷川町11

日

吉

ロ{

 

Jl}j野
三和電気土木工事株式会社

(36)  2138(代)
大阪市北区絹笠町50

堂 ヒソレ内

坪 井 松三郎
社

盟主株式会社

代

代

'

A

G

U

 

5

7

 

m

m

m
却

a

u

 

向
山
戸

大阪市東区高麗橋3ノ1

東約 ピノレ内

下山間 政友
三機工業株式会社大阪支底

(34)  7171 ( 代)大阪市北区南扇町12太佐藤
近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社

工 務 庖

阪 営 業 所

(45)  4772( 代)

8  

大阪市稲山医上福島南3ノ89忠 義馬淵
和

大

円

刀

I

E

V

 

株式会社



たとえ 1 本のタル木でも

節約して・・ ・

20賞級の人が乗って も折れた り、

凶んだりしない強力 トタン板 「フ

ルハード」を使えば、屋根全体が

: ; m力なデプ キとなり 、 しかも 、タ

ル木の間隔を広くするなど屋似の

構造を簡単にする乙とができます

から 、建設貨の節約になりま す。

特に「 フルハード」は従来の トタ

ン板より値段が安いので 、

一段 とお徳用です。

屋被板には一審お徳用 な

「フJ I ，. ハード」を…・・

園内販売総代理庖 目板商事株式会社

圃圃圃圃圃圃『彊胆ｕ｡Ｇｉ町 ｭｬｬ 阻ｾｾＢ蝿民自国 ｭ ｜Ｑ温軍団 ｨ

専売特許 ウカ式化学 防 水 工 事 グラ ウチ ング 防 水 工 事

グ ナ イ ト 工 事 アス フア ル ト 防 水 工 事

専売特許 薬液注入土壌硬化工事 盤 井 並 ニ 地 質 調 査

株 式 会 社 大 阪 防 水 建 設 社

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 餌 表 町 42 帯 地 電 話 南 ⑮2595務

出 張 所 名 古 屋 市 中 区 和 泉 町一丁 目 九 番 地 包 括 本 局@ 5075孫

が 神 戸 市 兵 庫 区 神 田町四三九番地 電話元町④6930務

信用と誠実をモットーとする・建材 100 社の見本が一目で見られる

⑨ 

A  

9  



10 

建築め美装化

自包ポ ｊｾ トランドセメント
用 途

建築の内外面の仕上塗

装 飾 用 ・採 光 用

標 識 用 ・各種加工品

JI，野田セメント株式舎滋

アザノ く婁? E ヨ

日本包メント株式会泊

関西事務所大阪市北区梅田町47番 地 新 阪 神 ピ ル 6 階 電 話 大 阪 (36) 3351- - 6 

本 社 東京都千代田区大手町 2 丁目9 番地

事 務 所 北 海 道 ・東 京 ・ 関 西 ・ 九 州

出 張 所 仙 台 ・名 古 屋 ・広 島 ・高 知

包 装 所 釧路 ・函館・青森 ・下板橋 ・横浜・ 新潟 ・名古屋 ・小倉

.  



時 代 が 参 り ま し た

、

_ "  

コ生

と ( 完全サービス) を目標に生 コン四社

大

阪

(右より 50音順)

大

阪

( 品質の絶対優秀)

が出 揃ｾｾ 、ま した 。 御引立 の 程 願 上げ ま す。
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備霞生衛柑

施

晃

尻

計

三

冷

設

房暖I  I  

工

ゐ‘

2 l ;  

大阪市北区堂島北町一四 ⑧代表7031

東京都港区芝琴平町四O ⑬84- 78 ・1470

名古屋市中区新栄町二丁目 ー ③1820- 2

福井市宝永上町一O 五 ②1596 

広島市石見屋町五五 ②1773 

福岡市薬院大通一丁目一七 ①1158 

商株式会社

本 社

出張所

A  

:z-. 
株式会社

后

出B 所

本

言E

会

会

株 式

会社

設 計 施 工

25 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

衛

換

給 排 水

暖 冷 房

本

東 京 支 庖

名古屋支庖

卒

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話豊崎⑧7575- 7

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話絃圏⑥494- 5 - 6

神戸市生田区下山手通六 ノー ・電話元町①5892

庸口城代表取締役

所張出

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病院諸機械・給排水・衛生

三 商 庖斎 藤 省

東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

電 話 和 田 倉 @ 3761・3762・3763・3764-

大阪市西区土佐堀通大間ピノレ 71 4- 号-

電話土佐掘 @ 1 5 6 8 ・1569 ・2 5 9 4

札 幌 ・北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅 前 )

電 話 札 幌 ② ∞10 ・0956 ③ 4661

東 京 庖

大 阪 庖

庖

所

所

所

業

張

張

営

出

出

沢

井

松

金

福

高

本

本L 幌 后

業

大阪市福島区堂島浜通 4 丁目

電 話 ⑧ 代 表 1 1  7  1 務

東京都港区芝田村町 6 丁目 電話@ 代表7151

名古屋市中区材木町 1丁目 電 話 @ 2780 

京都市下京区烏丸通松原下ノレ屯話⑤ 1989 

神戸市生田区北長狭通2丁目電話③代表5101

福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 ② 代 表4735

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 工 業 設 備

段 E十 施 工

暖房 ・冷房 ・衛 生 ・水道 ・電気 ・厨房 ・築炉

銅 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

電 縫 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

社
.0. .  

:z:s: 式株エ賀5頁

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 支 J;5

神 戸 支 庖

福 岡 支 庖

三機工業株式会社大阪支庖

大阪市東区高麗矯三丁目壱番地 ・電話代表26局2951

3076 

本 社 東 京 都 千 代 田 区 有 楽 町壱丁目十務地

支庖 ・出 張 所 名 古 屋 ・福岡 ・札幌 ・広島

工 場 川 崎 ・餓 見 ・中津・ 六 郷

媛 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取 締 役 社 長 中 山 俊 人

社 大阪市福島区上福島北二丁目一番地

電 話 福 島 ⑧ 3 3 9 1 - 4 番

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地

電 話 四 谷 1 3 2 4- 零

神戸市生田区下山手通八丁目 三 三

電 話 元 町 ① 5 3  7 番

電気 ・暖冷房 ・水道 ・衛生

設 計 鈍 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

広 大阪市西区江戸婦南通ー了目 三七務地

電話土佐煽⑩代表523 1 - 5 務

東京都中央区銀出西 二 丁 目 ー 務 地

電 話 京 橋 @ 代 表 6 2 9 1 務

名古屋市中区南武平町二丁 目 ー 務 地

電 話 中 @ 代 表 4 - 4  9  1 番

京都 ・事1
1戸 ・岡山 ・広島 ・福岡 ・熊本

仙台・新潟 ・金沢 ・福井 ・札幌

水道 ・衛 生 ・媛冷房 ・其{ 也管工

設 計 並 施 工

特許Y M式J レー フドレイ ン製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区 )1頃慶町通一丁目四四番地

電話本町局@ 代表4-496- 8 番

東京都千代田区丸ノ内 2 ノ8 仲12号館 5 号

話 28 局 6回 5 - 8 番

金沢市高岡町三 五 電 話 金 沢 本 局 ②2074

福井市城之橋下町一O 電 話 福 井2436

高松市中新町一O 六 ノ 三 電 話 高 松5195

創 業

大正二年

株 式

会 社

給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装置

空 気 調 和 装 置 及 衛 生 設 備

設 計 施 工

社材建

練式

会社

社

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

A  

;zs; 式株

大 阪 支 庖

大阪市北区中ノ島 三 丁目( 朝日ピノレ九階)

電 話 北 浜 @ 1 3 3 4 - 8

本社及東京支庖 東京都中央区八重洲三丁目じ

営 業 所 名古屋市中区西万町二丁目 ー

大阪市大淀区中津南通二下目五一番地

電 話 福 島 ⑮ 3 4- 1 6 - 8 番

東京事務所 東京都港区西芝浦三丁目 一審地

電 話 三 回 @' 9 3  7  1 番

12 



宣伝{調 和袋内、作事if(冷iJI. [機

;没 ，iI " :tn 作 ・lJf!iユこ

日差 ・冷 房 . Ｇ ｾ ＢＧ ＾ ＼Ｈ ｩｬＢ ｬ ｩｾｉ ｾＱ 立調 幣 装置

東洋キャリア工業株式会社

T  j泊J』没

庖

大阪 市北医者tJ印船大工111]"1i.三者?地( fJ H I 大阪会飢 l付)

沿 i;，fj 大 |仮 @}..j 代 表 8 3  5  6  

イミ ネ1: Ｊ京都 ＢＱＧ 央 ｬ 又 ｬ 司 Ｔ ［Ｚ ｾＡ 日 兜 ｉｉｬｲ 工 Ｚ ｔｬ､ 二 内 需 地

tHd民19r 1' ， ，Ii ｊ ｾｻ ・ ［Ｉ ｌ 州工 ｊ ｊ［ ｦ Ji. i/. 

支阪大高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大 阪 市北 区 中 ノ ｊ Ｚ ｾ 3 丁 目 3 務.ltll ( 朝日 ピJ レ7 階)

包 括 北 沢 ⑧ 1 3 3 4 - 8 ・7 3  5  9  

社 東京 都千代田区神田駿刈台 4 丁目 2 番地

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

f生
必出同

:::zx 浅 海 電 気 株 式

雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

沼 稲 北 浜 ⑧ 5 2 7 3 ー 5 2 7 5 ・4 2 4 1

営業所 東京 ・神戸 ・岡山 ・小倉 ・札似

電 気 工 事 設 計 施 工

変圧器電動機電気冷蔵庫

電 気 洗 濯 機 販 売 修 理

藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 五 四

電話 ・ 大阪 ⑧ ＲＸＹＱ ｾ Ｕ 番

場 大 阪 市 西 淀川区御幣島東一丁目ニO

電 話 淀 川 @ 3 4 7 7 ・3 4 7 8

東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡 山・ 広 島

本

エ
正海浅取締役社長

工

営業所

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工
電 気 霞 備 工 事

置 計 ・ 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

騰

大阪市北区曾綬崎上一丁目凶ー

電話 大阪 ⑧ 8131代 表- 4

東 京 ・ 新 宮 ・ 御

キサ

. 6.  

ー'7
取締役社長

社本

気 株 式 会

取締役社長 山 本 博 三

大阪市北区中之島三丁目 三 朝日ピノレ 6 階

電 話 大 阪 局 @8851呑・ @9531・1334・2351

大 阪 市 西 区 土 佐 娼 通 リ 四 丁 目 十一番地

電 話 大 阪 局 @ 4 5 9 5 ・7 5  6  3  

社朝 陽 電

社本

営 業所

坊営業所

λ  
N F ノー ヒ ュ ー ズ 分電 盤 N F ノ ー ヒ ュ ー ズ 配 電 盤

鐙 光 灯 ・モ ー タ ー ・変 更 器 ・冷 暖 房 ・エ レ ベ ー タ 一

三菱電機株式会社元扱后

株 式 会 社 立 花 商 会

大阪市東区南本町二丁 目四三番地

包 括 本 町 ⑧ 0 3 2 3 ・1 5 7 5 - 9

電 気 工 事 設 計 施 工
三 菱 電 機 製

所業上株 式 会 社 野 エ

取 締 役 社 長 野 上 清 二 郎

本 社 大 阪 市 東 区 北 浜 三 丁 目 四 七 笛話北 浜⑧ 77';) - 3

支 后 福 岡 市 上 東 町 十 五 電 話 東 ③ 5 0 1  0  

支 庖 絵 阪 市 本 町 電 話 1  3・

出 張 所 東京 ・名古 屋 ・神戸 ・直方 ・田川・大分

設計並ニ 施工

社 大 阪 支 底

温温度調整装置、媛房、冷房、水道、搬送機種備

A  

2 x  工 業 株 式第 -

{a代表)ω7 7

0978- 9・0970

2 6 3 1 - 4  

7  3  3 2  

2 8 9  3  

@  

6事

電 話 大 阪

誤

認

話

宿

泊

可

大阪市 北 区笛田町三 ｏ ｾ 島地

東京都千代田区丸 ノ内ニノ - ::J

仙 台 市 新 伝 馬 町 六 O

名古鼠市東区東門前町三 ノ六

本 社

仙 台 支 庖

名古屋出張所 ③ 

13 
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@  

豊 国 セ メ ン ト 株 式 会 社

本 社 福 岡 県 苅 田 町

事 務 所 小 倉 ・大 阪 ・東 京

ｾ司スｊｕｉＮＮＮ

取締役社長 佐 藤 太

I

I

I

l

l

1

1

1

1

、

.

J

I

l

l

i

-

-

l

l

!

?

本 底 大 阪 市 北 区 南 扇 町 十 二 番 地

電 話 大 阪 ⑧ 7 1 7 1 - 8 肴

支 庖 大阪北・大 阪南・京都・神戸.9f，l路・奈良・和歌山・滋賀

支 社 名 古 屋 ・ 広 島 ・東 京

g  q イル衛生陶墨附属金臭

雲若ｾ田 Ｙ ＱＧ ｊ ｉ，
本庖・ 大阪市西区阿波座中通ー 電 話新 IHJ (53)  1003 ・1004 ・1005審

支庖・ 京 都 ・神 戸 ・広 島 営業所 ・芦 屋 ・岡 山

14 



肉 Ｙｾ 式ペシチレーター
性能をまさる ヨシテ=アヌ並に筒型 jZ22詰

肉例式ヌ拘イライト

一般硝子屋根 = ワイヤ波型硝子屋根

設 計 施 工

器 内 外 土 木 建 材 社

ft#I 液製燃ラヌ

療経費雑 品謀議15型〉

製造元穴日本硝子工業綴

大 阪 府 営 努 宿 院 j喧 舗 付 共 同 住 宅

戸 締 ノ 政 華

ドA' r"E NT S No:414!!55 No:414H5fi ｩ｜ Ｈ､ＵＵｾｘ＠

広舗 、倉庫、 ガレージ等ニ最適デス 開閉ハ

片手ニテ経ク錫ゲ降シ致シマス 価格ハ至極

低康デス 御一線係 員参よ、カタログ進呈

|…スカイフイト並ニ切レター l
スチー J L - サッシユ・ドアー・オペレーター其他修浬

，没 .11

i並

施 行

カクロク 進 ｉｾ Ｎ
J 汗黒刻| i  |h仏ih、「τ

岩 元 工 業 株 式 会 社

本社 大阪市東成区東今凱銅f 4 の岨

電 話 東 8 8 8 7 0 ・9 3 5 0

. .  ，嶋 市天王寺区蛍ケ芝町 5

電 話 天 王 寺 ⑮ 6 9  8  0  

15 



社式株業工板

盟

問東

ス チ ー ル サ ッ シ ユ ;

ル ド ア ー !

スチー} ( . . . シャッター :

ス チ

大 阪 支 庖

I  2674 

大 阪 市 東 区十二軒町八番地 電 話 東 @ i  73O3 

本 社 及 工 場

東京都荒川区尾久町5 ノ1. 000 電話荒川⑮8131- 4

園 彊 圏 直 遺 留 幽 ・

ｾｾ‘＿＿＿＠
5000 (:1: )げ Jレジ萄ン型1

6 0 0
0  

( 洛 剤 型)

大 阪 東 京

各 種 銅 織 風 呂 釜 一 式

軍閥乱呂・ボイラー・ガズ風呂

大阪市浪速区元町一丁目七四二 但シ脹措電停前

ｅ ヨ司コ層 ｬｾ 吾参詮夢邑テ邑

電 話 戎 @5313 ・8 1 2 8

。ーロECORATORS，口

ｾｻ 立 造作家具 ｽ ｾ ￰ｴｮｭ ｉ＠ ｾヒ忠担［立主Ａと［今ｾ 内外 敷物織物 ｽ 設 計施 工 御 都

室 内 装 飾J ｾ草 υ 喜三
( 創業 ・大正 7 年) お与証依

二葉屋装備工業株式会社

( 元 K K 二 楽 屋 )

取締役社長若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町二丁目六番地

( 天六電停西北三丁) 包話笠崎@3321- 3 ・3630

ｆｾＧｬｬ 亙
吸音新製品 1 尺 )( 8 尺 4 尺 )( 8 尺

田 昌 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 旭 区 生 江 町 2 丁 目 40 電話⑧3355 ・3500

点以邸中火区日本稿鱗妓111]" 1の11 電話@J 5873 ・4091

1些 元 名 古 屋 木 村 株 式 会 社

16 

日 昌 式 安 全 葺

金網入渡型動号Z

規 格 巾 2 尺 4 寸x 長谷 6 尺

( カタログ進呈 )

田 昌 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 旭 区 生 江 日IJ 2 了目 40 屯話@3355 ・3500

東京都中央区日本橋燐殻町 1の11 電話⑧58ヴ3 ・4091



ー，

.. 

... 

ｾ＠

経 験 ι ⑥ 技 術

ｾ＠

I . C. コンべス( リヲγ ィド)

ゴ ム タ イ ル ス ボ ン ヂ シ ー ト

プラスチ・7 クラ" ' 1 7 ス7 7 / 1，. Ｂｾｩ＠

ね

末阪= 1 ; ，/ ' ミ之趨材社

コ
; 割反省描・水切軒楢

ｮ ｾ 気ヲヲト ・べ〉 チしＭＧＩＭ 領亙; t

ニ Ｒ ・ ＳＶＺ［ｾ .. f，. J /g//o日本建築↑ 姶優良証日股領

大 島 応 用4乙 学 工 業 株 式 会 最 土

S T A NDA R D ME T A L  
a為胤勾枇社

市市. 電話新居浜3泣Z1.9侃3白38 出張所四日市市電詰四日市6白5 . 広皐市電詰南ωω)247百3  

万年煙突・波型スレート・各種ラス・ J!- ーフィング・ベンチレーター・クレオソート

コ ー ル タ ー ル ・ エ ラ ス タ イ ト ・ タ ー フ ェ ル ト ・ 避 雷 針 金 具 ・ 樋 受 金 物 製 造 卸

伸 銅 品 ・和 洋 建 築 材 料 一 式

万 年 ス レ ー ト株 式 会 社 代 理 屈

田 中 屋 本 庖

大 阪 市 南 区 高 津 ー 蓄 町 七 一 番 地

電 話 南 (75) 5  8  9  4 ・8 5 8 6 番

コヌボード φ  
8 7 + ¥楽器製高1制 宵 肋

mZZ委E細書/ 39郡部1

フローリンタ. 生[話神 戸①om~3蕃 '

窓掛、鍛帳、 日 除 、 壁 紙 室 内 装 飾 紙 師、舗 床 材 一 般

東洋レーヨンの千イロシ鍛遁と繊麗発売元

亀 井 株 式 曾 社

大阪市東区南久宝寺町四丁 目( 心斎橋筋)

電 話 船 場 (25) 1  3  5  3 .-.. 5 番
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山
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円

汁
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京

大

大 仏

本 j占

大阪営業所

志野? ヌフ F ルト

11品衛生陶器)s
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大

阪

市

浪
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元
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一
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目
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凶
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市
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賑

橋
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パ

)

包

停

西

側

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

電

話

戎

(

六

回

)

五

O

六

五

番

れ

瓦

一

理

秀

一

凱

優

一

直
【

金 剛 商

大阪市西淀川区野盤町1231 阪や|判. i bi ' ，ι 心 型!J .!1' : ，凶; 弘前

製 造 元 東 京 坂 巻 サ ン ヒ ット 商 会 沼 淀 川 匂70417・4091

株式会社

l

-

土

木

建一

築

設

計

空
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工

部

舘

刷

醐

附

鉄

附

加

芯

比

対

日+

八
社神戸市生田区長狭通四ノ 一地産ピ J レ

T E L 三 宮 ③ 0 8 8 1 - 3

広 大 阪 市北区絹笠町五O 堂ピル 5 階

T E L大阪⑧2021・3486 ・1141
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三 三 N. G. C式 三 三 二 二 一 一 一 て 「

11  セ ル コ ン イ ン シ ユ ラ イ ト 日 両 問 販 売ι -
メ タ リ ヤ ン ミ ツ シ ユ J ) . M 3R 番 責 任 施 工

責 任 施 工 米 国 パ プ コ コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

;:フffG2122 内 外 工 業 株 式 会 社

アスフア J レトモ J レタJ レ床舗装工事 脇 山 静 未

大 阪 市 阿 倍 野 区 畑 町 一 ノ 五 一

耐酸ア ス フ ア ル ト モ ル タ J レ工事 電話 ｾ 3  4  3  4  ｾ＠ 6  

去を 矢 橋 大 理 石 萌 庄

大 阪 出 張 所

大阪市東区高麗焔 二丁目九 野村 ピル五階

電 話 北 浜 ⑧ 4 2 5 7 - 8 :ti

PAI NT I NG CONT R ACT OR  

株式

会社

ヲ1 災 工 事 請 負

林 塗 装 庖

TEL. 大 阪 @1756-- 7 ・点京 @ 1335 

リ ゲ ノ イ ド 床 ・ 床 材 料

製造・販売・施工

福屋工業株式会社

ヨド l苫 大阪市西区南郷江上i ! l i 一丁目州一

電話新 ｉｈｊ ⑧ ＳＴＲＶｾＷ

標準セメン卜 防水材・ 特許ニッポン

特訓: ニ ッポン防水被 ・急結液一号 ( 噴水急止)

ニ号 Ｈｾ悦湾ノ水 ｋ 防止Ｉ .  Ｏ［ＮＱ州姉 ｼド ｪｾ 妹，ｦｩ， 品 ｬａ品 Ｑ

施工指導並ニ責任模範施工

黒 川 化 学 工 業 所

( 国立大阪工業試験所古IJ 製) セメント防水材特許権実

施工場

( 大阪営業所) 北区芝田 IIIJ 六 八 包 括 北 ⑧7916

( 本社・工渇) 神戸市灘区住育町反高林1876 ・

御 影 ⑥ 2723

工業周辺鐙築用各極石灰製 i宣阪亮

小 野 田 セ メ ン ト 特 約 販 売 后

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区曾桜崎新地 主丁目五十三ノー

(市m桜僑停留所前) 沼語大阪⑧1274- 6

支 広 ・徳 島 . ｾｉｉ 戸 ・ 姫路 ・ 東京

陶管・ベンチレーター

22 三 幸 商

大阪市北区 曽根崎上ーノ 四一

包 括 大 阪 ⑧ 3 1 4 5  

必』

:zx 

ヒュ ー ム 管

鈴木式防火シヤタア

鈴木シヤタア工業株式会社大阪出張所

株式会社鈴木シヤタア商会

大阪市北区茶ー屋町三十三番地

氾 話 笠 崎 ⑧ 98 ・5837 ・8729

風雨に強い

平安瓦

鐙 佐 村 木 商 底
実用新案

営 業 所 大阪市東区京僑前之町ニ 各部瓦n工事請負業

Hl. I活 ⑧ 1 5 2 8  
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新らしい建築に. .  • . 最も新らしい材料を

強化プラスチック建材

ゲ ラ ス ラ イ ト

ｻ ｾ＠ )'t， H  I徐 け ，天 Jl: Iζ

粍 i託. Ifa-t 的 性

半 透 明 ，俊夫な外観

グラス繊維スクリーン

レ ツ ク ス ネ ッ ト

防 虫 e 網

さびない ，くさ らない

燃えない ，のびない

メ ー カ ー

日 東 紡 績 株 式 会 社

氷 山 印

ガ ラ ス 繊 維 製 品

防水 ，防食h. 工事 lζ

グラスク ロス， グラ ステー プ

火 山 印

ロックウール製品

保 温 保 冷 防 音 の

御 相 談 御 用 命 は

販 売 特 約 庖

三和商工株式会社

大 阪 市 東 区 伏 見 町 四 ノ 三 三

屯話北浜 (23) 2456 - 9 ・9944務

J  

I

l

l

i

-

-

w

l

1
司

I

1

4

i

!

内

i

l

-

-

拘ヲイトヨ苓イト 蛭石焼成品
"  断熱 ・耐火 ・軽量 ・防音 ・美麗

金 支 鹿 児 島 産 7

平主軽量〕汐リー開旬3 製 造 販 売 玉 置 産 業 株 式 今 社

本 社 大阪市南区心斎橋筋商詰束入 11i 折 、1e1J 5

神戸支広 神 戸 市 東 灘 区 御 影 IIIJ 包括御拶③3016番

工 湯 大阪i I i 大正区 三 事1 家 屯 訴 泉 尾⑧1719番

カーペット モケット

。

物 株佳 江 織

窓 掛 地 紡 毛 糸

式
A  

ｾ＠ 宇土

本 社 大阪市南区安堂寺橋通問ノ冗冗 fE大阪 (25) (代) 81

東 京 支 庖 東 京 郎 港 区 芝 西 久 保 桜川町 氾 芝 7 4 0 6 - 9
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事
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? リ号" ヌト: ; "

ＥＱ ‘ＭＭＮ、，でｾ�ＮＮＭＮ
最 も進んだゴ ムのク ・ν

之、まj主の 大阪m北区樋上田J 45

目月i E 議士

T  E  L  (34)  8157 ・8158 ・8159

J  A  S 規 格 合 格 品

"  

i手出式杢枇 ・印刷杢 ・塗装式杉おE ・桐抗

日本ｾ器合以関凶総代Ｚｂｊｬ )，' ;  

ヤ マ ハ ボ ー ト

東 洋 プ ラ イ ク ッ ド特約) ，1 : ;

冶 2古 .d.. ・量院 大阪i! i iRj主Fくギ111)" 辺3の20

d 又 定ｾ Q  τ肌 Hi:，:r.r. . 大阪吋 2 2 0 1 ( 代)

吸 音 多 孔 合 板

ベ ニ ヤ ト ー ン

日 楽 の 繊 維 桓

ヤ マ ハ ボ ー ド

瑞 奥 の ハ ー ド ボ ー ド

，エ ロ ナ イ ト

ポリ エ ス テ ル 化 経 板

エ ス テ ラ イ ト

高 級 接 着 剤

ポ リ ゾ ー ル

r  

、

三三三三カタログ本誌名犯人

三三三ヨお申書直次第 進 呈

強力・堅牢・高能率

穿孔・削切兼用・( 電灯線使用)

ン ク リ ー ト の 穿 孔 ， 削 切

目 粗 し K 高 性 能 を 発 揮 し ま す 。

独乙ロパート・ボッシュ会社製

日 本 総 代 理 庖

22 峰 岸 商 庖

大| 坂出悦f 9r 大阪市西区江戸淵上通 1丁目 18孫地

fι 訓 土 佐 郷 ⑩ 2 1  8  1  t時

酉日本地区特約代理庖

千 国 産 業 株 式 会 社

広山 i!i =r- EO ｾｉｊ＠ Ｑ 丁白 ＶＰＲ ｾ 地 電話南0 2804番
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不二サッシ

グ除。機械設備の放。物任製作

、1/ 0 卓越せる技術。笠鴇傾矢

d 〆

ーグノ
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弘

概

略

4

7
一

新

党

u
u

，

z

d

ーーーと~

株式会租不二製作所大阪支庖

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 町 中 三 ノ 円

屯話淀川@1220 ・1454- 6 ・4414- 5

本社及び工場 川崎市中丸子一 三五 電話聞図調布 ⑫ ＴＲＶＱ ｾＵ

庖商

⑦

 津
士

ロ

板

材

::a:. 

日

壁

吸事自

事車

石

石

耐 火

建 材 部

大 阪 市 東 成 区 '1' 道! 日J 2 丁 以 1 0 2 番 地

ES 話ー 南 ( 75)  3  7  0  2  番

4 務 l . x l.

"  3. x 3. 

"  3. x 6. 

音 板
吸
一

一
壁

一

.. 
材

，. 

N O.522i)! 

入勺. l: H) O 

ホ

Ｈホームソフトモ ッ プＮＡＮＮＡｪＮ ｭ Ｑｲｾｾ ;お)

新 築 j政 No. 5 2 2  0  2  
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式

式

式

吉

岡

古

司

古

同

ドアーハンガー

オ ペ レ ー タ 一

重 量 戸 車

民ｾ
株式会社

本 社 工 場

ス チ ー ル サ ッ シ ュ

ス チ ー ル ド ア ー

スチールシャッター

高 製 所作

大阪i li ]:j Lrx谷 III f ] i .Tfl 二八 1出足取⑧2969 ・0444

， 

調.

f  

、

一 般 製 品 スチーノレ

スチーノレ

スチーノレ

サ ッ シ ユ

シ ャ ツ タ ー

ド ア

独 特 製 品 汎建型上下げ窓

双脚の四面が箔り合され i当然 11 : 気密度が高い c

神高型竪形と出し窓

両 側 きや片側主 IC代 る堅 牢 で 耐 久 な 構 造。

連動突出しと出し窓

と1:1:¥しと上釣りとが完全に平衡連絡され操作経

快 、開 閉 確 笑、体裁 優 秀 な新 型。

逓 増減分銅付きシャツタ ー

大 型 シャツターも破くはやく開閉出来る 。

新 規 製 品 普 及 型 上 吊 円 |遭い窓

一ー 質笑堅牢で最も廉価 ・校 舎 宿 舎 などに段通

合資会社汎建製作所

鉄材が少 くてすみ施工簡易な格納庫 ・工場・体育館の建築には

“ ORI MOT O"  DI AMOND T RUS S  

官公庁御採用耐. 耐鳳木材接合金具

住 宅、工 場、学 校、集 会 場、 体 育 館 に ま た 2 階祭に

ル

プ

ベ

ヴ

ザ

E

4

.
弐

ヂ

ク

北

出

武

武

¥
側
レ

ν

O

O

A

在

設計の御依頼に応じます ( 施工は御自由です〉

カタログ及び般昔Ut考費税婚昼

考E健 織 本 建 築 Z量 計 計 算 事 務 所 販 売 織 本 特 殊 構 造 研 寛 所

東 京 都 中 失 区 日 本 橋 奴 慰 町 3- 2 ( 水天宮交叉点角) T PL  ( 釘〕例43 ・7∞7・7062
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セメント防水有11 I毒性馬的水準セ伝く

J I S合格呂め御イ変同をZF

i.I :.117 : . J  

防 水 割 ・ 会 絡 翻j

セ〆ント・る灰- フヲズターの着' @ｾｊ＠ 1; 純鉱物'ti. 絶対本3夏、e

チ z リーカヲー

セメ〉トの( アつ) イ1i P凶りめ場合 t ま

シ レ ケ レ セ メ ン ト 抑 止 抑 制 酬 を

水溶性特殊姥着剤むこJ 勿シ糊・桜印齢化黄・

ラスヒゲ3 ・末広布漣・其イ世特殊材料発売元

(主l録御通知次第御送附致ぅマス)

株 始 社 新 興 建 紘 エ 業 予 后

大阪市西区目、ッ椅・電話新聞 ( 53) 1988・9720番

五場大阪市住者区東長居間36. 電話住吉 ( 67) 212 巷

• 



d  

、

社

〔中国・九州 〕

青 盛 建 材 株 式 会

広 品 市 鉄 砲 町 1 0 8

包話中② ＲＲＸＱｾＳ

ＮＮ Ｎ ＮＮＮＮＢＡＮＮＮｾ舗

でよ圃，. .

事 ，

一・ 4・

所業

3

9

営

町

一
一

山

田

8

岡

来

日

材

市

川

建

山

尚

盛

間

電

膏

所業

4

6

営

日

~

聞

か即

日

一

回

土

守

2

4
・

行

川

材

市

内

G

E

市

東

Z

M

間

話

盛

福

電

膏

A

宝
建 商

名古屋市中区宮出町41 ノ2

f日新中@ 1329・2106・2817

海〕

株式会社

名

合資会社

岡 田 建 材 庖

名古屋市西区間菊j干同IJ 2 ノ12

＿占矛［ｾ ⑧ ＰＱＲＱ ・ ＲＰＵＷ

業

〔東

【専属の職人養成並指導】

和 泉 産

大阪市南区日本焔筋 2 ノ36

71i 話 戒 @ 3  2  8  6  

庖

社

友 工 業 株 式 会

大 阪 営 業 所

大阪市東成区大今里町IJ 655

大阪セルロイド会館内

包括南⑮ ＸＰＳＱｾＴ

合 名 会 社 利 倉 幸 商

大阪市南区長姻橋筋 2 ノ20

( 日本橋m: 停前)

出 話 南 ⑮ 4 7 1 ・4 7 2

京都出張所

京都市中京区河原町夷川下ノレ

電 話 ③ 3 2 9 9  

株式会社

木 下 謹 三 商 庖

大阪市西区江戸郷南通 5 ノ35

電話土佐掘@ 5408 ・5486

株式会社

久 保 商

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5

電話大阪 ｀ ＲＰＷ ・ ＴＸＳＶｾＷ

タ テ バ ヤ シ 商 庖

京都市上京区大宮通四条下 J レ

屯 話 壬 生 i @4 4 6 8

井 建 材 有 限 会

事11 戸 市 兵 庫 区 荒 EB 1sJ 1  

包 話 湊 川 ⑤ 2 6 9 7  

社

織〕〔近

庖

石

値 目

.、，

。""乞: : : : : : ; ' ; . : . 0; . 、砂噛働制時 縮問 晩 、 拘 ‘

一 一 併 特 士 宮単品都品

. 刷制昆

拘鴻切に

』

・ 、 噌 ' 晴
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奥 山 式 禁 E3 綜 合 防 水 層

今代 CF:8妨 必

小 d 型 可後s

カッパーメッシュ 耐 酸 耐 油 工 事

アスフアルト工事一般コ ー パ ー タ イ ト

製 造 元

奥山化工業様式奮粧

東 京 都 中 央 区 銀 路 西 8 丁目 3
T E L  銀座 (f!' 2703 - 4・2370 ・4064 ・0264 、

2 6  

優秀技衡を誇るF

ゑ 村a ・・...........… i

費 T王. 言受吉十. 製 f全.

麻村サ・νシ. 2I 業株式舎示土

， 



耐アルカリ

量 新 式 耐 睡 レヂンライニング

ボリヱステル系レヂンライニング

各 種 合 成 樹 脂 ラ イ エ ン グ

サ ル フ ァ 系 煉 瓦 目 地 材 料

特 殊 ア ス フ ア ル ト 耐 酸 工 事

設計 ・施工1<: は是非弊社 1<:

御 相 談 願 い ま す

現 場 責 任 施 工

耐油耐酸

画

a

a

{

'

市

耐酸化単工鎖株式会最

日

浦

ゴ

ム

タ

イ

ル

金

岡

総

.代

理

F t 浪速樹江業株式曾純底

本社・工場・大阪市城東区野江中之町一丁目九番地 電話城東⑧1171--3番

東京営業所・東京都中央区銀座東六丁目木箆館ピル六号館6(fl 号室電話東京⑧4611

福 岡 営 業 所 ・ 福 岡 市 大 名 町 二 丁 目 9 8 電話 西 ② 4 9 4 8 番

出 張 所 ・ 大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電話 大 分 1366 番

責

任

施

工

浪建瓦ｾ制…蜘則。 Ｑ 酬叩叩 ｆ 三

霊

童

霊

霊

芸

閣制UHm附1I mt 制. ，. 制則. l 1 l i 綱帽帽綱制網開制帽111f t ・. .  網開削刷" 剛欄剛・I l In _・噌『逼

(1) 

ｾ＠

$‘  

ト、、アーー

オ ペ レ ー タ ー

化拳ユ場の建物を

畿敏から守れf

ス チ - ) ν サ、ソレユ・

レ ヤ ツ タ ー -
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